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第 1章：はじめに

ソフトウェアの使用を開始する前に、Adobeヘルプや、参照できるヒントやトレーニングの情報をお読みください。教育
用ビデオ、プラグイン、テンプレート、ユーザコミュニティ、セミナー、チュートリアル、RSSフィードなど、多くの情
報やサービスも用意されています。

Adobeヘルプ

Adobeヘルプのリソース
Adobeソフトウェア関連のドキュメントは様々な形式で用意されています。

製品内ヘルプと LiveDocsヘルプ
製品内ヘルプからは、ソフトウェアの出荷時に用意されていたすべてのドキュメントと学習用コンテンツにアクセスでき
ます。このヘルプは Adobeソフトウェアのヘルプメニューから開くことができます。

LiveDocsヘルプには、製品内ヘルプのすべてのコンテンツに加え、アップデートおよび Web上にある追加の学習用コン
テンツへのリンクが含まれています。一部の製品では、LiveDocsヘルプのトピックにコメントを追加することもできま
す。各製品の LiveDocsヘルプは、www.adobe.com/go/documentation_jpのアドビヘルプリソースセンターでご覧く
ださい。

一部を除いて製品内ヘルプシステムおよび LiveDocsヘルプでは、複数の製品のヘルプを同時に検索できます。各トピッ
クには、Web上の関連するコンテンツや他製品ヘルプ内のトピックへのリンクも含まれることがあります。

製品内のヘルプも Web上のヘルプも、追加コンテンツおよびユーザコミュニティにアクセスするための拠点と考えてく
ださい。最も詳細かつ新しい内容のヘルプは常に Web上にあります。

PDFドキュメント
製品内ヘルプは、印刷用に最適化された PDF形式のものも存在します。インストールガイドやホワイトペーパーなどの
ドキュメントも、PDF版が用意されている場合があります。

PDFドキュメントはすべて、www.adobe.com/go/documentation_jpのアドビヘルプリソースセンターに用意されてい
ます。ソフトウェアに含まれる PDFドキュメントを表示するには、インストールディスクまたはコンテンツディスクの
ドキュメントフォルダを調べてください。

印刷ドキュメント
製品内ヘルプの印刷版は、www.adobe.com/go/store_jpのアドビストアでご購入いただけます。アドビストアでは、
Adobeパブリッシングパートナーが発行した書籍も販売しています。

Adobe Creative Suite® 3には印刷版ワークフローガイドが付属しており、単体のアドビ製品にも印刷版の使用手引きが添
付されている場合があります。

製品でのヘルプの使用
製品内ヘルプはヘルプメニューから開くことができます。Adobeヘルプビューアを起動し、「参照」をクリックすると、
コンピュータにインストールされているアドビ製品のヘルプを表示できます。

次のようなヘルプ機能が製品共通の学習を促進します。

• 各トピックには、他のアドビ製品ヘルプや Web上の追加コンテンツへのリンクが含まれている場合があります。

• 一部のトピックは複数の製品に共通しています。例えば、ヘルプトピックに Adobe Photoshop®のアイコンと Adobe

After Effects®のアイコンが付いている場合、そのトピックは 2つの製品の類似した機能を説明しているか、またはこ
の 2つの製品の両方を使用するワークフローについて記載しているものです。

http://www.adobe.com/go/documentation_jp
http://www.adobe.com/go/documentation_jp
http://www.adobe.com/go/store_jp


BRIDGE/VERSION CUE
ユーザガイド

2

• 複数の製品のヘルプを同時に検索できます。

「Adobeヘルプ」などのような語句を検索する場合は、語句を二重引用符で囲んで入力すると、語句の中の単語すべ
てを含むトピックのみが検索されます。

アクセシビリティ機能
Adobeヘルプのコンテンツは、操作や視覚に困難のある方にもご利用いただけます。製品内ヘルプでは、標準のアクセシ
ビリティ機能がサポートされています。

• テキストのサイズは、標準的なコンテキストメニューコマンドで変更できます（Windowsのみ）。

• 本文中のリンクにはわかりやすいように下線が付いています。

• リンク先のページがテキストからは分かりにくい場合、リンク先のタイトルがアンカータグの title属性で参照できま
す。例えば、前へおよび次へリンクには、前のトピックと次のトピックのタイトルが含まれます。

• コンテンツが高コントラストモードをサポートしています。

• キャプションのないグラフィックに代替テキストが含まれます。

• 各フレームに、その目的を示すタイトルがあります。

• 画面読みツールやテキスト読み上げツールに対応するために、コンテンツの構造は標準的な HTMLタグで定義されて
います。

• 書式はスタイルシートで管理しているため、埋め込みフォントはありません。

ヘルプツールバーコントロールのショートカットキー（Windows）
[戻る ]ボタン Alt+左矢印キー

[次へ ]ボタン Alt+右矢印キー

プリント Ctrl+P

「Adobe Help Viewerについて」ボタン Ctrl+i

参照メニュー Alt+下向き矢印キーまたは Alt+上向き矢印キーで他のアプリケーションのヘルプを表示

「検索」ボックス Ctrl+Sキーでカーソルを「検索」ボックス内に配置

ヘルプの移動用のショートカットキー（Windows）
• 各ペイン間を移動するには、Ctrl+Tabキー（次へ）および Shift+Ctrl+Tabキー（前へ）を押します。

• ペインのリンク間を移動してリンクを選択するには、Tabキー（次へ）または Shift+Tabキー（前へ）を押します。

• 下線を付けたリンクを有効にするには、Enterキーを押します。

• テキストサイズを大きくするには、Ctrl+プラス記号キーを押します。

• テキストサイズを小さくするには、Ctrl+マイナス記号キーを押します。

ヒントとトレーニング

Adobe Video Workshop
Adobe Creative Suite 3 Video Workshopには、出版、Web、およびビデオの専門業者向けの様々なテーマを扱う 200

以上のトレーニングビデオが用意されています。

Adobe Video Workshopを使用すれば、Creative Suite 3コンポーネントについて学ぶことができます。多くのビデオで
は、複数の Adobeアプリケーションを組み合わせて使用する方法を紹介しています。

Adobe Video Workshopを起動したら、興味のある製品や確認したいテーマを選択します。各ビデオについての詳細を
参照すれば、学習内容を絞り込むことができます。
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コミュニティからの紹介
Adobe Creative Suite 3の Video Workshopには、ユーザによる専門知識の紹介や意見が収録されています。アドビの
Webページや lynda.comでも、Joe Lowery、Katrin Eismann、Chris Georgenesなどの著名なデザイナーや開発者に
よるチュートリアル、ヒント、およびテクニックを紹介しています。Video Workshopでは、Lynn Grillo、Greg

Rewis、Russell Brownなどのアドビエキスパートたちの話を聞くことができます。総計 30名を超える製品専門家がそれ
ぞれの専門知識を紹介しています。

チュートリアルとソースファイル
Video Workshopには、初心者向けと上級者向けのトレーニングが含まれています。また、新機能や重要なテクニックに
関するビデオも用意されています。各ビデオはそれぞれ 1つのテーマを扱っており、長さは通常 3～ 5分間です。大部分
のビデオにはイラスト付きのチュートリアルおよびソースファイルが付属しているため、詳しい手順を印刷してチュート
リアルを独自に試してみることができます。

Adobe Video Workshopの使用
Adobe Video Workshopには、Creative Suite 3製品に付属しているディスクからアクセスできます。また、
www.adobe.com/go/learn_videotutorials_jpからオンラインでも入手可能です。オンラインの Video Workshopには
定期的に新しいビデオが追加されます。Webサイトで最新のビデオをご覧ください。

Adobe Bridge CS3ビデオ
Adobe Video Workshopでは、次のような、Adobe Bridge CS3関連の多彩なテーマを扱っています。

• Bridgeの使用

• Bridgeでの検索、並べ替え、およびフィルタリング

• キーワードの適用とメタデータの追加

• 画像およびドキュメントのレーティング

また、Bridge CS3を他のアドビ製品と組み合わせて使用する方法を紹介したビデオもあります。

• Adobe Stock Photosの使用

• デザインワークフロー内での Bridgeの使用

• 写真ワークフローでの Bridgeの使用

• Webワークフローでの Bridgeの使用

Adobe Creative Suite 3のビデオチュートリアルについては、Adobe Video Workshop

（www.adobe.com/go/learn_videotutorials_jp）を参照してください。

Version Cue CS3ビデオ
Adobe Video Workshopでは、次のような Adobe Version Cue® CS3関連の多数のテーマを扱っています。

• Version Cueの使用

• Version Cueファイルの管理

• Version Cueサーバの設定

• ワークグループでの Version Cueの使用

Adobe Creative Suite 3のビデオチュートリアルについては、Adobe Video Workshop

（www.adobe.com/go/learn_videotutorials_jp）を参照してください。

http://www.adobe.com/go/learn_videotutorials_jp
http://www.adobe.com/go/learn_videotutorials_jp
http://www.adobe.com/go/learn_videotutorials_jp
http://www.adobe.com/go/learn_videotutorials_jp
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その他
Adobeソフトウェアを最大限に活用できるように、様々なリソースにアクセスできます。リソースの一部は、セットアッ
プ時にコンピュータにインストールされます。他にも、便利なサンプルおよびドキュメントがインストールディスクまた
はコンテンツディスクに含まれています。また、オンラインの Adobe Exchangeコミュニティ
（www.adobe.com/go/exchange_jp）でもユニークなリソースが提供されています。

インストールされるリソース
ソフトウェアのインストール時には、多数のリソースがアプリケーションフォルダに保存されます。これらのファイルを
表示するには、コンピュータ上の以下のアプリケーションフォルダを開きます。

• Windows®：[起動ディスク ]¥Program files¥Adobe¥Adobe [アプリケーション ]

• Macintosh®：[起動ディスク ]/アプリケーション /Adobe [アプリケーション ]

アプリケーションフォルダには次のリソースが含まれることがあります。

プラグイン プラグインモジュールは、ソフトウェアの機能を拡張したりソフトウェアに機能を追加したりする小さなソフ
トウェアプログラムです。インストールしたプラグインモジュールは、読み込みメニューや書き出しメニューの追加オプ
ションとして表示されます。開く、別名で保存、ファイル形式を指定の各ダイアログボックスにファイル形式として表示
されたり、またはフィルタサブメニューにフィルタとして表示されます。例えば、Photoshop CS3フォルダ内のプラグ
インフォルダには、多数の特殊効果プラグインが自動的にインストールされます。

プリセット プリセットには、様々な種類の便利なツール、環境設定、効果、および画像が含まれています。製品のプリ
セットには、ブラシ、スウォッチ、カラーグループ、シンボル、カスタムシェイプ、グラフィックやレイヤーのスタイ
ル、パターン、テクスチャ、アクション、ワークスペースなどがあります。プリセットのコンテンツはユーザインター
フェイス全体に用意されています。一部のプリセット（Photoshopブラシライブラリなど）は、対応するツールを選択し
た場合のみ使用可能になります。効果や画像を最初から作成したくない場合は、プリセットライブラリをヒントに発想を
広げることができます。

テンプレート テンプレートファイルは、Adobe Bridgeから開いて表示するか、スタートアップスクリーンから開くか、
またはファイルメニューから直接開くことができます。テンプレートファイルは、製品により、レターヘッド、ニュース
レター、Webサイトから DVDメニューやビデオボタンまで多岐に渡ります。各テンプレートファイルは専門技術を使用
して作成されており、製品の機能の有効な活用例を示すものになっています。テンプレートは、プロジェクトをすばやく
立ち上げるための有益なリソースとなることがあります。

サンプル サンプルファイルにはより複雑なデザインが含まれており、新しい機能の実際の利用例を見ることができます。
これらのファイルは、様々な創作の可能性を示すものです。

フォント Creative Suite製品には、複数の OpenType®フォントやフォントファミリが用意されています。フォントはイ
ンストール時に、コンピュータの以下の場所にコピーされます。

• Windows：[起動ディスク ]¥Windows¥Fonts

• Macintosh：[起動ディスク ]/ライブラリ /Fonts

フォントのインストールについては、インストールディスクの Read Meファイルを参照してください。

DVD（または CD）コンテンツ
製品に付属のインストールディスクまたはコンテンツディスクには、ソフトウェアで使用できる追加リソースが含まれて
います。その他フォルダには、テンプレート、画像、プリセット、アクション、プラグイン、効果などの製品固有のファ
イルに加え、フォントおよびフォトグラフィーの各サブフォルダが含まれています。ドキュメントフォルダには、PDF版
のヘルプや技術情報のほか、サンプルシート、参照ガイド、ある機能に特化した情報などその他のドキュメントが保管さ
れています。

Adobe Exchange

その他の無料コンテンツについては、www.adobe.com/go/exchange_jpのオンラインコミュニティをご覧ください。こ
こでは、アドビ製品用の多数のアクション、エクステンション、プラグインなどを無料でダウンロードしたり、共有した
りすることができます。

http://www.adobe.com/go/exchange_jp
http://www.adobe.com/go/exchange_jp
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Bridge Home
Adobe Bridge CS3に新しく取り入れられた Bridge Homeは、Adobe Creative Suite 3の全ソフトウェアに関する最新
情報を一箇所で提供します。Adobe Bridgeを起動したら、お気に入りパネルの上部にある Bridge Homeアイコンをク
リックして、Creative Suiteツールに関する最新のヒント、ニュース、およびリソースを参照してください。

注意：Bridge Homeはすべての言語で利用できるわけではありません。

アドビデザインセンター
アドビデザインセンターでは、業界の専門家、著名なデザイナー、およびアドビのパブリッシングパートナーによる記
事、アイデア、手順説明などを紹介しています。新しいコンテンツは毎月追加されます。

デザイン製品に関する多数のチュートリアルを参照して、ビデオ、HTMLチュートリアル、およびサンプルのブックの
各章からヒントやテクニックを学ぶことができます。

シンクタンク、ダイアログボックス、およびチュートリアルの各項目の中心となっているのは、新しいアイデアです。

• シンクタンクの記事では、現代のデザイナーがテクノロジとどのように関わるか、およびその経験がデザインやデザイ
ンツール、社会に対してどのような意味を持つのかを考察しています。

• ダイアログボックスでは、モーショングラフィックおよびデジタルデザインの専門家たちが新しいアイデアを紹介して
います。

• ギャラリーには、アーティストたちがデザインを表現した動画を紹介しています。

アドビデザインセンターは www.adobe.com/jp/designcenterでご覧いただけます。

Adobeデベロッパーセンター
アドビデベロッパーセンターでは、アドビ製品を使用して多彩なインターネットアプリケーション、Webサイト、モバイ
ルコンテンツなどのプロジェクトを作成している開発者に向けた、サンプル、チュートリアル、記事、およびコミュニ
ティリソースを紹介しています。デベロッパーセンターではさらに、アドビ製品のプラグインを開発する開発者向けのリ
ソースもご用意しています。

サンプルコードやチュートリアルに加え、RSSフィード、オンラインセミナー、SDK、スクリプト作成ガイド、その他の
技術的リソースも参照できます。

アドビデベロッパーセンターは www.adobe.com/go/developer_jpでご覧いただけます。

サポート
製品に関するトラブルシューティング情報を参照し、有料または無料の技術サポートオプションについて調べるには、
www.adobe.com/jp/supportのアドビのサポート Webサイトをご覧ください。Adobe Pressの書籍や、様々なトレーニ
ングリソース、アドビソフトウェアの認定制度などの情報にアクセスするには、トレーニングのリンクを使用してくださ
い。

ダウンロード
無料のアップデート、体験版、その他の便利なソフトウェアは、www.adobe.com/go/downloads_jpでダウンロードで
きます。さらにアドビストア（www.adobe.com/go/store_jp）では、タスクの自動化、ワークフローのカスタマイズ、
専門的な特殊効果の作成などに役立つ、サードパーティの開発者による多数のプラグインにアクセスできます。

Adobe Labs
Adobe Labsでは、アドビの新しい技術、テクノロジ、および製品を体験し評価することができます。

Adobe Labsでは次のようなリソースにアクセスできます。

• リリース前のソフトウェアおよびテクノロジ

• 学習に役立つコードサンプルとベストプラクティス

http://www.adobe.com/jp/designcenter
http://www.adobe.com/go/developer_jp
http://www.adobe.com/jp/support
http://www.adobe.com/jp/support
http://www.adobe.com/go/downloads_jp
http://www.adobe.com/go/store_jp
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• 製品および技術に関するドキュメントの旧バージョン

• 同様の目的を持つ開発者との交流に役立つ、フォーラムや wikiベースのコンテンツその他の共同リソース

Adobe Labsは共同のソフトウェア開発プロセスを促進させます。この環境を利用することで、お客様は新しい製品やテ
クノロジに関する生産性を向上させることができます。Adobe Labsは、アドビの開発チームが早期のフィードバックに
対応することでソフトウェアを社会のニーズや期待に沿うように設計できるフォーラムでもあります。

Adobe Labsは www.adobe.com/go/labs_jpでご覧いただけます。

ユーザコミュニティ
ユーザコミュニティでは、テクノロジ、ツールおよび情報を共有するためのフォーラム、ブログなどを提供しています。
質問をしたり、他のユーザによるソフトウェアの活用方法を見つけたりすることができます。ユーザ間のフォーラムは、
英語、フランス語、ドイツ語、日本語で利用できます。ブログは様々な言語で掲載されています。

フォーラムやブログに参加するには、www.adobe.com/jp/communitiesをご覧ください。

新機能

Adobe Bridge CS3の新機能

Adobe Bridge CS3（2.1）の新機能
階層キーワード キーワードは、親キーワードと子キーワード（サブキーワード）から構成される階層カテゴリーに整理す
ることができます。これらのカテゴリーは、必要に応じて展開または折りたたむことができます。親キーワードを、
（Bridge 2.0のキーワードセットと同様に）構造用に使用したい場合は、[名前 ]のようにキーワードを角括弧で囲みま
す。キーワードをファイルに適用する際に、Shiftキーを押しながらサブキーワードをクリックすると、その親キーワー
ドも適用することができます。メタデータ環境設定のオプションでは、この動作を変更することができ、子キーワードを
選択すると自動的に親キーワードも選択されるように設定することができます。

キーワードの追加拡張機能 キーワードパネルの下部にあるボックスに検索するキーワードの名前を入力すると、関連キー
ワードがハイライト表示されます。このボックスを使用してキーワードを作成することもできます。

Adobe Photoshop® Lightroom®などの他のアプリケーションから書き出した、タブインデントされたテキストファイル
を読み込むことができます。Bridgeキーワードをテキストファイルとして書き出すこともできます。

新しいメディア再生設定 環境設定ダイアログボックスの新しい再生パネルでは、メディアファイルをクリックしたときに
プレビューパネルでビデオファイルやオーディオファイルが自動的に再生されるよう設定できます。また、ビデオファイ
ルやオーディオファイルがループ再生されるよう環境設定を変更することもできます。

Bridge 2.0のサムネール環境設定パネルにある「スタックの再生フレームレート」オプションは、Bridge 2.1では再生環
境設定パネルに表示されます。

サムネールのカラーマネジメント Bridge 2.0環境設定の「詳細設定」オプションでは、カラーマネジメントのオン /オフを
切り替えることができましたが、Bridge 2.1ではできません。代わりに、カラープロファイルが使用されているかどうか
は、サムネールの画質によって決まります。高画質のサムネールではカラープロファイル設定が使用されますが、クイッ
クサムネールでは使用されません。サムネールの画質は、サムネール環境設定を使用して設定します。

キャッシュ管理の向上 キャッシュはサムネールとメタデータ情報を格納するので、サムネールを表示したりファイルを検
索したりする際のパフォーマンスが向上します。Bridge 2.1では、キャッシュサイズをより詳細に制御することができま
す。キャッシュ環境設定は、詳細設定パネルからキャッシュパネルに移動されています。この新しい環境設定パネルを使
用して、キャッシュサイズを増減させることができます。また、「キャッシュを圧縮」ボタンを使用してキャッシュを最
適化することもできます。最適化すると、キャッシュに保存されている項目で、使用できないものが削除されます。
キャッシュサイズが指定した制限値に近づくと、キャッシュされている古い項目は Bridgeの終了時に削除されます。

ワークスペースボタン Bridge 2.0では、ワークスペースを変更（別のワークスペースボタンをクリック）した後に、最初
のワークスペースボタンをクリックすると、ワークスペースが初期設定の状態に戻ります。Bridge 2.1では、最初のボタ

http://www.adobe.com/go/labs_jp
http://www.adobe.com/jp/communities
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ンをクリックしても、変更内容がそのまま残ります。Ctrlキー（Windows）または Commandキー（Macintosh）を押
しながらボタンをクリックすると、関連するワークスペースをデフォルトの設定に戻すことができます。

ルーペツールの拡張機能 単一項目をクリックまたは矢印キーを使用して選択すると、ルーペの位置はそのまま残ります。
すばやく選択した場合または次の項目がルーペで選択できない場合は、ルーペウィンドウは非表示になります。

Adobe Bridge CS3（2.0）の新機能
パフォーマンスの向上 Bridge CS3（バージョン 2.0）は、Bridge CS2（バージョン 1.0）に比べて起動が速く、サムネー
ルもすばやく表示されます。

フィルタパネル フィルタパネルで条件を選択して、コンテンツパネルに表示するファイルを制御します。レーティング、
ラベル、ファイルタイプ、キーワード、作成日、修正日などの条件によってフィルタ処理することができます（条件は、
コンテンツパネルに表示するファイルタイプに応じて動的に生成されます）。

写真の読み込み デジタルカメラのカードから写真を読み込むことができます。Bridgeで写真を読み込んだ後、写真を回転
したり、サイズや名前を変更したり、写真を DNGに変換したり、メタデータを適用したりすることができます。

Camera Rawダイアログボックスを使用して、JPEG、TIFFおよび RAWファイルを DNGに変換することもできま
す。Camera Rawヘルプの「Camera Raw、JPEGおよび TIFFファイルの処理」を参照してください。

ファイルスタックの作成 スタックを作成して関連するファイルをグループ化し、コンテンツパネル内を整理することがで
きます。例えば、スタックを作成して、類似した写真のセットを視覚的にグループ化することができます。

画像の比較とプレビュー プレビューパネルで複数の画像を比較し、ルーペツールを使用して画像のプレビューをズームイ
ンすることができます。

Version Cueインスペクタと Version Cueボタン Bridgeのインスペクタパネルを使用して、Version Cueサーバ、プロ
ジェクトおよび Version Cueで管理されたアセットに関する、状況に応じた情報を表示および操作することができます。
コンテンツパネルの Version Cueボタンによって、Version Cueのコマンドに簡単にアクセスできます。

クイックサムネールまたは高画質サムネール Bridgeでソースファイルに埋め込まれた低解像度のサムネールを表示するか、
ソースファイルから生成されたサムネールを表示するかを指定できます。

Web会議の開始 リアルタイムの Web会議を開始して、デスクトップを共有したり、ドキュメントをレビューしたりする
ことができます。

ワークスペースの柔軟性 パネルを移動またはサイズ変更して 3列の Bridgeワークスペースを構成し、この構成を新しい
ワークスペースとして保存して後で再利用できます。新しい環境設定によって、Bridgeの背景の明暗を調整したり、アク
セントカラーを指定したりすることができます。

関連項目

19ページの「ファイルの並べ替えとフィルタ処理」

23ページの「デジタルカメラやカードリーダからの写真の取り込み」

21ページの「ファイルスタックの作成」

36ページの「Bridgeでの Version Cueの使用」

38ページの「Bridgeでの Web会議の開始」

Version Cue CS3の新機能
サーバ開始前の設定 Version Cueサーバ（初期設定では起動していません）を初めて起動するときに、Version Cueサー
バ管理の開始前の設定ウィンドウでサーバの設定が行えます。

Adobe Bridgeとの統合の強化 Bridgeのインスペクタを使用すると、Version Cueサーバ、プロジェクト、アセットにつ
いて、状況に応じた情報を表示して操作できます。Bridgeのコンテンツパネルにある Version Cueのオプションでは、
Version Cueサーバに接続して、Version Cueプロジェクトを作成し、Version Cueで管理されているアセットを操作す
ることができます。
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高速アップロード /ダウンロードと高効率サーバーストレージ Version Cueは、ローカルファイルと Version Cueサーバ上
にある対応するファイルとの間の違いのみを転送して保存します。

ユーザとグループの新しいインターフェイス Version Cueへのユーザアクセスを管理する新しいインターフェイスには、グ
ループメンバーシップを基にして権限を割り当てる機能があります。

LDAP ワークグループでユーザアカウント管理に LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）ディレクトリを使
用する場合、これらのディレクトリでユーザを検索および追加できるように Version Cueを設定できます。ユーザは自分
の LDAP証明書情報を使用して Version Cueにログインできます。

SSL Version Cueサーバ管理で SSL（Secure Sockets Layer、セキュリティプロトコル）を有効にすると、Version Cue

サーバと Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネントとの間の安全な通信が可能になります。

Version Cue SDK Java開発者は Version Cue CS3 SDKを使用して、ワークフローをカスタマイズするプラグインを作
成したり、DAM（Digital Asset Management）システムへの接続を設定することができます。APIを使用すると、サー
バサイドプラグインをインストールして、カスタムソリューションを Creative Suite 3コンポーネントおよび Bridgeに統
合することが可能になります。詳しくは、www.adobe.com/go/developer_jpを参照してください。

関連項目

37ページの「Bridgeでの Version Cueファイルの検査」

52ページの「プロジェクトの作成」

71ページの「ユーザの作成と管理」

68ページの「オフラインになっているファイルの編集と同期」

78ページの「詳細な Version Cueサーバ管理タスク」

http://www.adobe.com/go/developer_jp
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第 2章：Adobe Bridge

Adobe Bridge CS3は、Adobe Creative Suite 3のコントロールセンターです。Bridgeを使用すると、ファイルを整理し
て共有し、プロジェクトファイル、アプリケーションおよび設定に対するアクセスを一元化できます。また、Adobe

XMP（Extensible Metadata Platform）メタデータのタグ付けおよび検索機能も利用できます。これに加え、Bridgeで
は Adobe Version Cue®で管理されたアセットを操作することや、Adobe Stock Photosに簡単にアクセスすることもで
きます。Adobeファイルと Adobe以外のファイルの両方を扱うプロジェクトの中でハブとして機能する Bridgeは、ク
リエイティブワークフローをわかりやすくするのに役立ちます。

Bridgeによる作業

Adobe Bridge CS3について
Adobe Creative Suite 3コンポーネントと共に提供される Adobe Bridgeを使用すると、印刷、Web、テレビ、DVD、
フィルムおよびモバイルデバイス用のコンテンツを作成するために必要なアセットを効率的に整理、参照および検索でき
ます。Adobe Bridgeでは、PSDや PDFなどのネイティブなアドビファイルおよびアドビ以外のアプリケーションの
ファイルを、簡単にアクセスできるように管理できます。アセットを、必要に応じてレイアウト、プロジェクトおよびコ
ンポジションにドラッグしたり、ファイルをプレビューしたりできます。また、メタデータ（ファイル情報）を追加して
ファイルの検索を容易にすることもできます。

Bridgeの概要に関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0090_jpを参照してください。

ファイルの参照 Bridgeでは、画像、ビデオ、およびオーディオファイルの表示、検索、並べ替え、フィルタ処理、管理、
および処理を行うことができます。Bridgeを使用して、ファイルの名前変更、移動、削除、メタデータの編集、画像の回
転、バッチ処理の実行も可能です。デジタルカメラやデジタルビデオカメラから読み込んだファイルやデータを表示する
こともできます。

Version Cue Bridgeで集中管理しながら Adobe Version Cueの操作を行うことができます。すべてのプロジェクトファ
イルは、ネイティブアプリケーションを起動することなく、Bridgeから参照できます。アドビアプリケーション以外の
ファイルもこの方法で参照できます。Bridgeで、新しい Version Cueプロジェクトの作成、プロジェクトの削除、およ
びバージョンの作成を行うこともできます。Bridgeのインスペクタを使用して、Adobe Version Cueサーバ、プロジェ
クトおよび Version Cueで管理されたアセットに関する、状況に応じた情報を表示および操作することができます。

Bridge Home Bridge Homeは Bridge CS3の機能の 1つで、Adobe Creative Suite 3の製品およびコンポーネントに関
するヒント、ニュースおよび情報にアクセスすることができます。Bridge Homeから、Adobe.comやその他のデザイン
リソースにアクセスできます。

Camera Raw Adobe Photoshop®または Adobe After Effects®がインストールされている場合は、Camera Rawファイ
ルを Bridgeで開くかまたは取り込み、編集して、Photoshop互換の形式で保存できます。Camera Rawダイアログボッ
クスでは、Photoshopや After Effectsを起動せずに画像の設定を直接編集したり、画像の設定を別の画像にコピーした
りできます。Photoshopまたは After Effectsがインストールされていなくても、Bridgeで Camera Rawファイルをプ
レビューすることはできます。

Stock Photos Bridgeのお気に入りパネルで、Adobe Stock Photosを選択し、ロイヤリティフリーの画像が豊富に揃っ
たライブラリを検索することができます。画像を購入する前に、低解像度バージョンの画像を無料でダウンロードして、
プロジェクト内で試用することができます。

カラーマネジメント Adobe Creative Suite 3を使用している場合は、Bridgeでカラーマネジメント対応の Adobe

Creative Suite 3コンポーネント間でカラー設定を同期させることができます。この同期によって、Adobe Creative

Suite 3のすべてのコンポーネント間で同じ色が再現されます。

http://www.adobe.com/go/vid0090_jp
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関連項目

17ページの「ファイルの表示と管理」

36ページの「Bridgeでの Version Cueの操作」

27ページの「Adobe Stock Photos」

16ページの「カラーの管理」

Bridgeの起動
Bridgeは直接起動することも、Adobe Creative Suite 3のコンポーネント（Acrobat 8を除く）から起動することもでき
ます。

Adobe Creative Suite 3コンポーネントからの Bridgeの起動
❖ 次のいずれかの操作を実行します。

• ファイル／参照またはファイル／ Bridgeで参照を選択します（使用可能な場合）。

注意：After Effectsや Adobe Premiere Proでは、ファイル／参照を選択して Bridgeを起動した後、ファイルをダブル
クリックすると、ネイティブアプリケーションではなく、その Creative Suite 3コンポーネントでファイルが開かれるか、
または読み込まれます。例えば、Adobe Premiere Proでファイル／参照を選択し、Photoshopファイルをダブルクリッ
クした場合は、ファイルは Photoshopで開かれずに、Premiere Proのプロジェクトパネルに追加されます。

• ツールバー、オプションバーまたはコントロールバーの Bridgeボタン をクリックします（使用可能な場合）。

Photoshopでは、Photoshopの起動時に Bridgeを起動することを指定できます。Photoshopの一般環境設定で、
「Bridgeを自動的に起動」を選択します。

Bridgeから最後に開いた Adobe Creative Suite 3コンポーネントに戻る
❖ ファイル／ [コンポーネント ]に戻るを選択します。

Bridgeを直接起動
•（Windows）スタート／プログラムメニューから「Adobe Bridge CS3」を選択します。

•（Macintosh）アプリケーション /Adobe Bridge CS3フォルダにあるAdobe Bridge CS3アイコン をダブルクリッ
クします。

ワークスペース

パネルの調整
パネルを移動したり、サイズを変更したりして Bridgeウィンドウを調整することができます。ただし、Bridgeウィンド
ウの外にパネルを移動することはできません。

パネルの移動とサイズ変更
❖ 以下のいずれかの操作を行います。

• パネルのタブをドラッグして、別のパネルに移動します。

• パネルの間にある区切り線をドラッグして、パネルの大きさを変更します。

• パネルとコンテンツパネル間にある縦の区切り線をドラッグして、各パネルやコンテンツパネルのサイズを変更しま
す。
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パネルの表示と非表示の切り替え
❖ 以下のいずれかの操作を行います。

• Tabキーを押すか、Bridgeウィンドウの左下隅にあるパネルを表示 /非表示ボタン をクリックして、中央のパネル
以外のすべてのパネルの表示と非表示を切り替えます（中央のパネルは選択したワークスペースによって異なります）。

• 表示 /非表示を切り替えるパネルの名前の前にある「ウィンドウ」を選択します。

• パネルのタブを右クリック（Windows）または Controlキーを押しながらクリック（Macintosh）し、表示するパネ
ルの名前を選択します。

ワークスペースの概要
Bridgeワークスペースは、様々なパネルが表示される 3つの列、つまり領域で構成されます。パネルを移動したり、サイ
ズを変更したりして Bridgeワークスペースを調整することができます。カスタムワークスペースを作成することも、既
製の Bridgeワークスペースから選択することもできます。

Bridgeワークスペースに関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0090_jpを参照してください。

Bridgeワークスペース
A.検索対象メニュー B.パネル C.選択された項目 D.サムネールスライダ E.ワークスペースボタン

以下に Adobe Bridgeワークスペースの主要なコンポーネントを示します。

検索対象メニュー フォルダ階層と、お気に入りのフォルダ、最近使用したフォルダが一覧表示されます。検索メニュー
（Bridgeウィンドウの上部にある）によって、表示したい項目を含むフォルダをすばやく見つけることができます。

検索対象メニューに表示される最近使用したフォルダの数を制限するには、一般環境設定の「表示する最近使用した
項目の数」テキストボックスに数値を入力します。

お気に入りパネル フォルダ、Adobe Stock Photos、Version Cueおよび Bridge Homeにすばやくアクセスできます。

フォルダパネル フォルダ階層を表示します。フォルダパネルを使用してフォルダを操作します。

フィルタパネル コンテンツパネルに表示されるファイルを並べ替えたり、フィルタ処理したりすることができます。

コンテンツパネル 検索対象メニュー、お気に入りパネルまたはフォルダパネルで指定したファイルを表示します。

プレビューパネル 選択したファイルのプレビューを表示します。このプレビューは、コンテンツパネルに表示されるサム
ネール画像とは異なるものであり、通常はサムネール画像より大きく表示されます。区切り線をドラッグして、プレ
ビューを縮小または拡大することができます。

B

A

C D E

http://www.adobe.com/go/vid0090_jp
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メタデータパネル 選択したファイルのメタデータ情報が含まれています。複数のファイルを選択した場合は、共通のデー
タ（キーワード、作成日、公開の設定など）が一覧表示されます。

キーワードパネル 画像にキーワードを付加して整理することができます。

選択したオプションに応じて、Bridgeワークスペースにはその他のパネルが表示される場合があります。

関連項目

19ページの「ファイルの並べ替えとフィルタ処理」

29ページの「メタデータとキーワード」

24ページの「画像のプレビューと比較」

お気に入りパネルへの項目の追加
お気に入りパネルに項目を追加するには、一般環境設定で項目を指定するか、お気に入りパネルに項目をドラッグしま
す。

お気に入りの環境設定の設定
1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択します。

2「一般」をクリックし、環境設定ダイアログボックスの「お気に入りに表示する項目」セクションで適切なオプション
を選択します。

お気に入りへの項目の追加
❖ 次のいずれかの操作を実行します。

• エクスプローラ（Windows）、Finder（Macintosh）または Bridgeのコンテンツパネルやフォルダパネルから、お気
に入りパネルにファイルやフォルダをドラッグします。

• Bridgeでファイルを選択し、ファイル／お気に入りに追加を選択します。

お気に入りパネルから項目を削除するには、項目を選択し、ファイル／お気に入りから削除を選択します。

ワークスペースの選択と管理
Bridgeでは、パネルの特定の構成またはレイアウトのことをワークスペースといいます。既製のワークスペースを選択す
ることも、自分で保存しておいたカスタムワークスペースを選択することもできます。

Bridgeの様々なワークスペースを保存することによって、複数のワークスペースをすばやく切り替えながら作業すること
ができます。例えば、1つのワークスペースを使用して新しい写真を並べ替え、別のワークスペースを使用して After

Effectsのコンポジションのフッテージファイルを操作することができます。

ワークスペースの選択
❖ 次のいずれかの操作を実行します。

• ウィンドウ／ワークスペースを選択し、目的のワークスペースを選択します。

• Bridgeウィンドウの下部にあるいずれかのワークスペースボタン（初期設定、水平方向のフィルムストリップ、メタ
データフォーカス）をクリックします。Ctrlキー（Windows）または Commandキー（Macintosh）を押しながら
ボタンをクリックして、関連するワークスペースを初期設定に戻します。

ボタンに別のワークスペースを割り当てるには、ボタンを押したままにして、目的のワークスペースを選択します。
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ワークスペースボタン

初期設定ワークスペース
Bridgeでは、既成のワークスペースがいくつか用意されています。

初期設定 お気に入り、フォルダ、フィルタ、コンテンツ、プレビュー、メタデータおよびキーワードの各パネルを表示し
ます。

ライトテーブル コンテンツパネルのみを表示します。

ファイルナビゲータ コンテンツパネルをサムネール表示で表示し、さらにお気に入りパネルとフォルダパネルを表示しま
す。

メタデータフォーカス コンテンツパネルをサムネール表示で表示し、さらにキーワード、メタデータおよびお気に入りの
各パネルを表示します。

水平方向のフィルムストリップ、垂直方向のフィルムストリップ スクロール可能な横 1列または縦 1列のサムネール（コン
テンツパネル）と、現在選択している項目のプレビュー（プレビューパネル）を表示します。

注意：Macintoshでは、フィルムストリップワークスペースを呼び出すために Command+F5キーを押すと、初期設定
では Macintoshの VoiceOverが起動します。キーボードショートカットを使用してフィルムストリップワークスペース
を呼び出すには、最初に、Macintoshのキーボードショートカット環境設定で VoiceOverのショートカットを無効にす
る必要があります。操作手順については、Macintoshのヘルプを参照してください。

現在の Bridgeのレイアウトをワークスペースとして保存
1 ウィンドウ／ワークスペース／ワークスペースを保存を選択します。

2 ワークスペースを保存ダイアログボックスで、ワークスペースの名前を入力し、ワークスペースのオプションを選択し
て、「保存」をクリックします。

ワークスペースの削除と復元
❖ ウィンドウ／ワークスペースを選択し、次のいずれかのコマンドを選択します。

ワークスペースを削除 保存されているワークスペースを削除します。ワークスペースを削除ダイアログボックスのワーク
スペースメニューからワークスペースを選択し、「削除」をクリックします。

初期設定のワークスペースにリセット ワークスペースを初期設定に戻します。

コンテンツパネルの表示の調整
コンテンツパネルには、選択したフォルダ内のファイルやフォルダのサムネールが表示されます。初期設定では、クイッ
クサムネールが生成されてコンテンツパネルに表示されます。一緒に表示されるのはファイル名やフォルダ名のみです。

コンテンツパネルの表示は、サムネールと共に表示されるテキストの量を調整したり、サムネールのサイズを変更した
り、サムネールの追加のメタデータを表示したり、サムネールの画質を調整したりしてカスタマイズできます。コンテン
ツパネルメニューから「レイアウト（横）」または「レイアウト（縦）」を選択すると、スクロールバーが表示されます。
「自動レイアウト」を選択すると、必要に応じて、横と縦のレイアウトが切り替わります。
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サムネールとテキストの表示
❖ 表示メニューから以下のいずれかのオプションを選択します。

•「サムネール」を選択すると、ファイルやフォルダがサムネールとして表示されます。一緒に表示されるのはファイル
名やフォルダ名のみです。

•「詳細」を選択すると、サムネールと追加のテキスト情報が表示されます。

•「サムネールのみを表示」を選択すると、サムネールのみが表示され、テキスト情報、ラベルまたはレーティングは表
示されません。

サムネールのサイズの調整
サムネールのサイズを小さくすると、より多くのサムネールを同時に表示でき、サムネールのサイズを大きくすると、サ
ムネールの詳細を確認できます。

❖ Bridgeウィンドウの下部にあるサムネールスライダ をドラッグします。

注意：自動レイアウトモードで Bridgeウィンドウのサイズを変更すると、コンテンツパネルのサムネールのサイズも変
化します。この動作を無効にするには、コンテンツパネルメニューから「レイアウト（横）」または「レイアウト（縦）」
を選択します。

サムネールの追加のメタデータの表示
サムネールと共に表示する追加のメタデータ行環境設定では、コンテンツパネルで、サムネールと共に追加のメタデータ
情報を表示するかどうかを指定します。

1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、「サムネール」をクリックします。

2「サムネールと共に表示する追加のメタデータ行」セクションで、表示するメタデータの種類を選択します。最大 4行
の追加の情報を表示できます。

サムネールのファイルサイズの制限
Bridgeで作成するサムネールのファイルサイズを制限できます（大きいファイルを表示すると、パフォーマンスが低下す
る場合があります）。Bridgeでサムネールを作成できない場合、Bridgeは特定のファイルタイプに関連付けられたアイコ
ンを表示します。ビデオファイルのサムネールを表示する場合、この設定は無視されます。

1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、「サムネール」をクリックします。

2「処理するファイルの最大サイズ」テキストボックスに数値を入力します。

サムネールの画質の指定
1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、「サムネール」をクリックします。

2「サムネールの生成時」セクションで次のいずれかを選択します。

•「クイックサムネール」を選択すると、ソースファイルに埋め込まれた低解像度のサムネールが使用されます。これら
のサムネールでは、カラーマネジメントは行われません。

•「高画質サムネール」を選択すると、ソースファイルから生成されたサムネールが使用されます。

•「プレビュー時に高画質に変換」を選択すると、画像をプレビューするまではクイックサムネールが使用され、プレ
ビュー時にはサムネールが高画質のバージョンに更新されます。

クイックサムネールまたは高画質サムネールの生成
高画質のサムネールをクイックサムネールに、またはクイックサムネールを高画質のサムネールに変更できます。

❖ コンテンツパネルでサムネールを選択し、編集／クイックサムネールを生成、または、編集／高画質サムネールを生成
を選択します。

明るさとカラーの調整
一般環境設定で、Bridgeの背景の明暗を調整したり、アクセントカラーを指定したりすることができます。
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背景の明暗を調整する
1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、「一般」をクリックします。

2 次のいずれかまたは両方の操作を行います。

• ユーザインターフェイスの明るさスライダをドラッグして、背景を暗く、または明るくします。

• 画像バックドロップスライダをドラッグして、スライドショーの背景およびコンテンツパネルとプレビューパネルの背
景を暗く、または明るくします。

アクセントカラーの指定
1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、「一般」をクリックします。

2 アクセントカラーメニューからアクセントカラーを選択します。

コンパクトモードでの操作
Bridgeウィンドウを縮小したい場合は、コンパクトモードに切り替えます。コンパクトモードでは、各種パネルは非表示
になり、コンテンツパネルは簡素な表示になります。Bridgeコマンドの一部は、ウィンドウの右上隅にあるフライアウト
メニューから引き続き使用できます。

コンパクトモードの Bridgeウィンドウは、初期設定ですべてのウィンドウの前面に表示されます（フルモードでは、
Bridgeウィンドウをアプリケーションウィンドウの背後に移動できます）。ウィンドウが常に前面に表示されていると、
他のアプリケーションでの作業中にも、いつでも使用できるので便利です。例えば、使用する予定のファイルを選択した
後でコンパクトモードを使用すると、必要に応じて、それらのファイルをアプリケーション内にドラッグすることができ
ます。

Bridgeメニューから「コンパクトウィンドウを常に手前に表示」の選択を解除し、コンパクトモードの Bridgeウィ
ンドウがすべてのウィンドウの手前に表示されることを防止できます。

1 コンパクトモードに切り替えボタン をクリックします。

2 以下のいずれかの操作を行います。

• Bridgeウィンドウの右上隅のメニューからコマンドを選択します。

• ウルトラコンパクトモードに切り替えボタン をクリックして、コンテンツパネルを非表示にすると、Bridgeウィ
ンドウをさらに小さくできます。このボタンをもう一度クリックすると、コンパクトモードに戻ります。

• フルモードに切り替えボタン をクリックすると、フルモードに戻り、コンテンツエリアとパネルが表示されます。
フルモードでは、Bridgeを現在のウィンドウの背面に移動することができます。

キャッシュの使用
キャッシュには、サムネールを表示する際やファイルを検索する際のパフォーマンスを向上するために、サムネールとメ
タデータの情報（および、ファイルには格納できないラベルやレーティングなどのメタデータ）が格納されます。ただ
し、キャッシュの保存にはディスクスペースが必要です。キャッシュを管理するには、選択したフォルダのキャッシュを
作成して書き出したり、キャッシュを削除します。環境設定を変更して、キャッシュサイズを制御することもできます。

キャッシュの管理
❖ ツール／キャッシュメニューから次のいずれかのコマンドを選択します。

キャッシュの作成および書き出し 選択したフォルダとそのフォルダ内のすべてのフォルダ（他のフォルダへのエイリアス
やショートカットを除きます）のキャッシュをバックグラウンド処理で作成します。このコマンドによって、サブフォル
ダ内を表示する際にサムネールやファイル情報が表示されるまでの時間を短縮できます。「サブフォルダのキャッシュを
作成」を選択する際に、書き出したキャッシュを作成するには、サブフォルダ用のキャッシュを構築するかどうか Bridge

から確認を求められたとき「キャッシュをフォルダに書き出す」を選択します。

フォルダ [フォルダ名 ]のキャッシュをクリア 選択したフォルダのキャッシュをクリアします。このコマンドは、フォルダ
のキャッシュが古くなって生成し直す必要がある場合（サムネールやメタデータが更新されない場合など）や、ディスク
の空き容量を増やす必要がある場合に便利です。
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キャッシュの環境設定の設定
1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択します。

2「キャッシュ」をクリックします。

3 以下のいずれかの操作を行います。

可能な場合は自動的にキャッシュをフォルダに書き出す 可能な場合に、表示したフォルダにキャッシュを作成します。例え
ば、表示したフォルダが作成済みの CD上にある場合は、キャッシュファイルをそのフォルダに配置することができませ
ん。この場合は、Bridgeによって、代わりに集中管理されたフォルダにキャッシュファイルが配置されます。

キャッシュの場所 キャッシュを保存する場所を選択します。

キャッシュサイズ スライダをドラッグして、キャッシュサイズを増減させます。キャッシュサイズが指定した制限値に近
づくと、キャッシュされている古い項目は Bridgeの終了時に削除されます。

キャッシュを圧縮 キャッシュを最適化し、キャッシュに保存されている項目で使用できないものを削除します。

キャッシュを削除 キャッシュ全体を削除して、ハードディスクの使用可能領域を増やします。

注意：キャッシュファイルは隠しファイルです。Bridgeでキャッシュファイルを表示するには、表示／隠しファイルを表
示を選択します。

カラーの管理
Bridge 2.0環境設定の「詳細設定」オプションでは、カラーマネジメントのオン /オフを切り替えることができましたが、
Bridge 2.1ではできません。代わりに、カラープロファイルが使用されているかどうかは、サムネールの画質によって決
まります。高画質のサムネールではカラープロファイル設定が使用されますが、クイックサムネールでは使用されませ
ん。サムネールの画質は、サムネール環境設定を使用して設定します。

Bridgeからカラーマネジメント対応のすべての Adobe Creative Suite 3コンポーネント間でカラー設定を同期させるこ
とができます。Adobe Bridgeの編集／ Creative Suiteのカラー設定コマンドを使用して Creative Suiteカラー設定を指
定すると、カラー設定が自動的に同期され、カラーマネジメントが行われているすべての Adobe Creative Suite 3コン
ポーネントでカラーが同じように再現されます。Bridgeを使用してカラーマネジメントを設定する方法について詳しく
は、コンポーネントのヘルプで「カラー設定の同期」を検索してください。

言語設定の変更
Bridge CS3では、複数の言語でメニュー、オプションおよびツールヒントを表示できます。Bridgeでキーボードショー
トカットに特定の言語を使用することも指定できます。

1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、「詳細設定」をクリックします。

2 次のいずれかまたは両方の操作を行います。

• 言語メニューから言語を選択して、メニュー、オプションおよびツールヒントを選択した言語で表示します。

• キーボードメニューから言語を選択して、キーボードショートカットで選択した言語を使用します。

3「OK」をクリックし、Bridgeを再起動します。

起動スクリプトの有効化
起動スクリプトは、Bridgeの環境設定で有効または無効にすることができます。一覧表示されるスクリプトは、インス
トールされている Creative Suite 3コンポーネントに応じて異なります。起動スクリプトを無効にすると、パフォーマン
スを向上することや、スクリプト間の非互換性を解決することができます。

1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、「スタートアップスクリプト」をク
リックします。

2 次のいずれかの操作を実行します。

• 必要に応じて各種スクリプトを選択または選択解除します。

• すべてのスクリプトを有効または無効にするには、「すべてを有効化」または「すべてを無効化」をクリックします。
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ファイルの表示と管理

ファイルおよびフォルダ内の移動
❖ 以下のいずれかの操作を行います。

• フォルダパネルでフォルダを選択します。

• お気に入りパネルで項目またはフォルダを選択します。

• 検索対象メニューからフォルダを選択します。メニューの横にある前へ戻るボタン、次へ進むボタンまたは 1つ上のレ
ベルへ移動ボタンをクリックしてフォルダ間を移動します。

オペレーティングシステムでファイルを表示するには、ファイル／エクスプローラで表示（Windows）またはファイ
ル／ Finderで表示（Macintosh）を選択します。

• エクスプローラ（Windows）または Finder（Macintosh）からプレビューパネルにフォルダをドラッグして開きま
す。Macintoshでは、Finderから Bridgeアイコンにフォルダをドラッグすることもできます。

サブフォルダのコンテンツの表示
Bridgeでは、フォルダやサブフォルダを 1つの連続した "フラットな "ビューとして表示することにより、サブフォルダ
に移動することなくフォルダの内容全体を表示できます。

❖ フィルタパネルのフラットビューボタン をクリックします。サブフォルダを表示するには、同じボタンをもう一
度クリックします。

ファイルを開く、配置
Bridgeでは、Adobeアプリケーション以外で作成されたファイルも開くことができます。Bridgeを使用してファイルを
開く場合、ファイルは、ネイティブアプリケーションまたは指定したアプリケーションで開かれます。Bridgeを使用し
て、Adobeアプリケーションで開いているドキュメントにファイルを配置することもできます。

関連項目

23ページの「デジタルカメラやカードリーダからの写真の取り込み」

ファイルを開く
❖ ファイルを選択して、次のいずれかの操作を行います。

• ファイル／開くを選択します。

• Enterキーまたは Returnキーを押します。

• コンテンツパネルまたはプレビューパネルでファイルをダブルクリックします。

• ファイル／アプリケーションを指定して開くを選択し、ファイルを開くアプリケーションの名前を選択します。

• ファイルをアプリケーションのアイコンの上にドラッグします。

• ファイル／ Camera Rawで開くを選択し、ファイルの Camera Raw設定を編集します。

• ファイル／ Adobe Encoreで読み込むを選択し、使用するファイルのタイプ（アセット、メニュー、タイムラインまた
はスライドショー）を選択します。

ファイルタイプの関連付けの変更
特定のファイルタイプを開くアプリケーションを選択した場合、その設定は Bridgeを使用して開くファイルにのみ反映
され、オペレーティングシステムの設定よりも優先されます。

1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、「ファイルタイプの関連付け」をク
リックします。
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2 アプリケーションの名前（または「なし」）をクリックし、「参照」をクリックして使用するアプリケーションを探しま
す。

3 ファイルタイプの関連付けを初期設定にリセットするには、「初期設定の関連付けにリセット」をクリックします。

4 関連付けられたアプリケーションがないファイルタイプを非表示にするには、「未定義のファイル関連付けを隠す」を
選択します。

ファイルの配置
• 目的のファイルを選択し、ファイル／配置を選択してから、アプリケーションの名前を選択します。例えば、このコマ
ンドを使用して、JPEG画像を Illustrator内に配置することができます。

• Bridgeから目的のアプリケーションにファイルをドラッグします。ファイルによっては、ファイルを配置するドキュ
メントを最初に開いておく必要があります。

ファイルおよびフォルダの検索
Bridgeで複数の検索条件を組み合わせてファイルを検索できます。検索条件をコレクションとして保存すれば、同じ検索
を後で再び実行することができます。

Bridgeでのファイル検索に関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0096_jpを参照してください。

関連項目

15ページの「キャッシュの使用」

Bridgeでのファイルやフォルダの検索
1 編集／検索を選択します。

2 検索対象メニューから検索するフォルダを選択します。

3 検索条件メニューでオプションおよび制約条件を選択して検索条件を選択します。右側のボックスに検索テキストを入
力します。

4 検索条件を追加するには、プラス記号（+）をクリックします。検索条件を削除するには、マイナス記号（-）をクリッ
クします。

5 一致メニューから、検索条件のいずれかまたはすべてを満たすことを指定するオプションを選択します。

6 Version Cueプロジェクト内を検索する場合は、次のいずれかの操作を行います。

• Version Cueファイルの以前のバージョンと現在のバージョンを検索に含める場合は、「ファイルのすべてのバージョ
ンを検索対象に含む」を選択します。

• 手順 2でプロジェクトのサブフォルダを選択した場合でも、Version Cueプロジェクト全体を検索するには「現在の
フォルダから開始」を選択します。

• Version Cueプロジェクトから削除されたファイルを検索するには、「削除したファイルを検索対象に含む」を選択し
ます。

7（オプション）ソースフォルダ内のサブフォルダ内も検索するには、「すべてのサブフォルダを含む」を選択します。

8（オプション）Bridgeでキャッシュされていないファイルとキャッシュされているファイルを検索することを指定する
には、「インデックスされていないファイルを含む」を選択します（初期設定では、Bridgeはキャッシュされているフォ
ルダ、つまり Bridgeで既に開いたことがあるフォルダのみを検索します）。

9（オプション）検索条件を保存するには、「コレクションとして保存」をクリックします。コレクションを保存ダイアロ
グボックスで、コレクションの名前と場所を指定して、「保存」をクリックします。Bridgeで現在表示しているフォルダ
にコレクションを適用することを指定するには、「現在のフォルダから検索を開始」を選択します（このオプションを選
択しない場合、コレクションを作成するときに指定したフォルダが使用されます）。Bridgeのお気に入りパネルにコレク
ションへのショートカットを配置することを指定するには、「お気に入りに追加」を選択します。

10「検索」をクリックします。

http://www.adobe.com/go/vid0096_jp
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コレクションを開く
コレクションとは、検索条件が保存されたものです。コレクションを開くと、コレクションを作成したときに指定した場
所で再び検索が実行されます。

❖ コレクションを保存した場所に移動し、コレクションをダブルクリックします。

Bridgeウィンドウに検索結果が表示されます。

初期設定では、選択したファイルがコレクション内にある場合は、コレクションフォルダ内にあるファイルとして一
覧表示されます。ファイルが実際に保存されているフォルダに移動するには、ファイル／ Bridgeで表示を選択しま

す。

ファイルのラベル付けとレーティング
ファイルに特定のカラーのラベルを付けたり、0～ 5個の星のレーティングを割り当てることによって、大量のファイル
にすばやくマークを付けることができます。カラーラベルやレーティングに従ってファイルを並べ替えることができま
す。

例えば、Bridgeで読み込んだ多くの画像を表示しているとします。新しい画像を 1つずつ確認しながら、保存したい画像
にラベルを付けることができます。この作業の後に「並べ替え」コマンドを使用して、特定のカラーでラベルを付けた
ファイルを表示して、操作することができます。

ラベルおよびレーティングは、フォルダに対してもファイルに対しても設定できます。CDなどの読み取り専用メディア
上にあるファイルやフォルダに対しても、ラベルおよびレーティングの設定が可能です。

ラベル環境設定でラベルに名前を割り当てることもできます。この名前は、ラベルを適用したときにファイルのメタデー
タに追加されます。

注意：Bridgeでフォルダを表示した場合、別のオプションを選択しない限り、ラベル付きのファイルとラベルなしのファ
イルの両方が表示されます。

ファイルのレーティングに関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0093_jpを参照してください。

ファイルのラベル付け
❖ ファイルを選択し、ラベルメニューからカラーを選択します。ファイルからラベルを削除するには、ラベル／ラベルな
しを選択します。

ファイルのレーティング
1 ファイルを選択します（複数可）。

2 以下のいずれかの操作を行います。

• コンテンツパネルで、ファイルに付ける星の数を表すドットをクリックします（非常に小さなサムネール表示にはドッ
トが表示されません。必要な場合は、ドットが表示されるまでサムネール表示の大きさを変更してください）。

• ラベルメニューからレーティングを選択します。

• 星を 1つ追加または削除するには、ラベル／レーティングを上げる、またはラベル／レーティングを下げるを選択しま
す。

• すべての星を削除するには、ラベル／レーティングなしを選択します。

• 除外のレーティングを追加するには、ラベル／除外を選択します。

注意：Bridgeで除外されたファイルを非表示にするには、表示／除外ファイルを表示を選択します。

ファイルの並べ替えとフィルタ処理
Bridgeの初期設定では、ファイルはコンテンツパネルで表示されるファイル名順に並べ替えられます。他の方法でファイ
ルを並べ替えるには、「並べ替え」コマンドを使用するか、フィルタパネルの Xを基準に並べ替えメニューを使用します。

フィルタパネルで条件を選択して、コンテンツパネルに表示するファイルを制御できます。レーティング、ラベル、ファ
イルタイプ、キーワード、作成日、修正日などの条件によってフィルタ処理することができます。

http://www.adobe.com/go/vid0093_jp
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フィルタパネルに表示される条件は、コンテンツパネルに表示するファイルタイプおよび関連付けられたメタデータに応
じて動的に生成されます。例えば、コンテンツパネルにオーディオファイルが表示されている場合、フィルタパネルには
作者名、アルバム、ジャンル、キー、テンポおよびループの条件が表示されます。コンテンツパネルに画像が表示されて
いる場合は、フィルタパネルには、寸法、画像方向および縦横比の条件が表示されます。

また、フォルダ、除外ファイル、隠しファイル（キャッシュファイルなど）をコンテンツパネルに表示するかどうか
についても、表示メニューのオプションを選択することで指定できます。

Bridgeでの並べ替えとフィルタ処理に関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0096_jpを参照してください。

ファイルの並べ替え
❖ 表示／並べ替えメニューからオプションを選択するか、フィルタパネルの Xを基準に並べ替えメニューをクリックし、
ファイルを並べ替える順序を選択します。ファイルを最近ドラッグしたものから順番に並べ替えるには、「手動」を選択
します。

ファイルのフィルタ処理
フィルタパネルで条件を選択して、コンテンツパネルに表示するファイルを制御します。フィルタパネルには、項目が表
示されているかどうかに関係なく、現在のセット内で特定の値を持つ項目の数が表示されます。例えば、フィルタパネル
を見ると、特定のレーティングまたはキーワードが設定されているファイルの数をすばやく確認できます。

❖ フィルタパネルで、条件を選択します。

• 同じカテゴリーの条件（ファイルタイプなど）を選択すると、いずれかの条件を満たすファイルが表示されます。例え
ば、GIFファイルと JPEGファイルの両方を表示するには、「ファイルタイプ」で「CompuServe GIF」および
「JPEGファイル」を選択します。

• カテゴリーの異なる条件（ファイルタイプとレーティングなど）を選択すると、すべての条件を満たすファイルが表示
されます。例えば、2つ星の GIFファイルと JPEGファイルを表示するには、ファイルタイプ」で「CompuServe

GIF」および「JPEGファイル」を選択し、「レーティング」で 2つ星を選択します。

Shiftキーを押しながらレーティングの条件をクリックすると、選択したレーティング以上が選択されます。例えば、
Shiftキーを押しながら 2つ星をクリックすると、2つ星以上のすべてのファイルが表示されます。

• 選択条件を反転するには、Altキー（Windows）または Optionキー（Macintosh）を押しながらクリックします。例
えば、「ファイルタイプ」で「CompuServe GIF」を選択しているときに、Altキーを押しながら「CompuServe

GIF」をクリックすると、このファイルタイプの選択が解除され、一覧の他のすべてのファイルタイプが選択されま
す。

注意：閉じているスタックをフィルタ処理する場合は、一番上（サムネール）の項目がフィルタ条件を満たしている場合
にのみスタックが表示されます。展開されているスタックをフィルタ処理する場合は、スタック内でフィルタ条件を満た
すすべてのファイルが表示されます。

フィルタのクリア
❖ フィルタパネルの下部にあるフィルタをクリアボタン をクリックします。

フィルタのロック
Bridgeで別の場所に移動したときにフィルタ条件がクリアされないようにするには、フィルタパネルの下部にある参照時
にフィルタを保持ボタン をクリックします。

ファイルやフォルダのコピー、移動、削除
Bridgeでは、フォルダ間で容易にファイルをコピーおよび移動することができます。

ファイルやフォルダのコピー
• ファイルまたはフォルダを選択し、編集／コピーを選択します。

• ファイルまたはフォルダを右クリック（Windows）または Controlキーを押しながらクリック（Macintosh）し、
「コピー先」を選択して、一覧から場所を選択します（別の場所を指定するには、「フォルダを選択」を選択します）。

http://www.adobe.com/go/vid0096_jp


BRIDGE/VERSION CUE
ユーザガイド

21

• Ctrlキー（Windows）または Optionキー（Macintosh）を押しながら、ファイルまたはフォルダを別のフォルダに
ドラッグします

別のフォルダへのファイルの移動
• ファイルを右クリック（Windows）または Controlキーを押しながらクリック（Macintosh）し、「移動」を選択し
て、一覧から場所を選択します（別の場所を指定するには、「フォルダを選択」を選択します）。

• ファイルを選択し、Bridgeウィンドウ、エクスプローラ（Windows）または Finder（Macintosh）の別のフォルダ
にドラッグします。

注意：ドラッグしているファイルが、Bridge以外のマウントされたボリューム内にある場合は、ファイルは移動ではな
く、コピーされます。ファイルを別のマウントされたボリュームに移動するには、Shiftキー（Windows）または
Commandキー（Macintosh）を押しながらファイルをドラッグします。

ファイルやフォルダの削除
❖ ファイルまたはフォルダを選択して、項目を削除ボタン をクリックします。

ファイル名をバッチで変更
グループまたはバッチ内のファイルの名前を変更することができます。ファイル名をバッチで変更する場合は、フォルダ
内または選択したファイルすべてに同じ設定を選択できます。その他のバッチ処理タスクについては、スクリプトを使用
して自動化されたタスクを実行できます。

ファイル名をバッチで変更に関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0097_jpを参照してください。

1 次のいずれかの操作を実行します。

• 名前を変更するファイルを選択します。

• フォルダパネルでフォルダを選択します。新しい設定は、フォルダ内のすべてのファイルに適用されます。

2 ツール／ファイル名をバッチで変更を選択します。

3 次のオプションを設定して、「名前変更」をクリックします。

•「保存先フォルダ」で、名前を変更したファイルを同じフォルダに置くか他のフォルダに置くか、他のフォルダに移動
するか他のフォルダにコピーするかを選択します。「他のフォルダに移動」または「他のフォルダにコピー」を選択し
た場合は、「参照」をクリックして、フォルダを選択します。

•「新しいファイル名」で、メニューから要素を選択するか、テキストボックスにテキストを入力します。指定した要素
とテキストを組み合わせて新しいファイル名が作成されます。プラス記号ボタン（+）またはマイナス記号ボタン（-）
をクリックして、要素を追加または削除することができます。新しいファイル名のプレビューがダイアログボックスの
下部に表示されます。

注意：「通し番号」を選択した場合は、番号を入力します。この番号は、ファイルに名前を付けるたびに自動的に 1つず
つ大きくなります。

• メタデータ内の元のファイル名を保持する場合は、「XMPメタデータ内に現在のファイル名を保持」を選択します。

•「互換性」で、名前を変更したファイルと互換性を持たせるオペレーティングシステムを 1つ以上選択します。初期設
定で現在のオペレーティングシステムが選択されています。この選択を解除することはできません。

関連項目

28ページの「Bridgeでの自動化されたタスクの実行」

ファイルスタックの作成
スタックを使用すると、1つのサムネールの下にファイルをグループ化することができます。あらゆる種類のファイルか
らスタックを作成できます。例えば、スタックを使用して、通常、多くの画像ファイルで構成される画像シーケンスを整
理することができます。

http://www.adobe.com/go/vid0097_jp
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注意：Bridgeのスタックは、画像のグループをレイヤーに変換してスマートオブジェクト内に格納する Photoshopの画
像のスタックとは異なります。

単一のファイルに適用されるコマンドは、スタックにも適用されます。例えば、単一のファイルにラベルを付けるよう
に、スタックにもラベルを付けることができます。展開されたスタックにコマンドを適用すると、スタック内のすべての
ファイルに適用されます。表示が省略されているスタックに対して適用したコマンドは、スタックの一番上のファイルに
のみ適用される（スタックの一番上のファイルのみ選択した場合）か、またはスタック内にあるすべてのファイルに適用
されます（スタックの境界線をクリックしてスタック内のファイルをすべて選択した場合）。

スタックの初期設定の並べ替えの順序は、スタックが格納されているフォルダの並べ替えの順序と同じになります。

コンテンツパネルの Bridgeスタック（表示の省略時）

展開されたスタック

ファイルスタックの作成
❖ スタックに含めるファイルを選択し、スタック／スタックにグループ化を選択します。最初に選択したファイルが、ス
タックのサムネールになります。スタック上に表示される数字は、スタック内のファイルの数を示します。

スタックの管理
• スタックサムネールを変更するには、新しくサムネールにするファイルを右クリック（Windows）または Control

キーを押しながらクリック（Macintosh）し、スタック／スタックの最上位にプロモートを選択します。

• 表示が省略されているスタックを展開するには、スタックの数字をクリックします。すべてのスタックを展開するに
は、スタック／すべてのスタックを展開を選択します。

• 展開されているスタックの表示を省略するには、スタックの数字をクリックします。すべてのスタックの表示を省略す
るには、スタック／すべてのスタックを折りたたむを選択します。

• スタックにファイルを追加するには、追加するファイルをスタックにドラッグします。

注意：スタックを別のスタックに追加できますが、スタックをネストすることはできません。追加されたスタック内の
ファイルは、既存のスタックのファイルと共にグループ化されます。

• スタックからファイルを削除するには、スタックを展開し、スタックから外にファイルをドラッグします。スタックか
らすべてのファイルを削除するには、表示が省略されたスタックを選択し、スタック／スタックからグループ化解除を
選択します。

• 表示が省略されたスタック内のすべてのファイルを選択するには、スタックの境界線をクリックします。または、Alt

キー（Windows）または Controlキー（Macintosh）を押しながら、スタックのサムネールをクリックします。
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スタック内の画像のプレビュー
10個以上の画像を含んだスタックでは、画像をプレビュー（スクラブ）したり、フレームレートを指定したり、オニオン
スキンを有効にしたりできます。オニオンスキンを使用すると、先行するフレームや後続するフレームを、現在のフレー
ム上に半透明のオーバーレイとして表示できます。

• スタックをプレビューするには、コンテンツパネルでスタック上にマウスポインタを置いてスライダが表示されるまで
待ち、「再生」をクリックするか、スライダをドラッグします。「再生」ボタンまたはスライダが表示されない場合は、
Bridgeウィンドウの下部にあるサムネールのスライダをドラッグしてサムネールのサイズを大きくします。

• 再生フレームレートを設定するには、スタックを右クリック（Windows）または Controlキーを押しながらクリック
（Macintosh）し、スタック／フレームレートメニューからフレームレートを選択します。

• 初期設定のスタックの再生フレームレートを設定するには、再生環境設定のスタック再生フレームレートメニューから
フレームレートを選択します。

• オニオンスキンを有効にするには、スタックを右クリック（Windows）または Controlキーを押しながらクリック
（Macintosh）し、スタック／オニオンスキンを有効化を選択します。

画像とダイナミックメディアの使用

デジタルカメラやカードリーダからの写真の取り込み
写真ワークフロー内での Bridgeの使用に関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0189_jpを参照してくださ
い。

Adobe Bridge CS3 Photo Downloader

A.接続されているデバイスの名前 B.ファイルの保存に関するオプション C.ファイル名の変更に関するオプション D.ファイルの変換およびコピー
に関するオプション E.写真の取り込み

1 カメラまたはカードリーダをコンピュータに接続します（必要に応じて、デバイスのマニュアルを参照してください）。

2 次のいずれかの操作を実行します。

•（Windows）自動再生ウィンドウで Adobe Bridge CS3フォトダウンローダをクリックするか、ファイル／写真をカメ
ラから取り込むを選択します。

•（Macintosh）Bridgeで、ファイル／写真をカメラから取り込むを選択します。

3 Adobe Bridge CS3フォトダウンローダが表示されたら、デジタルカメラまたはカードリーダの名前を写真の取り込み
元メニューから選択します。

A

B

E

C

D

http://www.adobe.com/go/vid0189_jp
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「詳細設定」をクリックすると、デジタルカメラのメモリカードにあるすべての写真のサムネール画像が表示されます。

4 一括して取り込まれる写真の集合から写真を削除するには、「詳細設定」をクリックし、写真のサムネールの下にある
ボックスをクリックして選択を解除します。

5 初期設定のフォルダの場所を変更するには、「場所」の横にある「選択」ボタンをクリックして、新しい保存場所を指
定します。

6 写真をサブフォルダに保存するには、「サブフォルダを作成」を選択し、次のいずれかを選択します。

•「今日の日付」を選択すると、現在の日付を名前に使用したサブフォルダが作成されます。

•「撮影日」を選択すると、写真を撮影した日時を名前に使用したサブフォルダが作成されます。

•「カスタム名」を選択すると、入力した名前を使用してサブフォルダが作成されます。

7 取り込むときにファイルの名前を変更するには、ファイル名を変更メニューからオプションを選択します。一括して取
り込むすべての写真で同じ名前が使用され、末尾に各写真の通し番号が付加されます。

8 写真を取り込んだ後で Bridgeを開くには、「Adobe Bridgeを開く」を選択します。

9 取り込むときに Camera Rawファイルを DNGに変換するには、「DNGに変換」を選択します。

10 取り込むときに写真のコピーを保存するには、「コピーの保存先」を選択し、保存場所を指定します。

11（オプション）メタデータを適用するには、「詳細設定」をクリックし、「作成者」テキストボックスおよび「著作権情
報」テキストボックスに情報を入力するか、使用するテンプレートメニューからメタデータテンプレートを選択します。

12「取り込み」ボタンをクリックします。ダウンロードが終わると、Bridgeに写真が表示されます。

画像のプレビューと比較
Bridgeのプレビューパネルを使用して、最大 9個の画像をプレビューおよび比較することができます。ルーペツールを使
用すると、画像を拡大して、画像の再現性を確認できます。

画像のプレビュー
コンテンツパネルでプレビューする画像を選択し、ウィンドウ／プレビューパネルを選択します。

ルーペツールの使用
ルーペツールを使用すると、画像の一部を拡大できます。初期設定では、画像が 100％より小さいサイズで表示されてい
ると、ルーペツールにより 100％の大きさに拡大されます。表示できるルーペツールは 1つの画像につき 1つですが、複
数の画像について複数のルーペツールを表示して同期させることができます。

• ルーペツールを表示するには、プレビューパネルで選択した画像をクリックします。

• ルーペツールを非表示にするには、ルーペツールをクリックします。

• ルーペツールを使用してズームインおよびズームアウトするには、マウスのスクロールホイールを使用するか、または
プラス記号（+）キーまたはマイナス記号（-）キーを押します。

• 複数の画像でルーペツールを同期するには、Ctrlキー（Windows）または Commandキー（Macintosh）を押しな
がら画像をドラッグします。

画像の回転
Bridgeで JPEG、PSD、TIFF、および Camera Rawファイル画像を回転することができます。回転を適用しても画像
データは変化しませんが、Bridgeで画像を回転するとネイティブアプリケーション上でも画像が回転して表示される可能
性があります。

1 コンテンツエリアで画像（複数可）を選択します。

2 編集／ 90˚回転（時計回り）、90˚回転（反時計回り）または 180˚回転を選択します。
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画像をスライドショーとして表示
「スライドショー」コマンドを使用すると、サムネールを画面全体に表示されるスライドショーとして表示できます。こ
れによって、フォルダ内のすべてのグラフィックファイルの大きなバージョンを簡単に操作することができます。スライ
ドショーの実行中に画像をパンおよびズームしたり、切り替え方法やキャプションなど、スライドショーの表示を制御す
るオプションを設定したりすることができます。

スライドショーの表示
❖ 画像のフォルダを開くか、スライドショーで表示する画像を選択し、表示／スライドショーを選択します。

スライドショーを操作するためのコマンドの表示
❖ スライドショーの表示中に Hキーを押します。

スライドショーのオプション
スライドショーに関するオプションを表示するには、スライドショーの表示中に Lキーを押すか、表示／スライドショー
のオプションを選択します。

表示オプション 追加のモニタを消したり、スライドショーを繰り返し再生したり、ズームインおよびズームアウトしたり
することができます。

スライドオプション スライドの表示時間、キャプションおよびスライドのスケールを指定します。

切り替えオプション 切り替えのスタイルおよび速度を指定します。

プレビューでのソフトウェアレンダリングの使用
スライドショーやプレビューが正しく表示されない場合は、このオプションを選択します。プレビューにソフトウェアレ
ンダリングを使用すると、正しく表示されるようになりますが、表示速度が遅くなったり、他の制限がある場合がありま
す。

1 詳細環境設定で、「ソフトウェアレンダリングを使用」を選択します。

2 Bridgeを再起動します。

ダイナミックメディアファイルのプレビュー
Bridgeでは、ほとんどのビデオファイルとオーディオファイルをプレビューできます。例えば、コンピュータにインス
トール済みの QuickTimeバージョンでサポートされているほとんどのファイルをプレビューできます。再生コントロー
ルはプレビューパネルに表示されます。再生環境設定を変更して、メディアファイルを自動で再生またはループするよう
設定できます。

プレビューパネルでのメディアファイルのプレビュー
1 プレビューするファイルをコンテンツパネルで選択します。

プレビューパネルでファイルの再生が開始されます。

2 プレビューパネルで、再生を一時停止するには一時停止ボタン 、連続再生のオン /オフを切り替えるにはループボ
タン をクリックし、ボリュームを調整するにはボリュームボタン をクリックしてスライダをドラッグします。

ダイナミックメディアファイルのプレビューを見やすくするために、Bridgeのインターフェイスを明るくしたり、暗
くしたりすることができます。14ページの「明るさとカラーの調整」を参照してください。

再生環境設定
1 Adobe Bridgeで、編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択します。

2「再生」をクリックします。
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3 必要に応じて次のオプションを設定し、「OK」をクリックします。

スタックの再生フレームレート 10個以上の画像を含んだスタックでは、画像をプレビュー（スクラブ）することができま
す。このオプションにより、画像スタックをプレビューする際のフレームレートを指定することができます（21ページの
「ファイルスタックの作成」を参照）。

プレビュー時にオーディオファイルを自動再生 オーディオファイルをクリックしてプレビューパネルに表示すると、オー
ディオが自動的に再生されます。オーディオファイルを手動で再生する場合は、このオプションをオフにします。

プレビュー時にオーディオファイルをループ再生 オーディオファイルを連続的に繰り返し（ループ）再生します。オーディ
オファイルを 1回だけ再生したい場合は、このオプションをオフにします。

プレビュー時にビデオファイルを自動再生 ビデオファイルをプレビューパネルで表示した際に自動的に再生するには、この
オプションを選択します。

プレビュー時にビデオファイルをループ再生 ビデオファイルを連続的に繰り返し（ループ）再生します。ビデオファイルを
1回だけ再生したい場合は、このオプションをオフにします。

Camera Rawの使用
Camera Rawファイルには、カメラの画像センサで取り込んだ未処理のデータが含まれます。Adobe Photoshopまたは
Adobe After Effectsをインストールしている場合は、Bridgeで Adobe Photoshop Camera Rawソフトウェアを使用し
て、Camera Rawファイルを処理できます。Bridgeで Camera Rawを使用して、JPEGファイルや TIFFファイルを処
理することもできます。

Bridgeを使用して、ファイルの設定を別のファイルにコピー＆ペーストしたり、ファイルをバッチ処理したり、Camera

Rawダイアログボックスを開かずにファイルに設定を適用したりできます。

注意：一般環境設定で「ダブルクリックして Camera Raw設定を Bridgeで編集」を選択すると、Bridgeの Camera

Rawダイアログボックスで Camera Rawファイルが開かれます。この環境設定を選択していない場合は、Camera Raw

ファイルは Photoshopで開かれます。

Camera Rawソフトウェアの操作について詳しくは、ヘルプで「Camera Raw」を検索してください。

Adobe Device Centralと Adobe Bridgeの併用
Device Centralを使用すると、Adobe Bridgeから Photoshop、Flash、Illustratorファイルなどの異なるタイプのファ
イルを、様々なモバイルデバイスでどのように表示されるかをプレビューできます。これにより、異なるタイプのファイ
ルをテストする作業の効率が向上します。また、Adobe Bridgeは、Photoshopや Flashなどの Creative Suite 3コン
ポーネントを開かなくても、Device Centralを直接呼び出すことができます。

例えば、複数の Creative Suiteコンポーネントを使用している場合、Adobe Bridgeのフォルダを使用して、同じプロ
ジェクトに使用されている様々なファイルを整理できます。また、Adobe Bridge内のフォルダに移動して、Photoshop

画像、Flashファイル、Illustratorファイルがモバイルデバイスでどのように表示されるかを確認できます。

Adobe Bridgeからのコンテンツのプレビューは、既存のコンテンツを再利用する場合にも有用です。例えば、特定のデ
バイスグループ向けに以前に作成した壁紙ファイルがあります。その壁紙ファイルを最新のモバイルデバイスでテストす
る場合があります。Device Centralでプロファイルリストを更新し、Adobe Bridgeから直接、古い壁紙ファイルを新し
いデバイスでテストするだけです。

Adobe Bridgeから Adobe Device Centralの呼び出し
Adobe Bridgeから Device Centralにアクセスするには、ファイルをひとつ選択します。サポートされている形式は、
SWF、JPG、JPEG、PNG、GIF、WBM、MOV、3GP、M4V、MP4、MPG、MPEG、AVI、HTM、HTML、
XHTML、CHTML、URLおよび WEBLOCです。

1 Adobe Bridgeを起動します。

2 次のいずれかの操作を行います。

• ファイルを選択し、ファイル／Device Centralでテストをクリックします。
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• ファイルを右クリック（Windows）または Controlキーを押しながらクリック（Macintosh）し、「Device Central

でテスト」を選択します。

ファイルが Device Centralの「エミュレータ」タブに表示されます。別のデバイスでテストするには、デバイスセットリ
ストまたは使用可能なデバイスリストで異なるデバイス名をダブルクリックします。

注意：デバイスプロファイルをブラウズする場合、またはモバイルドキュメントを作成する場合は、ツール／Device

Centralを選択します。Device Centralが起動し、「デバイスプロファイル」タブが表示されます。

Adobe Bridgeと Device Centralの使用に関するチュートリアルについては、http://www.adobe.com/go/vid0208_jp

を参照してください。

Adobe Stock Photos
Adobe Stock Photosは、主要なストックライブラリからロイヤリティーフリーの画像をプレビューおよび購入すること
ができます。Adobe Stock Photosを使用すると、デザイン作業を中断することなく、高品質の画像を見つけることがで
きます。お気に入りの Creative Suite 3コンポーネントから、Adobe Stock Photosの強力な検索機能を使用して、画像
を検索し、完全版の画像を購入することができます。

詳しくは、www.adobe.com/go/adobe_help_stockphotos_1_5_jpにある詳細な Adobe Stock Photosヘルプを参照し
てください。

認証プロキシサーバ経由の Adobe Stock Photosへのアクセス
使用しているネットワークで、インターネットにアクセスするためにログインが必要な場合は、Adobe Stock Photosに
よって資格情報（ユーザ名とパスワード）を入力するためのダイアログボックスが表示されます。

Adobe Stock Photosは、HTTPおよび HTTPSプロトコルの基本認証をサポートします。システムによっては、両プロ
トコルのユーザ名とパスワードの入力を求められることがあります。ネットワーク上の一方のプロトコルがプロキシの背
後にあり、他方がそうでない場合は、Adobe Stock Photosのすべての機能にはアクセスできません。ユーザ名とパス
ワードを入力すると、それらの情報は暗号化されてコンピュータに安全に保存されます。

注意：プロキシ証明書情報の入力ダイアログボックスに加えて、セッションごとに追加のダイアログボックスで証明書情
報の入力を求められます。Adobe Stock Photosサービスにアクセスする場合、Adobe Stock Photos内で使用できる証
明書情報が最新でないと、プロキシ証明書情報の入力ダイアログボックスで証明書情報の再入力が求められます。

Macintoshでは、認証プロキシサーバ経由で Adobe Stock Photosを使用するには Mac OS 10.3以降を実行している必
要があります。プロキシ証明書情報の入力ダイアログボックスに入力するユーザ名とパスワードは、グローバルなユーザ
名とパスワードに影響し、システムの環境設定に反映されます。

Adobe Bridgeの環境設定で、ユーザ名とパスワードを変更または削除できます。

1 Adobe Bridgeで、編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択します。

2 左側で「Adobe Stock Photos」を選択し、「プロキシ詳細情報の入力」をクリックします。

注意：「プロキシ詳細情報の入力」オプションは、認証プロキシサーバ経由の使用環境においてのみ表示されます。

3 ユーザ名とパスワードを変更または消去します。

4「OK」をクリックし、環境設定ダイアログボックスを閉じます。

Adobe Stock Photosのプロキシ認証に関する最新情報については、www.adobe.com/go/aspproxy_jpを参照してくだ
さい。

http://www.adobe.com/go/vid0208_jp
http://www.adobe.com/go/adobe_help_stockphotos_1_5_jp
http://www.adobe.com/go/aspproxy_jp
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Bridgeでの自動化されたタスクの実行

自動化されたタスクの実行
ツールメニューには、様々な Adobe Creative Suite 3コンポーネントで使用できる各種コマンドのサブメニューが含まれ
ています。例えば、Adobe Photoshopをインストールしている場合は、ツール／ Photoshopサブメニューの下にあるコ
マンドで、Bridgeで選択した写真を使用して画像パッケージを作成し、Photomergeパノラマを作成することができま
す。これらのタスクを Bridgeから実行すると、各ファイルを個別に開く必要がないので、時間の節約になります。

注意：サードパーティは、独自のアイテムを作成して、ツールメニューに追加し、Bridgeの機能を追加することができま
す。独自のスクリプトの作成について詳しくは、『Bridge JavaScript Reference』を参照してください。

1 使用するファイルまたはフォルダを選択します。フォルダを選択した場合、可能なときにはフォルダ内のすべてのファ
イルにコマンドが適用されます。

2 ツール／ [コンポーネント ]を選択し、必要なコマンドを選択します（コンポーネントに自動化されている使用可能なタ
スクがない場合は、このメニューにコンポーネント名が表示されません）。

特定のコマンドについて詳しくは、コンポーネントのマニュアルを参照してください。

After Effectsや Adobe Premiere Proから一連の静止画像ファイル（PSD、BMP、TGAまたは TIF）として書き出
されたムービーに対して、Bridgeを使用して「ライブトレース」コマンドを実行することによって、ムービーをすば

やくベクトル化することができます。Adobe Illustratorで、いずれかの静止画像ファイルについてトレースプリセットを
作成した後、Bridgeで一連の静止画像ファイルを選択し、ツール／ Illustrator／ライブトレースを選択します。画像ス
タックをビデオクリップにコンパイルするには、Adobe Illustratorシーケンスとして作成した Illustratorファイルを
After Effectsまたは Premiere Proで読み込みます。Bridgeの「ライブトレース」コマンドには 10フレームという制限
があります。

InDesignでのコンタクトシートの作成
Adobe InDesignがインストールされている場合は、Bridgeを使用して InDesignの画像のコンタクトシートを作成でき
ます。

1 Bridgeで、コンタクトシートに含める画像を選択します。画像を選択しない場合は、現在コンテンツパネルに表示さ
れているすべての画像が使用されます。

注意：別の画像を選択するには、コンタクトシートダイアログボックスが開いた後で、「ファイル」をクリックします。

2 ツール／ InDesign／ InDesignコンタクトシートを作成を選択します。

3 コンタクトシートダイアログボックスの「レイアウト」で、サムネールプレビューのレイアウトオプションを指定しま
す。

• コンタクトシート内のサムネールの間隔を自動的に決めるには、「自動間隔」を選択します。「自動間隔」をオフにする
と、サムネールの周りの縦方向および横方向の間隔を指定することができます。指定した間隔に応じて、ダイアログ
ボックス内のコンタクトシートのプレビューが自動的に更新されます。

• 画像の向きに関係なしに画像を回転してコンタクトシートに効率よく収めるには、「画像を回転して最適サイズに合わ
せる」を選択します。

4「キャプション」内から「定義」ボタンをクリックして、「キャプションを作成または修正」ダイアログを開き、キャプ
ション定義のリストから「ファイル名」を選択します。

5 InDesignのコンタクトシート用のテンプレートを使用するには、「InDesignテンプレートを使用」を選択します。
「テンプレートを選択 ...」をクリックしてテンプレートを選択します。

6 コンタクトシートを PDF形式で保存するには、「出力オプション」で「PDFとして保存」を選択します。「ファイルを
出力 ...」をクリックし、InDesign PDFプリセットを選択します。

7「OK」をクリックします。
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メタデータとキーワード

メタデータについて
メタデータとは、ファイルに関する標準化された情報のセットです。この情報には、作者名、解像度、カラースペース、
著作権、ファイルに適用するキーワードなどがあります。例えば、ほとんどのデジタルカメラでは、画像の高さと幅、
ファイル形式、撮影日時などの基本的な情報が画像に添付されます。メタデータはワークフローの簡略化やファイルの整
理に使用できます。

XMP標準について
メタ情報は Extensible Metadata Platform（XMP）標準を使用して保存されます。Adobe Bridge、Adobe Illustrator、
Adobe InDesignおよび Adobe Photoshopはこの標準に基づいて設計されています。Photoshop® Camera Rawによる
画像の調整内容は XMPメタデータとして保存されます。XMPは XMLに基づいており、ほとんどの場合、メタデータは
該当のファイルに保存されます。これらの情報を該当のファイルに保存できない場合、メタデータはサイドカーファイル
と呼ばれる別のファイルに保存されます。XMPは、Adobeアプリケーション間および印刷出版関連の工程でのメタデー
タの交換に役立ちます。例えば、あるファイルのメタデータをテンプレートとして保存し、そのメタデータを別のファイ
ルに読み込むことができます。

Exif、IPTC（IIM）、GPS、TIFFなどの他の形式で保存されているメタデータは、より簡単に表示および管理できるよ
うに XMPと同期され、XMPで記述されます。（Adobe Version Cueなどの）他のアプリケーションおよび機能でも、
バージョンに関するコメントなどの情報は XMPを使用してやり取りおよび保存されます。この情報は、Bridgeを使用し
て検索できます。

ほとんどの場合、PSDから JPGにファイル形式を変更した場合でも、メタデータはファイルと共に保持されます。
Adobeのドキュメントやプロジェクトにファイルを置いた場合でも、メタデータは保持されています。

XMPソフトウェア開発キット（XMP SDK）を使用して、メタデータの作成、処理および相互交換機能をカスタマ
イズできます。例えば、XMP SDKを使用して、ファイル情報ダイアログボックスにフィールドを追加できます。

XMPおよび XMP SDKについて詳しくは、Adobeの Webサイトを参照してください。

Bridgeおよび Adobe Creative Suiteコンポーネントでのメタデータを使用した作業
ファイルとバージョンの整理、検索、管理に使用できる Bridgeの強力な機能の多くは、ファイル内の XMPメタデータ
を利用しています。Bridgeには、メタデータを操作する方法が 2つ用意されています。メタデータパネルを使用する方法
と、ファイル情報ダイアログボックスを使用する方法です。

同じメタデータプロパティについて複数の表示が存在することがあります。例えば、ある表示で「作者」というラベルを
持つプロパティが、他の表示では「作成者」というラベルを持つことが考えられますが、いずれの場合も情報元として参
照するプロパティは同じです。特定のワークフローに合わせてこれらの表示画面をカスタマイズした場合でも、XMPに
よって標準化された状態が維持されます。

関連項目

31ページの「ファイル情報ダイアログボックスでのメタデータの追加」

33ページの「メタデータテンプレートの操作」

34ページの「ドキュメントへのメタデータの読み込み」

メタデータパネルについて
メタデータはファイルの内容、著作権のステータス、作成元、および履歴に関する情報を保持します。メタデータパネル
では、選択したファイルのメタデータの表示および編集、メタデータを使用したファイルの検索、テンプレートを使用し
たメタデータの追加および置き換えを行うことができます。

メタデータに関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0094_jpをご覧ください。

http://www.adobe.com/go/vid0094_jp
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選択したファイルと使用するソフトウェアに応じて、以下の種類のメタデータが表示される場合があります。

ファイルプロパティ サイズ、作成日、修正日など、ファイルの特性を説明します。

IPTCコア 編集可能なメタデータを表示します。ファイルにキャプションと著作権情報を追加することができます。IPTC

コアは、2004年 10月に国際新聞電気通信評議会（IPTC）によって承認された新しい仕様です。IPTCコアは、新しい
プロパティが追加され、一部のプロパティ名が変更され、一部のプロパティが削除されている点で古い IPTC（IIM、レ
ガシー）とは異なります。

IPTC（IIM、レガシー）編集可能なメタデータを表示します。IPTCコアと同様に、ファイルにキャプションと著作権情報
を追加することができます。IPTCコアに置き換えられているので、初期設定では非表示になっています。ただし、環境
設定ダイアログボックスの「メタデータ」オプションから選択することによって、IPTC（IIM、レガシー）メタデータ
を表示することができます。

フォント Adobe InDesignファイルで使用されているフォントを一覧表示します。

スウォッチ Adobe InDesignおよび Adobe Illustratorファイルで使用されているスウォッチを一覧表示します。

カメラデータ（Exif）デジタルカメラによって割り当てられた情報を表示します。Exif情報には、画像が撮影されたとき
に使用されたカメラの設定が含まれています。

GPS 一部のデジタルカメラで利用できる全地球測位システム（GPS）からの位置情報を表示します。GPS情報を含まな
い写真には、GPSメタデータがありません。

Camera Raw Camera Rawプラグインによって適用された設定を表示します。

ヒストリー編集 Photoshopで画像に加えられた変更のログを保持します。

Adobe Stock Photos Adobe Stock Photosから取得した画像に関する情報を一覧表示します。

Version Cue Version Cueファイルのバージョン情報を一覧表示します。

DICOM（Adobe Photoshop CS3 Extendedのみ）DICOM（Digital Imaging and Communications in Medicine）形
式で保存された画像に関する情報を表示します。

メタデータの環境設定の設定
メタデータパネルに表示されるメタデータの種類を指定することができます。メタデータプラカードの表示と非表示を切
り替えることもできます。メタデータプラカードは、メタデータパネルの上部に表示される重要なメタデータの略語によ
る概要です。

メタデータパネルに表示されるメタデータの指定
1 次のいずれかの操作を実行します。

• メタデータパネルのメニューから「環境設定」を選択します。

• 編集／環境設定（Windows）、または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、左側の一覧から「メタデータ」を
選択します。

2 メタデータパネルに表示するメタデータフィールドを選択します。

3 情報が含まれていないフィールドを非表示にするには、「空のメタデータを隠す」を選択します。

4「OK」をクリックします。

メタデータプラカードの表示と非表示の切り替え
❖ 次のいずれかの操作を実行します。

• 個々のファイルのメタデータプラカードの表示と非表示を切り替えるには、メタデータパネルメニューから「メタデー
タプラカードを表示」を選択または選択解除します。

• すべてのファイルのメタデータプラカードの表示と非表示を切り替えるには、メタデータ環境設定から「メタデータプ
ラカードを表示」を選択または選択解除します。
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メタデータの表示と編集
メタデータは、メタデータパネル、ファイル情報ダイアログボックスまたはコンテンツパネルのサムネールに表示できま
す。メタデータパネルでメタデータを編集します。

メタデータの表示
❖ 以下のいずれかの操作を行います。

• ファイル（複数可）を選択し、メタデータパネルに情報を表示します。複数のファイルを選択した場合は、それらの
ファイルに共通するメタデータのみが表示されます。スクロールバーを使用して、隠れているカテゴリーを表示できま
す。三角形をクリックすると、カテゴリー内のすべてのアイテムが表示されます。

パネルメニューの「フォントサイズを大きくする」または「フォントサイズを小さくする」を選択して、パネルの
フォントサイズを変更することができます。

• ファイル（複数可）を選択し、ファイル／ファイル情報を選択します。次に、左側に表示される任意のカテゴリーを選
択します。

• 表示／詳細を選択して、コンテンツパネルのサムネールの横にメタデータを表示します。

• コンテンツエリアでサムネールの上にポインタを置きます（メタデータは、サムネール詳細設定で「ツールヒントを表
示」を選択している場合にのみツールヒント内に表示されます）。

メタデータパネルでのメタデータの編集
1 編集するメタデータフィールドの右端にある鉛筆アイコンをクリックします。

2 メタデータを編集または追加するには、テキストボックスに入力します。

3 メタデータフィールド内を移動するには、Tabキーを押します。

4 メタデータの編集が終了したら、メタデータパネルの一番下にある適用ボタン をクリックします。変更を取り消す
には、パネルの一番下にあるキャンセルボタン をクリックします。

カラー（Illustratorおよび InDesign）またはフォント（InDesign）の表示
InDesignドキュメントを選択すると、メタデータパネルにドキュメントで使用されているフォントおよびカラース
ウォッチが表示されます。Illustratorドキュメントを選択すると、メタデータパネルにドキュメントで使用されているプ
レートおよびカラースウォッチが表示されます。

デザインワークフロー内での Adobe Bridgeの使用に関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0190_jpを参照
してください。

1 Bridgeウィンドウのコンテンツパネルで InDesignまたは Illustratorドキュメントを選択します。

2 メタデータパネルで、「フォント」（InDesignのみ）、「プレート」（Illustratorのみ）、または「スウォッチ」セクショ
ンを展開します。

ファイル情報ダイアログボックスでのメタデータの追加
ファイル情報ダイアログボックスには、カメラデータ、その他のファイルプロパティ、編集履歴、著作権と作者名の情報
（ある場合）、およびカスタムメタデータパネル（アプリケーションにインストールされている場合）が表示されます。メ
タデータは、ファイル情報ダイアログボックスから直接追加できます。複数のファイルを選択した場合は、このダイアロ
グボックスに、テキストフィールドの値が異なっている場所が表示されます。フィールドに追加したすべての情報は、選
択したすべてのファイルに適用されます。

注意：メタデータは、メタデータパネルおよび特定の表示方法のコンテンツパネルに表示することも、コンテンツパネル
でサムネール上にポインタを置いて表示することもできます。

1 ファイルを選択します（複数可）。

2 ファイル／ファイル情報を選択します。

http://www.adobe.com/go/vid0190_jp
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3 ダイアログボックスの左側のリストから次のいずれかを選択します。

説明「説明」には、ドキュメントのタイトル、作者名、説明およびキーワードなど、ドキュメントの検索に使用できる情
報を入力できます。テキストフィールドの右側にあるメニューからテキストを選択することもできます。著作権情報を指
定するには、著作権のステータスポップアップメニューから「著作権取得済み」を選択します。次に、著作権情報の文字
列と、著作権を所有する個人または会社の URLを入力します。

オーディオデータ 1 タイトル、アーティスト、アルバムなど、オーディオファイルに関する情報を入力できます。

オーディオデータ 2 ビットレート、デュレーション、ループの設定など、オーディオファイルに関する情報を一覧表示し
ます。

カテゴリー Associated Press社のカテゴリーを基にして情報を入力できます。テキストフィールドの右側にあるメニュー
からテキストを選択することもできます。「カテゴリー」オプションは、Adobe Photoshopがインストールされている場
合にのみ表示されます。

DICOM DICOM画像に関する、患者、研究、シリーズおよび設備情報を一覧表示します。「DICOM」オプションは、
Adobe Photoshop CS3 Extendedがインストールされている場合にのみ表示されます。

ヒストリー Photoshopで保存された画像の Adobe Photoshopの履歴ログ情報を表示します。「ヒストリー」オプション
は、Adobe Photoshopがインストールされている場合にのみ表示されます。

カメラデータ 1 メーカ、モデル、シャッタースピード、F値など、写真を撮るために使用されたカメラと設定に関する読
み取り専用の情報を表示します。

カメラデータ 2 ピクセル単位の寸法と解像度などの写真に関する読み取り専用の情報を一覧表示します。

IPTCコンテンツ 画像の視覚的コンテンツに関する説明を表示します。

IPTC連絡先 撮影者の連絡先情報を一覧表示します。

IPTCイメージ 画像に関する詳細な説明を表示します。

IPTCステータス ワークフローおよび著作権に関する情報を表示します。

Adobe Stock Photos Adobe Stock Photosから取得した画像に関する読み取り専用の情報を一覧表示します。

ビデオデータ 1 ビデオフレームの幅と高さなどのビデオファイルに関する情報を一覧表示し、テープ名やシーン名などの
ビデオファイルに関する情報を入力できます。

ビデオデータ 2 代替テープ名やタイムコード値などのビデオに関する情報を一覧表示します。

作成元 ファイルの作成日時と作成場所、送信情報、ファイルの操作に関する特別な指示、ヘッドライン情報など、ニュー
スの配信に役立つファイル情報を入力できます。テキストフィールドの右側にあるメニューからテキストを選択すること
もできます。

詳細 ファイル形式、XMP、Exif、PDFのプロパティなど、ネームスペースとプロパティを使用してメタデータを保存す
るためのフィールドと構造を表示します。表示される情報に対して、次のいずれかの操作を行うことができます。

• メタデータをテキストファイル（ファイル名拡張子は .xmp）に書き出すには、「保存」をクリックします。

• 既存のファイル内のメタデータを、XMPファイルに保存されたメタデータに置き換えるには、「置換」をクリックし
ます。既存のプロパティの値は、新しい値に置き換えられます。

• 既存のファイル内のメタデータを、XMPファイルに保存されたメタデータに追加するには、「追加」をクリックしま
す。既存のプロパティの値は置き換えられず、必要に応じて新しい値が追加または挿入されます（複数のファイルを選
択している場合、「追加」は使用できません）。

• 現在選択されている詳細プロパティを削除するには、「削除」をクリックします。Shiftキーを押しながらクリックし
て、複数のプロパティを選択することができます。

注意：Altキー（Windows）または Optionキー（Macintosh）を押したままにすると、これらのコマンドが、「すべて
を置換」、「すべてを追加」、「すべてを削除」に変わります（複数のファイルを選択している場合、「追加」は使用できま
せん）。この場合、これらのコマンドはファイル内のすべての情報に適用されます。つまり、F値と Photoshopファイル
ID情報などのユーザが変更できない Exif情報と、ドキュメントのタイトルとキーワードなどのユーザが変更できる情報
の両方に適用されます。Altキー（Windows）または Optionキー（Macintosh）を押したままにすると、以前の設定に
戻すための「初期設定に戻す」ボタンも表示されます。
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4 表示されたフィールドに追加する情報を入力します。

5「OK」をクリックして変更を適用します。

メタデータテンプレートの操作
Bridgeで新しいメタデータテンプレートを作成するには、「メタデータテンプレートの作成」コマンドを使用するか、
ファイル情報ダイアログボックスでメタデータを編集してテンプレートとして保存します。

InDesignドキュメントや XMP対応のソフトウェアで作成された他のドキュメントに入力するための手がかりとして、
メタデータをテンプレートに保存しておくことができます。作成したテンプレートは、すべての XMP対応ソフトウェア
がアクセスすることができる共有された場所に保管されます。

メタデータを XMPファイルに保存して、他のユーザと共有したり、他のファイルに適用したりすることができます。メ
タデータテンプレートと異なり、XMPファイルは、ファイル情報ダイアログボックスのメニューには表示されません。

メタデータテンプレートの作成
1 ツール／メタデータテンプレートの作成を選択します。

2「テンプレート名」テキストボックスに名前を入力します。

3 メタデータテンプレートの作成ダイアログボックスのフィールドからテンプレートに含めるメタデータを選択し、テキ
ストボックスにメタデータの値を入力します（メタデータオプションを選択し、それに対するテキストボックスを空白の
ままにしておいた場合、そのテンプレートを適用すると既存のメタデータが消去されます）。

既存のテンプレートのメタデータを新しいテンプレートに簡単に追加するには、メタデータテンプレートの作成ダイ
アログボックスの右上隅にあるメニューから「メタデータを追加」を選択し、既存のテンプレートを選択します。

4「保存」をクリックします。

ファイル情報ダイアログボックスでメタデータをテンプレートまたは XMPファイルとして保存
1 ファイル／ファイル情報を選択します。

2 次のいずれかの操作を実行します。

• メタデータをテンプレートとして保存するには、ダイアログボックスの右上隅にある三角形のアイコンをクリックし、
「メタデータテンプレートの保存」を選択します。テンプレート名を入力し、「保存」をクリックします。

• メタデータを XMPファイルに保存するには、ダイアログボックスの「詳細」セクションにある「保存」ボタンをク
リックします。ファイル名を入力し、ファイルの保存場所を選択して「保存」をクリックします。

エクスプローラ（Windows）または Finder（Macintosh）でメタデータテンプレートを表示するには、ファイル情
報ダイアログボックスのメニューから「テンプレートの表示」を選択します。

メタデータテンプレートの表示または削除
1 ファイル／ファイル情報を選択します。

2 ファイル情報ダイアログボックスの右上にあるメニューから次のいずれかを選択します。

• 既存のメタデータテンプレートを削除するには、「メタデータテンプレートの削除」を選択します。ダイアログボック
スのメニューからテンプレートを選択し、「削除」をクリックします。

• メタデータテンプレートが含まれるフォルダを開くには、「テンプレートの表示」を選択します。

3「OK」をクリックします。

Bridgeでのファイルへのメタデータテンプレートの適用
1 ファイルを選択します（複数可）。
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2 メタデータパネルメニューまたはツールメニューから次のどちらかのコマンドを選択します。

•「メタデータを追加」を選択し、テンプレートの名前を指定します。このコマンドは、テンプレートのメタデータを、
ファイル内のメタデータ値またはプロパティが現在存在していない場所にのみ適用します（複数のファイルを選択して
いる場合、「追加」は使用できません）。

•「メタデータの置き換え」を選択し、テンプレートの名前を指定します。このコマンドは、ファイル内の既存のメタ
データをテンプレート内のメタデータに完全に置き換えます。

ドキュメントへのメタデータの読み込み
1 ファイル／ファイル情報を選択します。

2 次のいずれかの操作を実行します。

• ファイル情報ダイアログボックスの上部にある三角形のアイコンをクリックして、メニューの上部のセクションでテン
プレート名を選択します。テンプレートのメタデータによって、現在のメタデータが置き換えられます。置換ではなく
現在のメタデータに追加するには、Ctrlキー（Windows）または Commandキー（Macintosh）を押しながらテン
プレート名をクリックします。

注意：テンプレートからメタデータを読み込むには、メタデータテンプレートが保存されている必要があります。

• ファイル情報ダイアログボックスの「詳細」セクションで、「置換」ボタンをクリックすると、現在の情報が XMP

ファイルに保存されている情報に置き換えられます。読み込むメタデータを含む XMPファイルを検索し、「開く」
（Windows）または「読み込み」（Macintosh）をクリックします。

• ファイル情報ダイアログボックスの「詳細」セクションで「追加」をクリックし、XMPファイルに保管されている情
報を現在のファイル情報に追加します（複数のファイルを選択している場合、「追加」は使用できません）。情報が含ま
れていないファイル情報ダイアログボックスの各フィールドは、ファイルの内容を使用して更新されます。「キーワー
ド」には常にファイルの情報が追加されます。

メタデータテンプレートを読み込んだ後は、ファイル情報ダイアログボックスの「作成元」パネルにある「今日の日
付」をクリックすると、作成した日付を今日の日付に更新できます。

ファイルへのキーワードの適用
キーワードパネルでは、Bridgeのキーワードを作成してファイルに適用できます。キーワードは、親キーワードと子キー
ワード（サブキーワード）から構成される階層カテゴリーに整理することができます。キーワードを使用すると、ファイ
ルの内容を基にしてファイルを識別できます。例えば、フィルタパネルを使用して、フォルダ内でキーワードを共有する
すべてのファイルを表示したり、「検索」コマンドを使用して、指定したキーワードを含むファイルを見つけたりするこ
とができます。

関連項目

19ページの「ファイルの並べ替えとフィルタ処理」

新規キーワードまたはサブキーワードの作成
1 キーワードパネルでキーワードを選択します。

例えば、「名前」を選択している場合、新規キーワードを追加すると「名前」と同じレベルにキーワードが作成されます
（「スポーツ」など）。新規サブキーワードを追加すると、「名前」の下にキーワードが作成されます（「ジュアニータ」な
ど）。

2 新規キーワードボタン または新規サブキーワードボタン をクリックするか、パネルメニューから「新規キー
ワード」または「新規サブキーワード」を選択します。

3 キーワードの名前を入力して Enterキーまたは Returnキーを押します。

親キーワードを、構造用に使用したい場合は、[名前 ]のようにキーワードを角括弧で囲みます。角括弧で囲まれたキー
ワードは、ファイルに追加できません。
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キーワードパネルの下部にある検索ボックスを使用して、キーワードを追加することもできます。サブキーワードで
あることを示すにはカンマを使用し、別個のエントリであることを示すにはセミコロンを使用します。例えば、場所

カテゴリーに「ロサンゼルス」を追加するには、「場所」キーワードを選択し、「ロサンゼルス」と入力してから新規サブ
キーワードボタンをクリックします。

ファイルへのキーワードまたはキーワードセットの追加
1 キーワードを追加するファイルを選択します。

2 キーワードパネルで、キーワードまたはサブキーワードの横にあるボックスをクリックします。すべての親キーワード
を選択するには、Shiftキーを押しながらクリックします。

選択したファイルにキーワードを追加すると、キーワード名の横のボックスにチェックマークが表示されます。複数ファ
イルを選択し、その中の一部のファイルにのみキーワードを追加した場合、キーワードボックスにハイフン（-）が表示
されます。

注意：Shiftキーを押しながらサブキーワードをクリックすると、ファイルにはその親キーワードも追加されます。サブ
キーワードをクリックしたときに親キーワードを自動的に追加するよう（Shiftキーを押しながらクリックした場合はサ
ブキーワードのみを追加）動作を変更するには、メタデータ環境設定の「親キーワードを自動的に適用」をオンにしま
す。

ファイルからのキーワードの削除
• チェックマークを削除するには、ファイルを選択し、キーワードまたはキーワードセットの横にあるボックスをクリッ
クします。すべての親キーワードからチェックマークを削除するには、Shiftキーを押しながらキーワードボックスを
クリックします。

• チェックマークを強制的に削除するには、Altキー（Windows）または Optionキー（Macintosh）を押しながらキー
ワードボックスをクリックします。この方法は、複数ファイルを選択し、その一部のファイルにのみキーワードを設定
しているために、キーワードボックスの横にハイフンが表示されている場合に特に役立ちます。キーワードおよびその
親キーワードすべてのチェックマークを強制的に削除するには、Alt+Shiftキー（Windows）または Option+Shift

キー（Macintosh）を押しながらキーワードボックスをクリックします。

• ファイルを選択し、キーワードパネルメニューから「キーワードを削除」を選択します。ファイルからすべてのキー
ワードを削除する場合は、「はい」を選択します。

キーワードの管理
❖ 以下のいずれかの操作を行います。

• キーワードの名前を変更するには、キーワードまたはキーワードセットを選択し、パネルメニューから「名前変更」を
選択します。次に、パネル内の名前の上に入力し、Enterキーまたは Returnキーを押します。

注意：キーワードの名前を変更すると、そのキーワードの名前は選択したファイルにのみ適用されます。その他のファイ
ルについては、以前追加されたキーワード名のまま残ります。

• キーワードを別のキーワードグループに移動するには、キーワードを移動先の親キーワードにドラッグして、マウスボ
タンを放します。

• キーワードを削除するには、キーワード名をクリックしてキーワードを選択し、パネルの一番下にあるキーワードを削
除ボタン をクリックするか、パネルメニューから「削除」を選択します。

注意：他のユーザから取り込んだキーワードは、カテゴリーを変更するまでその他のキーワードカテゴリーに表示されま
す。Bridgeでこれらのキーワードを永続的に保持するには、キーワードを右クリック（Windows）または Controlキー
を押しながらクリック（Macintosh）して、コンテキストメニューから「固定する」を選択します。

• キーワードのカテゴリーを展開または折りたたむには、カテゴリーの横にある矢印をクリックするか、パネルメニュー
から「すべてを展開」または「すべてを折りたたむ」を選択します。

• キーワードを使用してファイルを検索するには、キーワードパネルメニューから「検索」を選択します（18ページの
「ファイルおよびフォルダの検索」を参照）。

注意：Adobe Stock Photosに対する検索結果内では、キーワードを変更することができません。
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キーワードの検索
❖ キーワードパネルの下部にあるボックスに、検索するキーワードの名前を入力します。

初期設定では、入力した文字を含むすべてのキーワードがハイライト表示されます。最初に見つかった語句は緑色でハイ
ライト表示され、その後に見つかった語句は黄色でハイライト表示されます。ハイライト表示されている別の語句を選択
するには、「次のキーワードを検索」または「前のキーワードを検索」をクリックします。

入力した文字で始まるキーワードのみをハイライト表示するには、メタデータ環境設定の「キーワード参照方法」か
ら「で始まる」を選択します。例えば、「を含む」を選択した場合、「in」と入力すると「Indiana」と「Maine」の

両方がハイライト表示されますが、「で始まる」を選択した場合、「Indiana」のみがハイライト表示されます。

キーワードの取り込みまたは書き出し
Adobe Photoshop Lightroomなどの他のアプリケーションから書き出した、タブインデントされたテキストファイルを
読み込むことができます。Bridgeキーワードをテキストファイルとして書き出すこともできます。

• 既存のキーワードを削除することなくキーワードファイルを Bridgeに読み込むには、キーワードパネルメニューから
「読み込み」を選択し、読み込むファイルをダブルクリックします。

• キーワードファイルを Bridgeに読み込み、既存のキーワードを削除するには、キーワードパネルメニューから「消去
および読み込み」を選択し、読み込むファイルをダブルクリックします。

• キーワードを書き出すには、キーワードパネルメニューから「書き出し」を選択し、ファイル名を指定して「保存」を
クリックします。

Bridgeでの Version Cueの使用

Bridgeでの Version Cueの操作
Adobe Bridgeと Version Cueを併用すると、Version Cueのファイルやプロジェクトに対するアクセスおよび管理が簡
単にできます。Version Cueサーバ、プロジェクトおよびアセットに関する情報を表示、検索および操作するには、
Bridgeのインスペクタパネルを使用します。インスペクタパネルのハイパーリンクされたタスクを使用すると、
Version Cueサーバおよびプロジェクトを操作できます。Bridgeのコンテンツパネルの Version Cueボタンによって、
簡単に Version Cueのコマンドにアクセスして実行できます。

Bridgeでは以下の Version Cueのタスクを実行できます。これらのタスクを実行する手順については、Version Cueヘ
ルプを参照してください。

•  Version Cueサーバにアクセスしたり、Version Cueプロジェクトを作成したり、プロジェクトのプロパティを編集
したり、ファイルをプロジェクトに追加したりします。Bridgeを使用して、Version Cueプロジェクトを削除したり、
Version Cueプロジェクトから切断したりすることもできます。

• プロジェクトファイルを開いて、Version Cueプロジェクト間で移動またはコピーしたり、Version Cueファイルを削
除または復元したり、プロジェクトファイルのローカルコピーを削除したりします。

• ファイルに含まれるバージョンのコメント、キーワードまたはファイル情報を使用してプロジェクトファイルを検索し
ます。

• オフライン編集用の準備でプロジェクトファイルを開かずにチェックアウトします。

• アドビおよびアドビ以外のプロジェクトファイルのバージョンをチェックインします。

• ネイティブアプリケーションでファイルを開かずに、以前のバージョンを表示、削除および最新バージョンとして指定
します。

• ファイルを同期します。

• Version Cueサーバおよびプロジェクトの利用可能性やステータスをステータスアイコンで表示します。
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Bridgeでの Version Cueファイルの検査
Bridgeのインスペクタパネルには、コンテンツパネルで選択した項目に基づいて、Version Cueサーバ、プロジェクト
および Version Cueで管理されたアセットに関する状況に応じた情報が表示されます。例えば、Version Cueプロジェク
トを選択すると、インスペクタパネルにはプロジェクトのプロパティに関する情報とハイパーリンクされたタスクが表示
され、プロジェクトのごみ箱を表示したり、プロジェクトファイルを同期したり、プロジェクトのプロパティを編集した
りすることができます。

Bridgeインスペクタパネルに表示された Version Cueプロジェクト

インスペクタパネルの上部にはサーバ、プロジェクトまたはアセットの情報が表示され、パネルの下部には利用可能なハ
イパーリンクされたタスクが表示されます。インスペクタの環境設定によって、インスペクタパネルに表示される情報を
指定できます。

Version Cueの特定のタスクの実行について詳しくは、Version Cueヘルプを参照してください。

インスペクタパネルでの Version Cue情報の表示
1 コンテンツパネルで、情報を表示する Version Cueサーバ、プロジェクトまたはアセットを選択します。

2 ウィンドウ／インスペクタパネルを選択します。

サーバ、プロジェクトまたはアセットに関する情報およびタスク（利用可能な場合）が Bridgeで表示されます。

3 タスクを実行するには、タスクのハイパーリンクをクリックします。

注意：タスクによっては、Version Cue管理ユーティリティへのログインが必要になる場合があります。

インスペクタパネルからの情報のコピー
インスペクタパネルの情報をコピーする機能は、非常に長いバージョンコメントのテキストが必要な場合に便利です。

❖ コピーする情報を右クリック（Windows）または Controlキーを押しながらクリック（Macintosh）し、「コピー [項
目名 ]」を選択します。例えば、バージョンコメントを右クリックし、「コピー [バージョンコメント ]」を選択します。

インスペクタの環境設定の設定
1 編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、「インスペクタ」をクリックします。

2 インスペクタパネルに表示する項目を選択し、「OK」をクリックします。例えば、「Version Cueプロジェクトパネ
ル」を選択すると、選択した Version Cueプロジェクトに関連する情報およびタスクが表示されます。
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Bridgeでの Web会議の開始

Web会議の開始
Bridgeからリアルタイムの Web会議を開始して、デスクトップを共有したり、ドキュメントをレビューしたりすること
ができます。出席者は、自分のコンピュータから Webベースの会議スペースにログインして会議に参加します。Web会
議を開始したり Web会議に参加したりするには、アカウントが必要です。Bridgeの「会議を開始」ボタンをクリックし
て、体験版アカウントを購読または設定することができます。

「会議を開始」は、英語、フランス語およびドイツ語版の Bridgeでのみ使用できます。

1 Web会議を開始するには、次のいずれかの操作を行います。

• お気に入りパネルで「会議を開始」を選択します。

• ツール／会議を開始を選択します。

2 ダイアログボックスが表示されたら、次のいずれかの操作を行います。

• アカウントがある場合は、「ログイン」をクリックします。アカウントの Web会議の URL、ログイン名およびパス
ワードを入力し、「ログイン」をクリックします。アカウントのログイン名には、Adobe ID（電子メールアドレス）を
使用します。

• アカウントがない場合は、「体験版アカウントを作成」をクリックし、画面の指示に従います。

3 次のいずれかの操作を実行します。

• 他のユーザに Web会議への参加を依頼するには、「招待状を電子メールで送信」をクリックし、参加を依頼する相手の
電子メールアドレスを入力して、「送信」をクリックします。

• 画面に表示されている文書を共有するには、「スクリーンの共有」をクリックします。

参加者が Web会議に参加すると、「出席者リスト」に名前が表示されます。

4 以下のいずれかの操作を行います。

• チャットポッドにメッセージを入力し、メッセージの送信先を選択して、メッセージの送信ボタンをクリックします。

• ノートポッドにメモを入力し、Web会議の後に送信します（プレゼンターのみ）。

• 別の出席者のデスクトップを共有させる場合は、「出席者リスト」でその出席者の名前を選択し、ユーザの役割を設定
ボタンをクリックして、「プレゼンターとして設定」を選択します。

Web会議への出席
アカウントがない場合は、ゲストとして会議に参加できます。

1 依頼メールに記載されている Web会議の URLをクリックするか、ブラウザのアドレスボックスに Web会議の URL

を入力します。

2 アカウントのログイン名とパスワードを入力するか、ゲストとしてログインします。

3 Web会議で、次のいずれかの操作を行います。

• メッセージを送信するには、チャットポッドにメッセージを入力し、メッセージの送信先を選択して、メッセージの送
信ボタンをクリックします。

• チャットポッドをクリアしたり、フォントサイズを変更したりするには、ポッドオプションボタンをクリックし、オプ
ションを選択します。
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Web会議の環境設定
Web会議を開始すると、指定した Web会議の URLとログイン名が Web会議の環境設定に保存されます。アカウントの
設定を変更するには、編集／環境設定（Windows）または Bridge／環境設定（Macintosh）を選択し、左側で「会議」
を選択します。

注意：アカウントのログイン名は Adobe IDです。ログイン名を変更するには、Adobe.comで新しい Adobe IDを作成
します。
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第 3章：Adobe Version Cue

Adobe Version Cue® CS3は、Adobe Creative Suite 3 Design Premiumおよび Standard、Adobe Creative Suite 3

Web Premiumおよび Standard、Adobe Creative Suite 3 Master Collectionに含まれるファイルバージョンマネージャ
です。Version Cueを使用すると、Adobe Acrobat、Adobe Flash、Adobe Illustrator、Adobe InDesign、Adobe

Photoshop、Adobe Bridgeおよび Adobe InCopyを含む Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネントでのバー
ジョン管理とアセット管理が可能になります。

Adobe Version Cueの操作方法

Version Cueについて
Version Cueは、Creative Suite 3 Design、Web、Master Collectionエディションに含まれ、Version Cueサーバおよ
び Version Cue接続という 2つの部分で構成されるファイルバージョンマネージャです。Version Cueサーバは、ローカ
ルにも専用のコンピュータにもインストールでき、Version Cueプロジェクトと PDFレビューをホストします。Version

Cue接続は、Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネント（Acrobat、Flash、Illustrator、InDesign、InCopy、
Photoshopおよび Bridge）すべてに含まれており、これによって Version Cueサーバに接続できます。

Version Cueを使用すると、作業順に従ってファイルのバージョンを追跡でき、ファイル共有、バージョン管理、バック
アップ、オンラインレビュー、ファイルのチェックインとチェックアウト機能などのワークグループ共同作業が可能にな
ります。Version Cueで管理されているファイルは、非公開プロジェクトまたは共有プロジェクトに整理できます。

Version Cueは Adobe Bridgeと統合されています。Bridgeを Version Cueプロジェクトのファイルブラウザとして使
用できます。Bridgeでは、Version Cueサーバ、プロジェクト、ファイルにアクセスでき、Version Cueで管理されてい
るアセットに関する情報を表示、検索、比較することができます。

Version Cueサーバ管理を使用すると、ユーザのアクセス権、プロジェクト、PDFレビューを作成して管理すること、
バックアップを管理すること、コンテンツを書き出すこと、Version Cueの詳細サーバ情報を指定することができます。

Version Cueの使用法のビデオについては、www.adobe.com/go/vid0112_jpを参照してください。

関連項目

42ページの「Version Cue機能へのアクセス」

46ページの「Version Cueサーバでの作業」

70ページの「Version Cueサーバ管理」

81ページの「Version Cue PDFレビュー」

Version Cueの基本

Version Cueサーバ
Creative Suite 3 Design、Web、Master Collectionエディションをインストールすると、Version Cueサーバはコン
ピュータにインストールされますが、自動的には起動しません。Version Cueサーバは Version Cueプロジェクトとそれ
に関連するアセットを保存します。Adobe Bridgeまたは Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネントで Adobe

ダイアログボックスを使用すると、Version Cueサーバにアクセスできます。自分のコンピュータで Version Cueサーバ
を起動することもできますが、最適なのは、ネットワーク上で他のコンピュータからアクセス可能な専用のコンピュータ
に Version Cueサーバをインストールして起動することです。

Version Cueサーバを最初に起動したときに、システム管理者のパスワード、サーバ名と公開設定、ユーザアカウント作
成設定などのサーバ初期設定を指定するよう求めるメッセージが表示されます。

http://www.adobe.com/go/vid0112_jp
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Version Cueサーバ管理
Version Cueサーバをインストールして起動した後は、Version Cueサーバ管理を使用してユーザの設定、プロジェクト
の作成とそのプロパティの編集、PDFレビューの作成と管理および Version Cueサーバの設定を行います。

Version Cueプロジェクト
Version Cueでは、プロジェクトを使用して、関連するファイルやフォルダを保存します。プロジェクトは Version Cue

サーバに保存されます。プロジェクトにはプロジェクトに追加されたファイルのマスターコピーのほか、バージョン情報
やコメントなどのファイルメタデータが保存されます。

ローカルプロジェクトファイルとサーババージョン
Version Cueプロジェクトからファイルを開いたり、編集したりすると、ローカルプロジェクトファイルがハードディス
ク上に作成されます（ファイルはユーザがチェックアウト中であるとマークされます）。ローカルプロジェクトファイル
を操作するときは、ファイル／保存を選択して、その変更を保存します。これによってハードディスク上のローカルファ
イルは更新されますが、Version Cueサーバ上のファイルは更新されません。

変更したローカルプロジェクトファイルを Version Cueサーバにチェックインする準備が整ったら、「チェックイン」コ
マンドを使用してバージョンを作成します。バージョンとは、ある時間におけるファイルのスナップショットのことで
す。

Version Cueサーバは、1つのファイルのすべてのバージョンを保存することによって、ユーザが以前のバージョンを表
示すること、以前のバージョンを最新バージョンとして指定すること、不必要なバージョンや旧式になったバージョンを
削除することができます。

バージョン管理
Version Cueでは、Version Cueサーバにあるファイルに対して複数のユーザがアクセスできます。2名のユーザが
Version Cueサーバにある 1つのファイルを編集しようとした場合、Version Cueによってバージョン管理が設定され、
後からアクセスしたユーザに対してファイルがチェックアウトされていることが通知されます。その後、ユーザはどのよ
うに作業を進めるかを決定できます。

関連項目

42ページの「Version Cue機能へのアクセス」

46ページの「Version Cueサーバでの作業」

70ページの「Version Cueサーバ管理」

51ページの「Version Cueプロジェクトの使用」

57ページの「ローカルプロジェクトファイルについて」

65ページの「Version Cueのバージョン」

60ページの「別のユーザがチェックアウトしたファイルの編集」

Version Cueワークフロー
Version Cueの機能を使用する前に、Version Cueサーバのインストールと設定、プロジェクトの作成、プロジェクトへ
のユーザの割り当てを行う必要があります。

1. Version Cueサーバをインストールして設定する

Creative Suite 3 Design、Web、Master Collectionエディションをインストールすると、Version Cueサーバはコン
ピュータにインストールされますが、自動的には起動しません。簡単なファイル共有を有効にするためにサーバを起動で
きます。ただし、Version Cueで管理されているアセットをワークグループで共有するのであれば、ネットワーク内の他
のユーザにもアクセス可能な専用のコンピュータに Version Cueをインストールしてください。詳しくは、46ページの
「Version Cueサーバのインストールについて」を参照してください。



BRIDGE/VERSION CUE
ユーザガイド

42

初めてサーバを起動すると、システム管理者のパスワード、サーバ名と公開設定、初期設定のユーザ権限など、サーバの
初期設定を指定するよう求めるメッセージが表示されます。詳しくは、46ページの「Version Cueサーバの起動と設定」
を参照してください。

さらにサーバを設定する場合は、Version Cueサーバの環境設定と Version Cueサーバ管理で設定を指定します。詳しく
は、47ページの「Version Cueサーバの環境設定」および 78ページの「詳細な Version Cueサーバ管理タスク」を参照
してください。

2. プロジェクトを作成してユーザを割り当てる

Version Cueサーバの設定が完了したら、プロジェクトを作成し、作成したプロジェクトにユーザを割り当てることがで
きます。初期設定では、Version Cue内に作成するプロジェクトは非公開になります。プロジェクトの共有ステータスは
いつでも変更でき、ユーザがプロジェクトにアクセスするときのユーザのログインを指定することで、プロジェクトへの
アクセスを制限できます。

Bridge、Adobeダイアログボックスまたは Version Cueサーバ管理を使用すると、プロジェクトを作成できます。ユー
ザログインの要求やユーザアクセス権限の割り当てなど、プロジェクトの詳細なプロパティを指定するには、Version

Cueサーバ管理を使用する必要があります。詳しくは、52ページの「プロジェクトの作成」および 74ページの
「Version Cueサーバ管理でのプロジェクトの作成と管理」を参照してください。

3. プロジェクトにファイルを追加する

プロジェクトを作成したら、そのプロジェクトにファイルを追加すると、ユーザはそれらのファイルをチェックアウト、
変更、チェックインできます。Bridgeを使用すると、アドビファイルまたはアドビ以外のファイルを複数追加でき、ま
た、Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネント内から Adobeダイアログボックスを使用すると、一度に 1つの
ファイルを追加できます。詳しくは、55ページの「プロジェクトへのファイルやフォルダの追加」を参照してください。

Version Cue機能へのアクセス
Adobeダイアログボックスまたは Bridgeによって Version Cue機能にアクセスすることは、Version Cue対応のソフト
ウェアを使用しているかどうか、または Adobe Creative Suite製品（Adobe Creative Suite Design Premiumなど）を
使用しているかどうかによって異なります。

例えば、Suite製品の一部として Photoshopを使用するには、Adobeダイアログボックスまたは Bridgeのいずれかを経
由するすべての機能セットへのアクセス権があります。逆に、スタンドアロンソフトウェアとして Photoshopを使用す
る場合、Version Cueのすべての機能セットを使用するには、共有プロジェクトへのアクセスを許可する必要がありま
す。Dreamweaver、Contribute、Fireworksでは、Version Cue機能にアクセスできるのは Bridge経由の場合のみで
す。次の表に、Version Cue機能にアクセス権限を持つ状況と、Version Cue機能へのアクセス方法を示します。

アドビ以外のファイルの管理には Bridgeを使用することを推奨します。ただし、Bridgeに対するアクセス権限のない
ユーザと共同で作業を行っている場合は、Version Cue WebDAVサーバ URLを使用すると Version Cueサーバ上のプ
ロジェクトにアクセスできます。詳しくは、50ページの「WebDAVを使用した Version Cueサーバへの接続」を参照し
てください。

ソフトウェアコンポーネント Adobeダイアログボックス経由のアクセス Bridge経由のアクセス

Acrobat、Bridge、Illustrator、InCopy、
InDesign、Photoshop、Flash

Creative Suite製品の一部として使用する場合：
アクセス可能

スタンドアロンソフトウェアとして使用する
場合：共有プロジェクトへのアクセスが許可
されている場合のみアクセス可能

Creative Suite製品の一部として使用する場合：
アクセス可能

スタンドアロンソフトウェアとして使用する
場合：共有プロジェクトへのアクセスが許可
されている場合のみアクセス可能

Dreamweaver、Contribute、Fireworks アクセス不可 Creative Suite製品の一部として使用する場合：
アクセス可能

スタンドアロンソフトウェアとして使用する
場合：共有プロジェクトへのアクセスが許可
されている場合のみアクセス可能
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アドビシステムズ社の Webサイトからダウンロードできる Adobe Version Cue Access Utilityを使用すると、IT

管理者は Version Cueプロジェクトに保存されているファイルの最新バージョンにアクセスしてこれを抽出できま
す。詳しくは、アドビシステムズ社の Webサイトにアクセスしてください。

Version Cue CS3での Creative Suite 2コンポーネントおよび Acrobat 8の使用
Adobe Creative Suite 2コンポーネントと Acrobat 8は、Version Cue CS3サーバで使用することができます。ただし、
留意する必要がある相違点がいくつかあります。

• Acrobat 8または Adobe Creative Suite 2コンポーネントのいずれかを使用して Version Cue CS3で管理されている
ファイルにアクセスする場合、アクセスするファイルは Version Cue CS2互換のプロジェクトの一部である必要があ
ります。Version Cue CS3プロジェクトは、作成時に Version Cue CS2互換であると指定できます（プロジェクト作
成後に Version Cue CS2互換であると指定することはできません）。

注意：Version Cue CS2から Version Cue CS3に移行されたプロジェクトは、引き続き Acrobat 8および Adobe

Creative Suite 2コンポーネントとの互換性を保っています。

• Acrobat 8とAdobe Creative Suite 2コンポーネントは、Version Cueサーバ管理で SSLを有効にした場合はVersion

Cue CS3サーバには接続できません。

• Adobe Creative Suite 2コンポーネントは、同一のコンピュータにインストールされた Version Cue CS3サーバと共
に動作することはできません。ただし、Adobe Creative Suite 2コンポーネントは、ネットワーク上に存在する
Version Cue CS3サーバに接続することはできます。

• Version Cue CS2ワークスペースと Version Cue CS3サーバは、同時に同一のコンピュータにインストールし、機能
させることができます（また、Version Cue CS2から Version Cue CS3にプロジェクトを移行する場合は、同一のコ
ンピュータ上にインストールする必要があります）。

• Version Cue CS3では代替案はサポートされません。ただし、Adobe Creative Suite 2コンポーネントは Version Cue

CS3サーバで Version Cue CS2互換のプロジェクトの代替案を操作できます。Adobe Creative Suite 3コンポーネン
トは、Version Cue CS3サーバにある Version Cue CS2互換のプロジェクトの代替案にはアクセスできません。

Acrobat 8を Version Cue CS2で使用する方法について詳しくは、Acrobat 8ヘルプの「Adobe Version Cueの使用」を
参照してください。Adobe Creative Suite 2コンポーネントを Version Cue CS2で使用する方法について詳しくは、
Version Cue CS2ヘルプを参照してください。

関連項目

74ページの「Version Cueサーバ管理でのプロジェクトの作成と管理」

50ページの「Version Cue 3.0サーバへのプロジェクトの移行」

Adobeダイアログボックスの使用
Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネントでは、「開く」、「読み込み」、「書き出し」、「配置」、「保存」または
「別名で保存」の各コマンドを選択するときに Adobeダイアログボックスを使用できます。Adobeダイアログボックス
では、Version Cueコマンドと管理にアクセスでき、ファイルの特定を簡単にするサムネールと様々な情報が表示されま
す。

Adobeダイアログボックスを使用するには、開く、読み込み、書き出し、配置、保存または別名で保存ダイアログボック
スで「Adobeダイアログを使用」ボタンをクリックします。

「Adobeダイアログを使用」ボタンが、開く、読み込み、書き出し、配置、保存または別名で保存ダイアログボック
スに表示されない場合は、Bridgeまたは使用している Creative Suiteコンポーネントで Version Cueファイル管理を

有効にしていることを確認してください。

表示をカスタマイズするには、ビューメニューのオプションを使用します。「OSダイアログを使用」ボタンをクリックす
ると、いつでも OSのダイアログボックスに戻すことができます。
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Adobeダイアログボックス
A.お気に入りパネル B.検索対象メニュー C.メタデータ領域を表示 /非表示 D.ツールメニュー E.ビューメニュー

Version Cueサーバとプロジェクトアイコン
Bridgeおよび Adobeダイアログボックスでは、Version Cueサーバとプロジェクトのステータスアイコンが表示される
ので、それらがオンライン（利用可能）、オフライン、ローカル、リモートのいずれであるかがわかります。

共有プロジェクト プロジェクトが現在利用可能であり、他のユーザと共有されていることを示します。

非公開プロジェクト プロジェクトが現在利用可能であり、他のユーザと共有されていないことを示します。

オフラインプロジェクト プロジェクトが、現在利用可能ではないことを示します。

VC2互換プロジェクト プロジェクトが、Adobe Creative Suite 2コンポーネントおよび Adobe Acrobat 8と互換性
があることを示します。

オフラインサーバ オフライン Version Cueサーバを示します。

このコンピュータ 自分のコンピュータ内にある Version Cueサーバを示します。

ネットワークサーバ 現在利用可能なリモート Version Cueサーバを示します。

Version Cueファイル管理の有効化
Version Cueファイル管理は、Version Cueプロジェクトにアクセスでき、Bridge CS3およびすべての Version Cue対
応 Creative Suiteコンポーネント（Flashおよび Acrobat 8を除く）では初期設定で有効になっています（Flashおよび
Acrobat 8の場合は、Version Cueファイル管理を手動で有効または無効にする必要があります）。

1つの Creative Suiteコンポーネントに対して Version Cueファイル管理を無効にすると、Acrobat、Flash、および
Bridgeを除く他のすべての Version Cue対応 Creative Suiteコンポーネントについても Version Cueファイル管理が無
効になります。Version Cueファイル管理は、Bridgeで無効にすると、Acrobatおよび Flashを除くすべての Version

Cue対応 Creative Suiteコンポーネントで無効にすることになります。

Version Cueファイル管理を無効にすることは、すべての Version Cueサーバですべての Version Cueプロジェクトへ
のアクセスを無効にすることを意味します。

• Bridgeのスタートアップスクリプトの環境設定で、「Adobe Version Cue」をオンにして「OK」をクリックします。

• Illustratorのファイル管理の環境設定で、「Version Cueを有効にする」をオンにして「OK」をクリックします。

• InDesignのファイル管理の環境設定で、「Version Cueを有効にする」をオンにして「OK」をクリックします。

A B C D E
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• Photoshopのファイル管理の環境設定で、「Version Cueを有効にする」をオンにして「OK」をクリックします。

• Flashの一般環境設定で、「Version Cueを有効にする」をオンにして「OK」をクリックします。

• Acrobatの文書環境設定で、「Version Cueを有効にする」をオンにして「OK」をクリックします。

• InCopyのファイル管理の環境設定で、「Version Cueを有効にする」をオンにして「OK」をクリックします。

Version Cue情報の表示
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

Adobeダイアログボックスまたは Bridgeのインスペクタを使用することで、Version Cueサーバ、プロジェクト、ア
セットについての情報を表示できます。Bridgeで情報を表示する方法について詳しくは、Bridgeヘルプで「Bridgeでの
Version Cueファイルの検査」を参照してください。

Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネントで Version Cueで管理されているファイルを既に開いている場
合、ドキュメントウィンドウの左下にあるステータスバーにファイルについての情報が表示されます（Acrobatでは、

この情報はナビゲーションパネルに表示されます）。

ステータスバー

1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopで、ファイル／開くを選択します。

2「Adobeダイアログを使用」ボタンをクリックします（「OSダイアログを使用」ボタンが代わりに表示される場合は、
Adobeダイアログボックスを既に使用しています）。

3 お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックします。

4 ダイアログボックス内の Version Cueサーバ、プロジェクトまたはファイルの表示を変更するには、ビューメニュー
から表示オプションを選択します。

注意：情報を表示する Version Cueサーバがサブネットの外側にある場合、ツールメニューから「サーバに接続」コマン
ド（または、Acrobatのプロジェクトツールメニューにある「接続先」）を使用してアクセスします。

5 Version Cueサーバ、プロジェクトまたはファイルに関する情報を表示するには、次のいずれかの操作を行います。

• トグルボタン をクリックして、メタデータ領域を表示し、ファイルのプロパティを表示します。

• 項目の上にポインタを移動します。ツールヒントに情報が表示されます。

• ファイルのバージョンについての情報を表示するには、ファイルを選択してツールメニューまたはプロジェクトツール
（Acrobat）メニューから「バージョン」を選択します。

関連項目

58ページの「ファイルステータス」

49ページの「リモートサーバへの接続」
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Version Cueサーバでの作業

Version Cueサーバのインストールについて
Version Cueサーバは Version Cueプロジェクトとそれに関連するアセットを保存します。Creative Suite 3 Design、
Webまたは Master Collectionエディションのインストールを実行すると、コンピュータに Version Cueサーバがイン
ストールされますが、自動的には起動しません。Version Cueサーバが個人のコンピュータにインストールされた場合、
そのコンピュータが立ち上がっていて、共有したい他のコンピュータとネットワークで接続されている場合に、共有サー
バとして利用可能な状態になります。これは、個人で使用する場合、または限られたユーザの間でファイル共有をする場
合に適切です。

一方、ネットワーク上の他のユーザがアクセス可能な専用コンピュータに Version Cueサーバをインストールすると、
Version Cueで管理されているアセットがワークグループで利用可能になります。

ワークグループ内での Version Cueの使用に関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0113_jpを参照してく
ださい。

ローカルまたはサーバベースのファイル共有：Version Cueはユーザベースまたはサーバベースの環境で動作するように設定できます。ユーザベー
スの実装では、ファイルとプロジェクトは、個人が所有するハードディスクで共有されます。サーバベースの環境では、Version Cueサーバは独立
した専用のコンピュータ上に存在します。

Version Cueサーバは、Program Files¥Common Files¥Adobe¥Adobe Version Cue CS3¥Serverフォルダ
（Windows）またはライブラリ /Application Support/Adobe/Adobe Version Cue CS3/Serverフォルダ（Macintosh）
にインストールされます。この場所は変更できません。

Version Cueサーバを専用のコンピュータにインストールするには、Creative Suite 3 Design、Webまたは Master

Collectionエディションのインストーラを専用のコンピュータで実行し、画面の指示に従って、Version Cueのみをイン
ストールします。

注意：専用のコンピュータに Version Cueサーバをインストールする場合、その前に Adobe Creative Suiteのエンド
ユーザ使用許諾契約（EULA）を確認してください。

Version Cueサーバの起動と設定
Version Cueサーバを使用するには、起動して初期設定を行う必要があります。初期設定を行うと、Version Cue環境設
定で追加の Version Cueサーバ設定を行い、Version Cueサーバ管理で詳細サーバ設定（SSLの有効化など）を指定する
ことができます。

Version Cueサーバの設定に関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0114_jpを参照してください。

1 次のいずれかの操作を実行します。

• Adobeダイアログボックスまたは Adobe Bridgeで「サーバを開始」をクリックします。

• コントロールパネルを開いて「Adobe Version Cue CS3」をダブルクリック（Windows）するか、またはシステムの
環境設定で「Version Cue CS3」をクリック（Macintosh）してから「起動」をクリックします。

```

個人

個人

ユーザベースの構成

ワークグループ

サーバベースの構成

ワークグループ

http://www.adobe.com/go/vid0113_jp
http://www.adobe.com/go/vid0114_jp
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Version Cueサーバ管理が起動され、開始前の設定ウィンドウが表示されます。

2 開始前の設定ウィンドウの「パスワード」テキストボックスで、システム管理者のパスワードを指定します。

注意：指定したパスワードを必ず覚えておいてください。システム管理者のパスワードを忘れた場合、Version Cueサー
バを再インストールする必要が出てきます。

3「サーバ名」テキストボックスにサーバの名前を指定します。

4 サーバの公開設定メニューから次のいずれかのオプションを選択します。

• ネットワーク内の他のユーザにサーバを公開しないようにするには、「非公開」を選択します。非公開の Version Cue

サーバはローカルコンピュータからのみアクセスできます。

• ネットワーク内の他のユーザにサーバを公開するには、「他のユーザに公開」を選択します（サーバ上のプロジェクト
に他ユーザへのアクセスを許可するには、サーバを公開に設定する必要があります）。

注意：Version Cueがファイアウォールを使用する Windowsコンピュータにインストールされていて、サーバを他の
ユーザと共有する場合は、TCPポート 3703と 5353が開いたままになっていることを確認します。Version Cueサーバ
用に SSLを有効にしている場合、ポート 3704も開いたままにしておきます。同じコンピュータに Version Cue CS2がイ
ンストールされている場合は、ポート 50900も（さらに、SSLを有効にしている場合は 50901も）開いたままにしてお
きます。手順について詳しくは、Windowsヘルプを参照してください。

5 ユーザアカウントメニューからオプションを選択します。

• ユーザが既存のユーザアカウントなしでサーバにアクセスできるようにするには、「ユーザアカウントの自動作成」を
選択します。このオプションを選択した場合、新しいユーザがサーバにアクセスすると Version Cueによってパスワー
ドのない新しいユーザアカウントが作成されます。

「ユーザアカウントの自動作成」を有効にして、その後で LDAPサポートを有効にした場合は、LDAPユーザが自分
の LDAPアカウント名でサーバにアクセスすると自動的に読み込まれます。このように読み込まれたユーザは、「な

し」の管理アクセスレベルが指定された「すべて」グループに追加され、Version Cueサーバ管理にはログインできませ
ん。このテクニックを使用すると、明示的にユーザを読み込むことなく、LDAPユーザに Version Cueサーバ上のプロ
ジェクトに対する初期設定のアクセス権限が自動的に割り当てられます。

• Version Cueサーバ管理で定義されている名前のあるユーザのみがサーバにアクセスできると指定するには、「ユーザ
アカウントの手動作成」を選択します。

6 保存／続行をクリックして Version Cueサーバ管理にログインし、詳細なサーバ設定を指定します。

関連項目

70ページの「Version Cueサーバ管理」

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

84ページの「トラブルシューティング」

71ページの「ユーザの作成と管理」

Version Cueサーバの環境設定
Version Cue環境設定で、Version Cueで利用できる RAMのサイズやデータフォルダの場所など、多くの Version Cue

サーバ設定を設定することができます。SSLの有効化、Version Cueサーバの名前の変更、サーバログオプションの指
定、ユーザロックのリセット、サーバのバックアップなどの詳細設定を行うには、Version Cueサーバ管理を使用する必
要があります。

関連項目

78ページの「詳細な Version Cueサーバ管理タスク」
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Version Cueサーバ環境設定へのアクセス
1 Version Cueの環境設定にアクセスするには、次のいずれかの操作を実行します。

• コントロールパネルを開いて「Adobe Version Cue CS3」をダブルクリック（Windows）するか、またはシステム環
境設定で「Version Cue CS3」をクリック（Macintosh）します。

• Windowsでは、画面右下のシステムトレイにある Version Cueアイコン をダブルクリックします。

• Macintoshでは、画面上部のメニューバーにある Version Cueアイコン をクリックし、メニューから「Version

Cue CS3環境設定」を選択します。

注意：Version Cueアイコンはデフォルトで非表示になります。表示するには、Version Cueサーバの環境設定で「サー
バのトレイアイコンを表示」（Windows）または「サーバのステータスをメニューバーに表示」（Macintosh）を選択し
ます。

2 Adobe Version Cue CS3ダイアログボックスで「設定」タブをクリックします。

Version Cueサーバの公開設定
1 サーバ上の Version Cue共有プロジェクトに他のユーザへのアクセスを許可するには、サーバの公開設定メニューか
ら「他のユーザに公開」を選択します。他のユーザに対して Version Cueサーバを非公開にするには、「非公開」を選択
します。

注意：Version Cueがファイアウォールを使用する Windowsコンピュータにインストールされていて、サーバを他の
ユーザと共有する場合は、TCPポート 3703と 5353が開いたままになっていることを確認します。Version Cueサーバ
用に SSLを有効にしている場合、ポート 3704も開いたままにしておきます。同じコンピュータに Version Cue CS2がイ
ンストールされている場合は、ポート 50900も（さらに、SSLを有効にしている場合は 50901も）開いたままにしてお
きます。手順について詳しくは、Windowsヘルプを参照してください。

2「適用」（Windows）または「今すぐ適用」（Macintosh）をクリックします。

ワークグループサイズの指定
1 ワークグループのサイズメニューから、同時に Version Cueサーバが処理する作業量を制御します。この設定は、
Version Cueサーバで処理する潜在的な作業量を制御します。

2「適用」（Windows）または「今すぐ適用」（Macintosh）をクリックします。

RAMの指定
割り当てられた RAM（128 MB）の初期設定量は、10名以内のワークグループと 1000アセット未満のプロジェクトの
場合は十分です。より大きなワークグループと最大 1000アセットのプロジェクトには少なくとも 256 MBの RAMを割
り当てます。ワークグループサイズに関係なく、1つのプロジェクトに 1000アセット以上または 50プロジェクト以上で
作業を行う場合、少なくとも 512 MBの RAMを割り当てます。

1「メモリ使用量」テキストボックスに、Version Cueに割り当てる RAM容量を入力します（初期設定は 128MB）。

2「適用」（Windows）または「今すぐ適用」（Macintosh）をクリックします。

Version Cueアイコンの表示設定
1「サーバのトレイアイコンを表示」（Windows）または「サーバのステータスをメニューバーに表示」（Macintosh）
を選択すると、Version Cueアイコンを表示したままの状態にできます。

2「適用」（Windows）または「今すぐ適用」（Macintosh）をクリックします。

コンピュータの起動時に Version Cueを起動
1「コンピュータの起動時にサーバを開始」を選択します。

2「適用」（Windows）または「今すぐ適用」（Macintosh）をクリックします。
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データフォルダの場所の変更
データフォルダには、Version Cueプロジェクト、ファイルバージョン、メタデータの整合性を維持するためのファイル
が含まれています。データフォルダの場所は変更できます。ただし、ネットワークボリュームには移動できません。デー
タフォルダを Macintoshにある外部ディスクに移動する場合、ディスクの情報を見るダイアログボックスで「このボ
リューム上の所有権を無視する」の選択を必ず解除します。

重要：フォルダの場所の移動は、Version Cueサーバをシャットダウンしてから行ってください。Version Cueデータ
フォルダ内にあるファイルは、編集したり、手動で移動したりしないでください。

1 Version Cueの環境設定にアクセスするには、次のいずれかの操作を実行します。

• Windowsでは、画面右下のシステムトレイにある Version Cueアイコン をダブルクリックします。

• Macintoshでは、画面上部のメニューバーにある Version Cueアイコン をクリックし、メニューから「Version

Cue CS3環境設定」を選択します。

• コントロールパネルを開いて「Adobe Version Cue CS3」をダブルクリック（Windows）するか、またはシステム環
境設定で「Version Cue CS3」をクリック（Macintosh）します。

2 Adobe Version Cue CS3ダイアログボックスで「場所」タブをクリックします。

3 現在のデータフォルダの隣にある「選択」ボタンをクリックして、そのフォルダ用の新しい場所を選択します。
Version Cueサーバがインストールされているコンピュータ（外部ディスクを含む）の場所を選択する必要があります。

4「OK」をクリックします。

関連項目

51ページの「Version Cueサーバのシャットダウンまたは再起動」

リモートサーバへの接続
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

異なるサブネットに存在する Version Cueプロジェクトを操作する必要がある場合、リモート Version Cueサーバが他
のユーザに公開するよう設定されているのであれば、コンピュータの IPアドレスを使用してその Version Cueサーバに
アクセスできます。公開すると設定されているサブネット内の Version Cueサーバは、自動的に公開されます。

1 次のいずれかの操作を実行します。

• Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopで、ファイル／開くを選択します。OSダイア
ログボックスを使用している場合は、「Adobeダイアログを使用」ボタンをクリックします。お気に入りパネルの
「Version Cue」をクリックし、ツールメニューから「サーバに接続」またはプロジェクトツール（Acrobat）メニュー

から「接続先」を選択します。

• Bridgeでは、ツール／Version Cue／サーバに接続を選択します。

2 サーバに接続ダイアログボックスで、http://153.32.235.230など、IPアドレスまたは DNSアドレスと Version Cue

サーバのポートを入力します。Version Cue CS2ワークスペースと同一のシステム上にあるサーバに接続する場合、
http://153.32.235.230:50900のように、Version Cueの URLの最後にポート番号 50900を追加して指定します。

リモートユーザと WebDAVアプリケーションがサーバにアクセスする必要のある Version Cueの URLを特定する
には、Version Cueサーバ管理ログインページを表示します。または、Bridgeのインスペクタで URLを表示するこ

ともできます。

3「OK」をクリックします。

リモートサーバへのショートカットが、使用可能な Version Cueサーバのリストに自動的に追加されます。

関連項目

37ページの「Bridgeでの Version Cueファイルの検査」
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WebDAVを使用した Version Cueサーバへの接続
アドビ以外のファイルの管理には Adobe Bridgeを使用することを推奨します。ただし、Adobe Bridgeに対するアクセ
ス権限のないユーザと共同で作業を行っている場合は、Version Cue WebDAVサーバ URLを使用すると Version Cue

サーバ上のプロジェクトにアクセスできます。

Microsoft Officeアプリケーションなどの WebDAV対応のアプリケーションを使用すると、Version Cueサーバにアク
セスできます。Windowsでは、プロジェクトの WebDAV URLを指定することで、ネットワーク上の場所として
Version Cueサーバのプロジェクトを指定します。Macintoshでは、Finderから「サーバへ接続」コマンドを使用して
プロジェクトの WebDAV URLを指定します。接続を行う前に、使用しているアプリケーションのマニュアルを参照し
てそのアプリケーションでの WebDAV機能の使用方法を確認してください。

❖ Version Cue WebDAV URL、ポート番号（3703、または Version Cue CS2ワークスペースと同一のシステム上で動
作しているサーバに接続している場合は 50900）、「webdav」とプロジェクト名を入力します。例えば、
http://153.32.235.230:3703/webdav/project_nameと指定します。

Version Cue 3.0サーバへのプロジェクトの移行
現在、Version Cue CS2を使用している場合、プロジェクトを Version Cue CS3に移行する必要があります。Version

Cue CS2プロジェクトを Version Cue CS3に移行すると、移行前のプロジェクトに割り当てられていたユーザも移行さ
れます。

Version Cue CS2プロジェクトは、Intel®ベースの Macintoshコンピュータにインストールされた Version Cue CS3に
は移行できません。

プロジェクトを移行する前に、プロジェクトデータが最新のものになるように、ユーザ全員に対してアセットを同期する
ように指示してください。

1 Version Cue CS3がインストールされているコンピュータの Com.adobe.versioncue.migration_2.0.0フォルダを検
索し、そのフォルダを Version Cue CS2のプラグインフォルダにコピーします。

2 Version Cue CS2を再起動します。

3 Version Cue CS3サーバ管理にログインします。

4「高度な作業」タブをクリックし、「Version Cue CS2データを読み込み」をクリックします。

5 Version Cue CS2管理者のログイン名とパスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。

6 移行するプロジェクトを選択し、「データ移行」をクリックします。

注意：Version Cue CS3サーバに存在するプロジェクトと同じ名前が Version Cue CS2プロジェクトに付いている場合、
Version Cue CS2プロジェクト名の最後に番号が追加されます（例：Test Project（2））。Version Cue CS3サーバ上の
既存のユーザと同じユーザ名が Version Cue CS2ユーザにもある場合、既存の Version Cue CS3ユーザアカウントが使
用されます。

7 Version Cueサーバ管理に確認ページが表示されたら、「終了」をクリックします。

8 Version Cue CS2ワークスペースを停止します。

9 Version Cue CS2をアンインストールします。

10 Version Cue CS3サーバを再起動します。これによってポートがリセットされ、Adobe Creative Suite 2と Adobe

Creative Suite 3の両方のコンポーネントからアクセスできるようになります。

関連項目

71ページの「Version Cueサーバ管理へのログイン」

43ページの「Version Cue CS3での Creative Suite 2コンポーネントおよび Acrobat 8の使用」



BRIDGE/VERSION CUE
ユーザガイド

51

Version Cueサーバのシャットダウンまたは再起動
Version Cueサーバをシャットダウンすると、そのサーバでホストされている Version Cueプロジェクトへのアクセスが
できなくなります。

Version Cueサーバを再起動すると、そのたびに整合性チェックが実行され、必要に応じて修復が行われます。最適なパ
フォーマンスを得るため、整合性チェックと修復を実行できるように Version Cueサーバを毎週再起動してください。

1 Version Cueの環境設定にアクセスするには、次のいずれかの操作を実行します。

• Windowsでは、画面右下のシステムトレイにある Version Cueアイコン をダブルクリックします。

• Macintoshでは、画面上部のメニューバーにある Version Cueアイコン をクリックし、「Version Cue CS3環境設
定」を選択します。

• コントロールパネルを開いて「Adobe Version Cue CS3」をダブルクリック（Windows）するか、またはシステム環
境設定で「Version Cue CS3」をクリック（Macintosh）します。

2 Adobe Version Cue CS3ダイアログボックスで「設定」タブをクリックします。

• Version Cueサーバをシャットダウンするには、「停止」をクリックします。確認メッセージが表示されたら、「はい」
（Windows）または「停止する」（Macintosh）をクリックします。

• Version Cueサーバを再起動する場合は、「停止」をクリックしてから「起動」をクリックします。

• コンピュータの起動時に自動的に Version Cueが起動するように設定するには、「コンピュータの起動時にサーバを開
始」を選択します。

3「OK」（Windows）または「今すぐ適用」（Macintosh）をクリックします。

また、Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブにある「サーバを再起動」をクリックしても Version Cueサー
バを再起動することができます。

関連項目

78ページの「詳細な Version Cueサーバ管理タスク」

Version Cueプロジェクトの使用

Version Cueプロジェクトについて
Version Cueプロジェクトは Version Cueサーバに保存されます。プロジェクトには、プロジェクトに追加されるファイ
ルのマスターコピーのほか、ファイルバージョン、コメントやバージョンの日付などの他のファイルデータが保存されま
す。Version Cueサーバが公開されるよう指定されてプロジェクトが共有されると、複数のユーザがプロジェクトにアク
セスできます。プロジェクトにはアドビファイルもアドビ以外のファイルも格納できます。

Version Cueのプロジェクトを初めて開くと、Version Cueによって「Version Cue」というフォルダがマイドキュメン
ト（Windows）または書類（Macintosh）フォルダに作成され、その Version Cueフォルダにプロジェクトフォルダが
追加されます。また、Version Cueのお気に入りアイコンをクリックすると、Version Cueによって Bridgeおよび
Adobeダイアログボックスに表示されるプロジェクトにショートカットが作成されます。

プロジェクトの作成と管理を行うことができるのは、Version Cueサーバ管理でユーザに適切な権限が与えられている場
合のみです。

注意：Adobe Creative Suite 2コンポーネントまたは Acrobat 8を使用している場合、Version Cue CS3プロジェクトが
Adobe Creative Suite 2および Acrobat 8と下位互換性があると指定されていない限り、Adobeダイアログボックスや
Bridge内で Version Cue CS3プロジェクトは表示されません。さらに、Creative Suite 2コンポーネントと Acrobat 8は
SSLを使用している Version Cue CS3サーバには接続できません。
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関連項目

57ページの「ローカルプロジェクトファイルについて」

65ページの「バージョンについて」

71ページの「ユーザの作成と管理」

プロジェクトの作成
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

プロジェクトは、Bridge、Version Cue対応のいずれかの Creative Suiteコンポーネントまたは Version Cueサーバ管理
を使用して作成でき、これらによって詳細なプロジェクトプロパティを指定するオプションが提供されます（Version

Cueサーバ管理でのプロジェクトの作成について詳しくは、74ページの「Version Cueサーバ管理でのプロジェクトの
作成と管理」を参照してください）。

Version Cueでプロジェクトを作成するには、プロジェクト管理権限が必要です。共有プロジェクトを作成する場合は、
Version Cueサーバの公開設定が他のユーザに公開に設定されていることを確認します。サーバが非公開の場合は、他の
ユーザは共有プロジェクトにアクセスできません。

関連項目

71ページの「ユーザの作成と管理」

プロジェクトの作成
1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopで、ファイル／開くを選択します。OSダイア
ログボックスを使用している場合は、「Adobeダイアログを使用」ボタンをクリックします。

2 お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックします。

3 ツールメニューまたはプロジェクトツール（Acrobat）メニュー から「新規プロジェクト」を選択します。

4 場所メニューからプロジェクトをホストする Version Cueサーバを選択します。

5「プロジェクト名」テキストボックスにプロジェクトの名前を入力し、「プロジェクト情報」テキストボックスに説明を
入力します。

6 このプロジェクトとそこに含まれているファイルを他のユーザが使用できるようにするには、「このプロジェクトを他
のユーザと共有」を選択します。

7 Creative Suite 2または Acrobat 8のユーザがアクセスできるプロジェクトを作成するには、「Version Cue CS2と互
換性のあるプロジェクトにする」を選択します。

8「OK」をクリックします。

Bridgeでのプロジェクトの作成
1 ツール／Version Cue／新規プロジェクトを選択します。

2 新規プロジェクトダイアログボックスで、場所メニューからプロジェクトをホストする Version Cueサーバを選択し
ます。

3「プロジェクト名」テキストボックスにプロジェクトの名前を入力し、「プロジェクト情報」テキストボックスに説明を
入力します。

4 このプロジェクトとそこに含まれているファイルを他のユーザが使用できるようにするには、「このプロジェクトを他
のユーザと共有」を選択します。

5 Creative Suite 2または Acrobat 8のユーザがアクセスできるプロジェクトを作成するには、「Version Cue CS2と互
換性のあるプロジェクトにする」を選択します。

6「OK」をクリックします。
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プロジェクトの表示
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

ユーザは、ローカル Version Cueサーバに保存されているプロジェクトを開くことも、他のユーザに公開するように設定
されているリモートサーバ上にある共有プロジェクトを開くこともできます。

関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

47ページの「Version Cueサーバの環境設定」

49ページの「リモートサーバへの接続」

プロジェクトの表示
1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopで、ファイル／開くを選択します。OSダイア
ログボックスを使用している場合は、「Adobeダイアログを使用」ボタンをクリックします。

2 お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックします。

3 次のいずれかの操作を実行します。

• ローカルサーバをダブルクリックして、ローカルプロジェクトを表示します。

•「最近使用したプロジェクト」をダブルクリックして、最近開いたプロジェクトを開きます。

•「サーバを参照」をダブルクリックして、プロジェクトをホストしている Version Cueサーバを検索します。サーバの
検索時にダブルクリックすると、そのサーバのプロジェクトが表示されます。

注意：プロジェクトをホストするサーバがネットワークの外側に存在する場合、ツールメニューから「サーバに接続」ま
たはプロジェクトツールメニュー（Acrobat）の「接続先」を選択し、サーバの IPアドレスまたは DNSアドレスを入力
して「OK」をクリックします。

4 プロジェクトをダブルクリックして開きます。

Bridgeでのプロジェクトの表示
1 お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックします。

2 次のいずれかの操作を実行します。

• ローカルサーバをダブルクリックして、ローカルプロジェクトを表示します。

•「最近使用したプロジェクト」をダブルクリックして、最近開いたプロジェクトを開きます。

•「サーバを参照」をダブルクリックして、プロジェクトをホストしている Version Cueサーバを検索します。サーバの
検索時にダブルクリックすると、そのサーバのプロジェクトが表示されます。

注意：プロジェクトをホストするサーバがサブネットの外側に存在する場合、ツール／Version Cue／サーバに接続を選
択し、サーバの IPアドレスまたは DNSアドレスを入力して「OK」をクリックします。

3 プロジェクトをダブルクリックして開きます。

プロジェクトプロパティの編集
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

プロジェクト名、説明、共有ステータス、ローカルプロジェクトファイルの場所および Bridgeまたは Adobeダイアログ
ボックスのプロジェクトバックアップの場所など、プロジェクトのプロパティのほとんどは編集できます。ただし、ロッ
ク保護の有効化、ユーザの編集または割り当て、ユーザのプロジェクトへのログインの要求のいずれかを行う場合は、
Version Cueサーバ管理を使用してください。
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関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

53ページの「プロジェクトの表示」

57ページの「ローカルプロジェクトファイルについて」

74ページの「Version Cueサーバ管理でのプロジェクトの作成と管理」

プロジェクトプロパティへのアクセス
• Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスでプロジェ
クトを選択し、ツールメニューまたはプロジェクトツール（Acrobat）メニューから「プロパティの編集」を選択しま
す。

• Bridgeでは、プロジェクトを選択し、表示／インスペクタパネルを選択してから、インスペクタパネルのタスク領域
で「プロパティの編集」をクリックします。

• Bridgeでは、プロジェクトを選択し、ツール／Version Cue／プロパティの編集を選択します。

注意：Version Cueサーバ管理でプロジェクトプロパティの詳細を編集するには、プロパティの編集ダイアログボックス
で「サーバ管理」をクリックします。

プロジェクト名または説明の変更
1 プロパティの編集ダイアログボックスの「プロジェクト名」テキストボックスでプロジェクト名を入力します。変更し
た名前は、プロジェクトを切断して再度プロジェクトに接続すると、初めて自分の（または自分のワークグループの）
ローカルプロジェクトフォルダに反映されます。プロジェクトの説明を変更するには、「プロジェクト情報」テキスト
ボックスに説明を入力します。

2「保存」をクリックします。

ローカルプロジェクトファイルの場所の変更
1 プロパティの編集ダイアログボックスで、ローカルプロジェクトファイルを展開して、自分のコンピュータにあるロー
カルプロジェクトファイルの場所を表示します。

2「場所を変更」をクリックして、コンピュータのローカルプロジェクトファイルの新しい場所を選択します。

注意：ローカルプロジェクトファイルの場所を変更するために、ファイルシステム内のプロジェクトフォルダを手動で移
動しないでください。

3「保存」をクリックします。

プロジェクトの共有ステータスの変更
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42

ページの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

初期設定では、Version Cue CS3プロジェクトは非公開です。ただし、プロジェクトの共有ステータスはいつでも変更で
きます。プロジェクトのステータスを共有に変更する場合は、Version Cueサーバが他のユーザから表示可能と設定され
ていることを確認します。サーバが非公開の場合は、他のユーザは共有プロジェクトにアクセスできません。

Version Cueサーバ管理を使用すると、共有プロジェクトへのログインを要求することで、特定のユーザに対してア
クセスを制限できます。

関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

53ページの「プロジェクトの表示」

74ページの「Version Cueサーバ管理でのプロジェクトの作成と管理」
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プロジェクトの共有と共有の解除
1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスでプロジェ
クトを選択し、ツールメニューまたはプロジェクトツール（Acrobat）メニューから「プロパティの編集」を選択します。

2「このプロジェクトを他のユーザと共有」を選択または選択解除し、「保存」をクリックします。

Bridgeからのプロジェクトの共有と共有の解除
1 お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックします。

2 プロジェクトを選択し、次のいずれかを実行します。

• 表示／インスペクタパネルを選択してから、インスペクタパネルのタスク領域で「プロパティの編集」をクリックしま
す。

• ツール／Version Cue／プロパティの編集を選択します。

3「このプロジェクトを他のユーザと共有」を選択または選択解除し、「保存」をクリックします。

プロジェクトバックアップの場所の変更
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

バックアップフォルダの場所を変更する前に、Version Cueサーバをシャットダウンする必要があります。このフォルダ
は手動で移動しないでください。

1 Version Cueサーバをシャットダウンします（詳しくは、51ページの「Version Cueサーバのシャットダウンまたは
再起動」を参照してください）。

2 Version Cueの環境設定にアクセスするには、次のいずれかの操作を実行します。

• Windowsでは、画面右下のシステムトレイにある Version Cueアイコン をダブルクリックします。

• Macintoshでは、画面上部のメニューバーにある Version Cueアイコン をクリックし、メニューから「Version

Cue CS3環境設定」を選択します。

• コントロールパネルを開いて「Adobe Version Cue CS3」をダブルクリック（Windows）するか、またはシステム環
境設定で「Version Cue CS3」をクリック（Macintosh）します。

3 Adobe Version Cue CS3ダイアログボックスで「場所」タブをクリックします。

4 バックアップフォルダの隣にある「選択」ボタンをクリックして、そのフォルダ用の新しい場所を選択します。必ず、
Version Cueサーバがインストールされているコンピュータ上の場所を選択してください。

5「OK」をクリックします。

6「OK」（Windows）または「今すぐ適用」（Macintosh）をクリックします。確認メッセージが表示されたら、「はい」
（Windows）または「今すぐ再起動」（Macintosh）をクリックして Version Cueサーバを再起動します。

プロジェクトへのファイルやフォルダの追加
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

ファイルのバージョンを保存し、ワークグループでファイルを共有して Version Cueのファイル管理機能を利用するに
は、Version Cueプロジェクトにファイルを追加する必要があります。Version Cueプロジェクトには、アドビファイル
もアドビ以外のファイルも追加できます。Adobeダイアログボックスを使用して Version Cue対応の Adobe Creative

Suiteコンポーネント内からファイルを 1つずつ追加するか、Bridgeで「ファイルを追加」コマンドを使用してファイル
のグループを追加することができます。
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関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

53ページの「プロジェクトの表示」

プロジェクトへのファイルの追加
1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでファイルを開きます。

2 ファイル／別名で保存を選択します。OSダイアログボックスを使用している場合は、「Adobeダイアログを使用」ボ
タンをクリックします。

3 お気に入りパネルで「Version Cue」をクリックしてファイルを追加するプロジェクトを開き、「別名で保存」をク
リックします。

4 チェックインダイアログボックスまたはバージョンを保存（Acrobat）ダイアログボックスでバージョンコメントを入
力して「OK」をクリックします。

Bridgeでのプロジェクトへのファイルまたはフォルダの追加
1 お気に入りパネルで「Version Cue」をクリックしてファイルを追加するプロジェクトを開きます。

2 次のいずれかの操作を実行します。

• Bridgeで、エクスプローラ（Windows）または Finder（Macintosh）からファイルまたはフォルダをプロジェクト
にドラッグします（Bridgeでは Version Cueプロジェクトに空のフォルダをドラッグすることはできません）。

• ツール／Version Cue／ファイルを追加を選択します。開くダイアログボックスで、ファイルを選択して「開く」をク
リックします。

3 チェックインダイアログボックスでバージョンコメントを入力し、「OK」をクリックします。

プロジェクトの削除
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

Bridge、Version Cue対応の Adobe Creative Suiteコンポーネントまたは Version Cueサーバ管理を使用すると、
Version Cueプロジェクトを削除できます。いずれかのユーザがチェックアウト中または使用中（Acrobat）とマークさ
れているファイルを持っている場合、プロジェクトは削除できません。

注意：チェックアウト中または使用中（Acrobat）と指定されているファイルのチェックアウト中または使用中ステータ
スを削除して、ファイルのロックを削除します。詳しくは、78ページの「詳細な Version Cueサーバ管理タスク」を参
照してください。

プロジェクトを永続的に削除することによって、Version Cueサーバからプロジェクトのすべてのファイル（バージョン
を含む）とフォルダが消去され、プロジェクトへのショートカットとローカルプロジェクトファイルが自分のコンピュー
タから消去されます（他のユーザのコンピュータ上に作成されたローカルプロジェクトファイルは、削除されたプロジェ
クトから切断されて初めて削除されます）。

関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

53ページの「プロジェクトの表示」

74ページの「Version Cueサーバ管理でのプロジェクトの作成と管理」

プロジェクトの削除
❖ Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスで削除する
プロジェクトを選択してから、削除アイコン をクリックします。
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Bridgeでのプロジェクトの削除
1 お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックします。

2 削除するプロジェクトを選択して、項目を削除アイコン をクリックします。

プロジェクトからの切断
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

プロジェクトから切断すると、自分のコンピュータ上にあるローカルプロジェクトファイルは消去されますが、Version

Cueサーバにあるマスターコピーのファイルは完全な状態のまま残ります。切断すると、Bridgeおよび Adobeダイアロ
グボックスから、そのプロジェクトへのショートカットも削除されます。切断することによって、ハードディスクの空き
領域を増やすことができます（次回、ファイルを開いたり、ダウンロード、編集または同期を行うと、新しいローカルプ
ロジェクトファイルが作成されます）。また、プロジェクトを切断することによって、ワークグループ内の他のユーザが
削除したプロジェクトから自分のローカルプロジェクトファイルを消去することもできます。

ユーザがチェックアウト中または使用中（Acrobat）ステータスで所有しているローカルプロジェクトファイルのあ
るプロジェクトを管理者が削除した場合、ユーザはハードディスクから自分のローカルプロジェクトファイルを手動

で削除する必要があります。その後、ユーザはプロジェクトから切断できます。

関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

53ページの「プロジェクトの表示」

プロジェクトからの切断
1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスのお気に入
りパネルで「Version Cue」をクリックします。

2 切断するプロジェクトを右クリック（Windows）または Controlキーを押しながらクリック（Macintosh）して、
「切断」を選択します。

Bridgeでのプロジェクトからの切断
1 お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックします。

2 切断するプロジェクトを右クリック（Windows）または Controlキーを押しながらクリック（Macintosh）して、
「切断」を選択します。

Version Cueでのファイルの操作

ローカルプロジェクトファイルについて
Version Cueプロジェクトのファイルで作業する場合、編集しているファイルは Version Cueサーバにあるマスターファ
イルではなく、マスターファイルのローカルコピーであり、マスターファイルは保護されて、何も変更されません。ま
た、ローカルプロジェクトファイルでは他のユーザと同時にファイルに対して作業を行うことができます。

重要：ハードディスクからローカルプロジェクトファイルの保存場所を変更するには、「場所を変更」機能を使用します
（ファイルシステムでプロジェクトフォルダを手動で移動しないでください）。手順について詳しくは、53ページの「プロ
ジェクトプロパティの編集」を参照してください。

作業を行うときに、「保存」コマンドを使用して定期的に変更を保存し、ローカルプロジェクトファイルを更新します。
「チェックイン」または「バージョンを保存」（Acrobat）コマンドを選択した場合、または Version Cueサーバでファイ
ルを同期した場合に、Version Cueサーバのマスターファイルに新しいバージョンが追加されます。
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関連項目

42ページの「Version Cue機能へのアクセス」

51ページの「Version Cueプロジェクトについて」

65ページの「バージョンについて」

69ページの「ファイルの同期」

ファイルステータス
Version Cueによって管理されるファイルには、常に、Version Cueサーバでのファイルの状態を表すステータスアイコ
ンが割り当てられます。Version Cueプロジェクト、Bridgeおよび Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネント
でファイルを開いた後のドキュメントウィンドウでファイルを参照するときに、ファイルのステータスを表示できます
（Acrobatではステータスはナビゲーションパネルの左下に表示されます）。

ドキュメントウィンドウのステータス領域に Version Cueステータスが表示されない場合、ステータスバーをクリッ
クして、表示／Version Cueステータスを選択します。

1つのファイルには 1度に複数のステータスを割り当てることができます。

オープン中 ファイルはユーザのコンピュータで開かれています。オープン中のステータスは、自分のコンピュータ上
のファイルについてのみ示されます。

ユーザ自身がチェックアウト中 自分がそのファイルを編集中です。ファイルの内容を変更する編集を行ったときにこ
のステータスが割り当てられます。ファイルの内容を変更することを他のユーザに警告するために、ファイルを編集する
前にファイルをチェックアウト中とマークすることができます。

チェックアウト中のユーザ [ユーザ名 ] 別のユーザがファイルを編集中であり、まだ新しいバージョンを保存していま
せん。

特定のプロジェクトでチェックアウト中のすべてのファイルを即座に表示するには、プロジェクトを開き、Adobeダ
イアログボックスのお気に入りパネルにある「Version Cue」エントリの下にある「チェックアウト中のファイル」

をクリックします。

同期済み ファイルの既知の最新バージョンが編集可能であり、自分のコンピュータ上にそのファイルのローカルコ
ピーがあります。編集中のファイルのバージョンをチェックインしたとき、またはプロジェクトを同期したときに、この
ステータスが割り当てられます。

競合 バージョンの競合があります。または、自分と別のユーザがそのファイルを編集中です。

新規ファイル ローカルプロジェクトフォルダにあるファイルが Version Cueで認識されている唯一のコピーであり、
まだ Version Cueサーバと同期されていません。このステータスは、例えば、Version Cueサーバがオフラインであると
きに初めて既存のプロジェクトにファイルが保存された場合などに適用されることがあります。ファイルの編集はできま
すが、変更を保存した後にファイルをチェックインするか、同期することが重要です。

サーバ上の新しいバージョン ローカルプロジェクトファイルは存在しますが、Version Cueサーバ上にファイルのよ
り新しいバージョンが存在します。このステータスは、最新のローカルプロジェクトファイルがダウンロードされ、ファ
イルを編集できるようになるまでに少し時間がかかることを示しています。

サーバはオフラインです ローカルプロジェクトファイルは存在しますが、Version Cueサーバがオフラインであるか、
ユーザがオフラインであるため、サーバにアクセスできません。ローカルプロジェクトファイルが Version Cueサーバの
最新バージョンと同期されているかどうかを確認する方法はありません。オフラインコピーを編集して変更内容を保存で
きますが、Version Cueサーバがオンラインに戻ったときに、バージョンをチェックインするか、ファイルを同期する必
要があります。

削除済み ファイルまたはフォルダがプロジェクトから削除されていますが、まだ完全に消去されていません（削除さ
れたファイルやフォルダは復元できます）。
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関連項目

42ページの「Version Cue機能へのアクセス」

68ページの「オフラインになっているファイルの編集と同期」

64ページの「プロジェクトからのファイルまたはフォルダの削除」

60ページの「別のユーザがチェックアウトしたファイルの編集」

プロジェクト内のファイルを開く
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

ユーザは、ローカル Version Cueサーバに保存されているプロジェクトからのみファイルを開くことも、他のユーザに公
開するように設定されているリモートサーバ上にある共有プロジェクトからファイルを開くこともできます。

関連項目

53ページの「プロジェクトの表示」

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

47ページの「Version Cueサーバの環境設定」

プロジェクトファイルを開く
1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、ファイル／開くを選択して、Adobeダ
イアログボックスのお気に入りパネルで「Version Cue」をクリックします。

2 開くファイルを含むプロジェクトをダブルクリックします。

3 ファイルを選択して、「開く」をクリックします。

注意：Bridgeでファイルを表示するには、Adobeダイアログボックスで右クリック（Windows）または Controlキー
を押しながらクリック（Macintosh）して、「Bridgeで表示」を選択します。

Bridgeからプロジェクトファイルを開く
1 お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックします。

2 開こうとしているファイルを含むプロジェクトをダブルクリックしてから、ファイルをダブルクリックします。ファイ
ルはネイティブアプリケーションで開かれます。

ローカルプロジェクトファイルへの変更の保存
Version Cueプロジェクトから開いたファイルを編集しているときに、変更内容を保存したいけれども新しいバージョン
を保存する準備ができていない場合は、ファイル／保存コマンドを使用して、変更内容を自分のコンピュータ上のローカ
ルプロジェクトファイルに保存できます。共有 Version Cueサーバに新しいバージョンを保存するまで、他のユーザがこ
の変更内容を使用することはできません。変更内容を保存してファイルを閉じ、後で再びそのファイルを開いてバージョ
ンをチェックインすることもできます。

❖ 変更内容をローカルプロジェクトファイルに保存するには、ファイル／保存を選択します。

関連項目

42ページの「Version Cue機能へのアクセス」

65ページの「バージョンのチェックイン」
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ローカルプロジェクトファイルの削除
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

ハードディスクの空き領域を増やしたい場合などには、ユーザ自身がチェックアウトしていないファイルをローカルプロ
ジェクトフォルダから削除することができます。ローカルプロジェクトファイルを削除しても、Version Cueサーバに保
存されているファイルのチェックインに影響はありません。プロジェクトを次回同期するときに、Version Cueによって
新しいローカルプロジェクトファイルが作成されます。

プロジェクトから切断すると、ローカルプロジェクトファイルも削除されます。ただし、「切断」コマンドによってプ
ロジェクトへのショートカットが Bridgeおよび Adobeダイアログボックスからも削除されます。

• Bridgeでは、Version Cueプロジェクトまたはプロジェクトファイルを選択し、ツール／Version Cue／ローカルファ
イルをクリアを選択します。

• Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Version Cueプロジェクトまたはプロ
ジェクトファイルを選択し、ツールメニューまたはプロジェクトツール（Acrobat）メニューから「ローカルファイル
をクリア」を選択します。

関連項目

57ページの「プロジェクトからの切断」

別のユーザがチェックアウトしたファイルの編集
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

マスターファイルのローカルコピーを誰かが編集中の場合、Version Cueによってファイルのステータスはチェックアウ
ト中または使用中（Acrobat）に変更されて、ユーザがローカルプロジェクトファイルの編集を始めようとしたときにそ
のファイルが既にチェックアウトされていることが通知され、ユーザはそのファイルの操作を続行するかどうかを決定す
ることができます。

ファイルへの作業が完了すると、両方のユーザはファイルの新しいバージョンを Version Cueサーバに保存できます。
Version Cueから、そのファイルの現在のユーザすべてに対して Version Cueサーバに新しいバージョンが存在するとい
う警告が表示され、最新バージョンをダウンロードするか、または現在の編集を続行するかのオプションが提供されま
す。

Version Cueプロジェクトにロック保護を割り当てる場合は、Version Cueサーバ管理を使用します。ロック保護さ
れているプロジェクト内の使用可能なファイルを編集する最初のユーザだけが、そのファイルのバージョンを

Version Cueプロジェクトにチェックインできます。詳しくは、74ページの「Version Cueサーバ管理でのプロジェクト
の作成と管理」を参照してください。

別のユーザがチェックアウトした 1つのファイルの編集
1 ファイルを開き、チェックアウト中のユーザまたは使用中のユーザ（Acrobat）の警告が表示された場合には、次のオ
プションのうちのいずれかを選択します。

変更を破棄する Version Cueサーバ内の最新バージョンのファイルを表示して、ローカルプロジェクトファイルに対して
自分が行った変更を破棄します。

編集を続行する 他のユーザが同じファイルのローカルコピーに対して行った変更内容を上書きせずに、自分のローカルプ
ロジェクトファイルを編集します（各ユーザにファイルの新しいバージョンを保存するように求めるメッセージが表示さ
れます）。

2 ドキュメントの作業を続行し、内容を変更する場合、Version Cueによって警告が表示され、競合コピーが作成される
可能性があることが通知されます。次のいずれかの操作を行います。

いいえ、ドキュメントを閉じます 変更せずにファイルを閉じます。

はい、開いたままにします ドキュメントへの作業を行えるように、ファイルを開いたままにします。
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3 プロジェクトにロック保護が適用されていない場合、編集した内容を含む新しいバージョンを保存できます。続行する
と編集内容が競合するという警告が表示されます。次のいずれかの操作を行います。

キャンセル バージョンをチェックインせずに開いているドキュメントに戻ります。

チェックイン Version Cueサーバのマスターファイルを新しいバージョンで更新します（他のユーザには、ファイルの新
しいバージョンが作成されたことを知らせる警告が表示されます）。

いつでも、ドキュメントを閉じて、変更内容を破棄することができます。

ファイルを最新バージョンで更新
自分が開いているファイルまたはチェックアウト中または使用中（Acrobat）とマークしたままであるファイルの新しい
バージョンを別のユーザが作成した場合、ファイルを開いたり、自分が行った変更を保存しようとしたり、ドキュメント
ウィンドウを一連のドキュメントの最前面に移動したりすると、自分のドキュメントを最新バージョンで更新するように
求められます。

❖ このプロンプトが表示された場合には、次のいずれかを選択します。

変更を破棄する Version Cueプロジェクト内の最新バージョンでドキュメントを更新します。ファイルを更新した後に
ファイルの編集を続行できます。ローカルプロジェクトファイルに対して行った変更を保存するために「保存」コマンド
を既に使用している場合であっても、ユーザの行った変更内容は失われます。

編集を続行する ドキュメントはそのままの状態になります。新しいバージョンで行われた変更を上書きすることなく、
ファイルの編集を続行できます。代わりに、ファイルを閉じるときに、ファイルの新しいバージョンを保存するか、また
は変更を破棄するように求められます。

Version Cueファイルの移動とコピー
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

1つのプロジェクト内、プロジェクト間またはプロジェクトからデスクトップフォルダへの Version Cueファイルの移動
またはコピーを行うには、Bridgeでは「移動」コマンドまたは「コピー先」コマンドを使用します。ファイルのコピーま
たは移動を行うとき、最新のバージョンのみがコピーまたは移動されます。

関連項目

53ページの「プロジェクトの表示」

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

Version Cueファイルのコピー
❖ 以下のいずれかの操作を行います。

• Bridgeでファイルを選択し、編集／コピーを選択します。

• Bridgeでファイルを右クリックして、「コピー先」を選択し、コンテキストメニューからプロジェクトまたはフォルダ
を選択します（表示されていないフォルダを指定する場合、「フォルダ」を選択し、デスクトップまたはプロジェクト
フォルダを選択して「OK」をクリックします）。

• 別の場所にファイルを Ctrlキーを押しながらドラッグ（Windows）または Optionキーを押しながらドラッグ
（Macintosh）します。

• ファイルをプロジェクト間でドラッグします（同一プロジェクト内の別の場所にファイルをドラッグすると、ファイル
は移動されます）。
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Version Cueファイルの移動
❖ 以下のいずれかの操作を行います。

• Bridgeでファイルを右クリックして、「移動」を選択し、コンテキストメニューからプロジェクトまたはプロジェクト
フォルダを選択します（表示されていないフォルダを指定する場合、「フォルダ」を選択し、フォルダを選択して
「OK」をクリックします）。

注意：Bridgeでは、同一の Version Cueプロジェクト内で「移動」コマンドを使用すると、ファイルが移動されます。
Version Cueプロジェクト間または Version Cueプロジェクトからデスクトップフォルダにファイルを移動するために
「移動」コマンドを使用すると、Bridgeによってファイルがコピーされます。

• 同一のプロジェクト内の別の場所にファイルをドラッグします（プロジェクト間でファイルをドラッグすると、ファイ
ルはコピーされます）。

Version Cueファイルの検索
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

タイトル、作成者、著作権データ、キーワード、日付、場所などの具体的なメタデータを検索すると、Version Cueプロ
ジェクト内のファイルを見つけることができます。Version Cueプロジェクトファイルで作業していると、ファイルにメ
タデータが追加されます。また、Adobe Creative Suiteコンポーネントのファイル情報ダイアログボックスからファイル
に他のメタデータを追加することもできます。Adobe Creative Suiteコンポーネントには具体的なメタデータフィールド
を含めることができます。例えば、InDesignファイルのフォントやカラー、Illustratorファイルのカラーなどです。

既存のファイルと同様、プロジェクトから削除されたファイルも検索できます。Bridgeでは、バージョンコメントおよび
過去のバージョンで、Version Cueプロジェクトファイルを検索することもできます（Bridgeでの検索手順について詳
しくは、Bridgeヘルプの「ファイルおよびフォルダの検索」を参照してください）。

注意：Bridgeでは、検索ダイアログボックスの検索条件メニューから「コメントをチェックイン」を選択しない限り、
Version Cueバージョンコメント用のメタデータは検索されません。

1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスのお気に入
りパネルで「Version Cue」をクリックし、検索するプロジェクトをダブルクリックします。

2 プロジェクト検索 をクリックします。

3 検索カテゴリーメニューからオプションを選択して、隣接するテキストボックスに検索条件を入力します。

4「検索」ボタンをクリックします。

関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

53ページの「プロジェクトの表示」

66ページの「バージョンの表示、プロモート、削除」

29ページの「メタデータについて」

Version Cueファイルの配置
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopで Version Cueプロジェクトを使用しているときには、「配置」コマ
ンドを使用して、Version Cue以外のファイルを配置するときと同じ操作でドキュメントに Version Cueファイルを追加
できます。また、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopファイルを開くときに Bridgeで Version

Cueプロジェクトからファイルをドラッグすることもできます。
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アセットは、必ず Version Cueプロジェクトに追加してから、Version Cueで管理しているファイルに配置してくだ
さい。Version Cueで管理されていないファイルを Version Cueで管理されているファイルの中に配置すると、配置

されたアセットのバージョンまたはステータスを追跡できなくなります。

リンクパネル（Illustrator、InCopy、InDesign）には、Version Cueプロジェクトから配置されたファイルについて、
リンクされたファイルが編集中であるかどうか、どのユーザが編集を行っているのかを特定する詳細情報が表示されま
す。リンクパネルを使用すると、リンクされたファイルを、Version Cueサーバに保存されている新しいバージョンに更
新する必要があるかどうかもわかります。

ファイルをドキュメント内に配置する方法について詳しくは、各アプリケーションのヘルプを参照してください。

配置されたファイルの以前のバージョンへの置き換え
複数バージョンのあるファイルへのリンクを含む複数バージョンのドキュメントで作業をしていることがあります。ファ
イルの以前のバージョンへのリンクを含むドキュメントの以前のバージョンをプロモートすると決定した場合、プロモー
トされたドキュメント内ではファイルの最新バージョンにリンクされます。

例えば、InDesignドキュメントを作成し、そのドキュメントに Photoshopファイルを配置して、InDesignドキュメン
トと Photoshopファイルの両方で複数のバージョンを作成したとします。次に、InDesignドキュメントの以前のバー
ジョンをプロモートすると決定した場合、配置されている Photoshopファイルへのリンクはファイルの最新バージョン
をポイントしており、それはプロモートされた InDesignドキュメントに本来リンクされているファイルのバージョンで
はありません。この問題を解決するには、リンクされたファイルを以前のバージョンに置き換えます。

注意： Illustrator、InCopyまたは InDesignは、プロモートされたドキュメントに本来リンクしたファイルのバージョ
ンのサムネールを表示しますが、リンクは実際にはファイルの最新バージョンをポイントしています。例えば、正しい
バージョンのサムネールを表示する InDesignドキュメントをパッケージ化するときに、InDesignによって最新（ただ
し正しくはない）バージョンのファイルのサムネールが置き換えられます。

1 Illustrator、InCopyまたは InDesignでは、リンクパネルでファイルを選択します。

2 リンクパネルメニューから「バージョン」を選択します。

3 バージョンを選択して、「最新バージョンとして指定」をクリックします。必要に応じてバージョンコメントを入力し、
「保存」をクリックします。

リンクパネルでのファイルとバージョンの表示
Version Cueが Illustrator、InCopyまたは InDesignで有効になっているときには、リンクパネルで、Version Cueプ
ロジェクトからリンクされたファイルをどのユーザが編集中であるかが特定されます。

リンクパネルは、Version Cueで管理されているファイルでも Version Cueで管理されていないファイルでも同様に機能
します。例えば、リンクされたファイルのより新しいバージョンが Version Cueサーバ上に存在する場合、変更されたリ
ンクアイコンアイコン が表示されます。ファイルが見つからない場合は、無効なリンクアイコンアイコン が表示
されます。Version Cueプロジェクト内のリンクされたファイルを更新する場合も、Version Cueで管理していないファ
イルを更新する場合も、手順は同じです。

また、リンクパネルには Version Cueサーバ上のファイルの状態を説明する Version Cueステータスアイコンが表示さ
れ（詳しくは、58ページの「ファイルステータス」を参照）、以前のバージョンをプロモートして使用できるように、リ
ンクされたファイルのバージョンが表示されます。リンクされたアドビ以外のファイルのバージョンを作成することもで
きます。

❖ 次のいずれかの操作を実行します。

• 配置されたファイルのバージョンを表示するには、リンクパネルメニューから「バージョン」を選択します。

• 配置されたファイルのバージョンを表示するツールヒントを表示するには、リンクパネルのファイル名の上にポインタ
を配置します。

リンクパネルと配置されたファイルの使用について詳しくは、Illustrator、InCopyまたは InDesignのヘルプを参照し
てください。
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プロジェクトからのファイルまたはフォルダの削除
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

Bridgeまたは Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネントで、ファイルまたはフォルダを削除できます。Version

Cueからのファイルまたはフォルダの削除は、誤って削除しないように、2つの手順を踏んで行います。

最初の手順では、ファイルまたはフォルダを削除して、ステータスを削除済みにします。削除したファイルまたはフォル
ダは通常のビューに表示されなくなりますが、消去はされません。第 2の手順では、削除するファイルまたはフォルダと
その以前のバージョンを完全に削除して消去します。

注意：適切な権限を持っているユーザであれば誰でも、チェックアウト中または使用中（Acrobat）としてマークされて
いないファイルやフォルダを削除することができます。ユーザがワークグループの一員であり、削除する必要のあるファ
イルを編集しているユーザがほかにいる場合は、Version Cueサーバ管理を使用してファイルのロックをリセットできま
す。

Bridgeおよび Adobe Creative Suiteの Version Cue対応のコンポーネントでは、プロジェクトのごみ箱にある削除済み
ステータスのプロジェクトファイルを表示できます。削除済みステータスのファイルまたはフォルダを復元することで、
Version Cue管理を元に戻すことができます。復元されたファイルやフォルダは、プロジェクトフォルダ階層中の以前
あった場所に表示されます

関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

53ページの「プロジェクトの表示」

57ページの「ローカルプロジェクトファイルについて」

56ページの「プロジェクトの削除」

57ページの「プロジェクトからの切断」

78ページの「詳細な Version Cueサーバ管理タスク」

ファイルまたはフォルダの削除
1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスのお気に入
りパネルで「Version Cue」をクリックし、削除するファイルやフォルダを含むプロジェクトを開きます。

2 削除するファイルやフォルダを選択し、ツールバーの削除 アイコンをクリックします。

Bridgeでのファイルまたはフォルダの削除
1 Bridgeでは、お気に入りパネルで「Version Cue」をクリックし、削除するファイルを含むプロジェクトを開きます。

2 ファイルを選択し、ツールバーの削除アイコン をクリックします。

削除したファイルまたはフォルダの復元
1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスで復元する
ファイルまたはフォルダを含むプロジェクトを開きます。

2 お気に入りパネルの「プロジェクトのごみ箱」をクリックし、復元するファイルを右クリックして「復元」を選択しま
す。

3 ツールメニューまたはプロジェクトツール（Acrobat）メニューから「更新」を選択し、ダイアログボックスを更新し
ます。

Version Cueプロジェクトの元の場所にファイルまたはフォルダが復元されます。

注意：削除済みのフォルダに含まれるファイルを復元するには、まずフォルダを復元する必要があります。フォルダを復
元すると、フォルダとのその内容すべてが復元されます。
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Bridgeでの削除済みファイルまたはフォルダの復元
1 お気に入りパネルで「Version Cue」をクリックし、復元するファイルを含むプロジェクトを開きます。

2 ツール／Version Cue／プロジェクトのごみ箱を表示を選択します。

3 復元するファイルを選択して、ツール／Version Cue／復元を選択します。

Version Cueプロジェクトの元の場所にファイルまたはフォルダが復元されます。

ファイルまたはフォルダの完全削除
1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスで完全に削
除するファイルまたはフォルダを含むプロジェクトを開きます。

2 お気に入りパネルの「プロジェクトのごみ箱」をクリックし、完全に削除するファイルを右クリックして「完全に削
除」を選択します。

3「OK」をクリックします。

Bridgeでのファイルの完全削除
1 お気に入りパネルで「Version Cue」をクリックし、完全に削除するファイルを含むプロジェクトを開きます。

2 ツール／Version Cue／プロジェクトのごみ箱を表示を選択します。

3 完全に削除するファイルを右クリック（Windows）または Controlクリック（Macintosh）して、「完全に削除」を
クリックします。

Version Cueのバージョン

バージョンについて
バージョンは、ファイルへの変更を追跡したものです。各バージョンはファイルの特定時刻のスナップショットです。
Version Cueサーバからのファイルを編集するとき、Version Cueサーバに保存した最新バージョンを編集していること
になります。Version Cueサーバへの変更を保存する準備が整ったら、バージョンをチェックインします。変更を保存す
るたびにバージョンをチェックインする必要はありません。バージョンのチェックインは、ファイルのスナップショット
を作成するときにのみ行います。

変更の追跡のために、バージョンにコメントを保存できます。また、以前のバージョンを最新バージョンにプロモートし
て、不必要な変更から回復することもできます。

同一のファイルの複数のバージョンを比較して、古くなったものの整理やディスク容量を節約するためにバージョンを削
除することもできます。

バージョンの管理に関するビデオについては、www.adobe.com/go/vid0115_jpを参照してください。

関連項目

42ページの「Version Cue機能へのアクセス」

57ページの「ローカルプロジェクトファイルについて」

59ページの「ローカルプロジェクトファイルへの変更の保存」

バージョンのチェックイン
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

ファイルの新しいバージョンをチェックインするには、「チェックイン」コマンドまたは「バージョンを保存」（Acrobat）
コマンドを使用します。これらのコマンドによって変更が Version Cueサーバに保存され、チェックアウト中または使用
中（Acrobat）のステータスがファイルから削除されます。

http://www.adobe.com/go/vid0115_jp
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バージョンをチェックインすると、ファイルに行った変更のみが転送され、保存されます。

アドビ以外のファイルのバージョンは、ファイルが Version Cueプロジェクト内にあり、Bridgeから開かれた場合にの
みチェックインできます。アドビ以外のファイルのバージョンは、チェックイン後、Version Cue対応の Creative Suite

コンポーネントのバージョンダイアログボックス、または Bridgeのインスペクタパネルまたはコンテンツパネルからア
クセスできます。

注意：InCopy、InDesignおよび Illustratorでは、リンクパネルの「元データを編集（InCopy、InDesign）」または
「オリジナルを編集（Illustrator）」コマンドを使用して、埋め込まれていないグラフィック、画像およびテキストファイ
ルのバージョンを保存できます。ファイルを編集したら、ネイティブアプリケーションで保存します。次に、リンクパネ
ルでファイルを選択し、「リンクをチェックイン」コマンドを使用して、Version Cueプロジェクトにバージョンを
チェックインします。詳しくは、InCopy、InDesignまたは Illustratorのヘルプを参照してください。

関連項目

53ページの「プロジェクトの表示」

1つのバージョンのチェックイン
1 次のいずれかの操作を実行します。

• Flash、InCopy、Illustrator、InDesignまたは Photoshopでは、ファイル／チェックインを選択します。

• Acrobatでは、ファイル／バージョンを保存を選択します。

• Bridgeでは、チェックインするファイルを 1つまたは複数選択して、「チェックイン」ボタンをクリックします。

2 チェックインダイアログボックスで、このバージョンに関連するコメントを入力し、「OK」をクリックします。

アドビ以外のファイルのチェックイン
1 Bridgeを起動します。

2 Bridgeで、お気に入りパネルで「Version Cue」をクリックしてから、チェックアウトするファイルを含むプロジェ
クトを開きます。

3 ファイルをダブルクリックして、チェックアウトし、開きます。

4 ファイルがネイティブアプリケーションで開かれたら、変更を行い、ファイルを保存して閉じます。

5 Bridgeで、「チェックイン」ボタンをクリックします。

6 チェックインダイアログボックスで、このバージョンに関連するコメントを入力し、「OK」をクリックします。

バージョンの表示、プロモート、削除
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

バージョンは独立したファイルとして扱われます。バージョンは Version Cue対応のすべての Creative Suiteコンポーネ
ントのバージョンダイアログボックスから、または Bridgeのコンテンツパネルからアクセスできます。バージョンダイ
アログボックスと Bridgeには、すべてのファイルバージョンのサムネール（番号順）が、コメント、日付、各バージョ
ンを作成したユーザのログイン名と共に表示されます。

バージョンの詳細を比較する場合、各バージョンをネイティブアプリケーションで表示できます。

以前のバージョンと最新バージョンを両方ともプロジェクトで同時に使用できるようにするには、以前のバージョン
を独立したアセットとして保存します。
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Adobeダイアログボックスでのバージョンの表示

関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

53ページの「プロジェクトの表示」

78ページの「詳細な Version Cueサーバ管理タスク」

バージョンの表示
1 Acrobat、Flash、InCopy、Illustrator、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスのお気に入
りパネルで「Version Cue」をクリックし、表示するバージョンのファイルを含むプロジェクトを開きます。

2 表示するバージョンのあるファイルを選択します。

3 ツールメニューまたはプロジェクトツール（Acrobat）メニュー から「バージョン」を選択します。

バージョンはバージョンダイアログボックスに表示されます。

Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネントを開いているときに、ファイルのバージョンを表示するには、ド
キュメントウィンドウの下部にあるステータスメニューから「バージョン」を選択します。

Bridgeでのバージョンの表示
1 お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックします。

2 バージョンを表示するファイルを含むプロジェクトを開き、ファイルを選択します。

3 ツール／Version Cue／バージョンを表示を選択するか、コンテンツパネルで「バージョンを表示」ボタンをクリック
します。バージョンはコンテンツパネルに表示されます。

以前のバージョンをネイティブアプリケーションで表示
ネイティブアプリケーションで以前のバージョンを表示する場合、変更を行っても最新バージョンには反映されません
（以前のバージョンを最新バージョンにプロモートしない限り）。ただし、新しいアセットとして以前のバージョンへの編
集を保存することはできます。

❖ 次のいずれかの操作を実行します。

• バージョンダイアログボックスで、開くバージョンをクリックし、「バージョンを表示」をクリックします。

• Bridgeでは、開くバージョンをダブルクリックします。

Version Cueはネイティブアプリケーションで以前のバージョンを開きます。最新バージョンではないことを示すため、
ファイルのタイトルバーにバージョン番号が表示されます。以前のバージョンはファイルの前段階のスナップショットに
過ぎないので、ファイルステータスは「保存しない」になります。
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バージョンのプロモート
以前のバージョンをプロモートすると、以前のバージョンのコピーが最新バージョンとして保存されます。この操作を使
用した場合は、後に以前のバージョンに戻る必要が生じても、以前のバージョンが完全な状態のまま残っています。作成
してからプロモートするまでの間に変更された内容は、新しい最新バージョンには反映されません。

1 次のいずれかの操作を実行します。

• バージョンダイアログボックスで、プロモートするバージョンを選択し、「最新バージョンとして指定」をクリックし
ます。

• Bridgeでは、プロモートするバージョンを選択し、「プロモート」をクリックします。

2 チェックインダイアログボックスでバージョンコメントを入力し、「OK」をクリックします。

バージョンの削除
❖ 次のいずれかの操作を実行します。

• バージョンダイアログボックスで、削除するバージョンを選択し、「削除」をクリックします。

• Bridgeでは、削除するバージョンを選択し、「削除」をクリックします。

残ったバージョンの番号は変更されません。

Version Cueサーバ管理を使用して、プロジェクト内のすべてのファイルについて、複数の以前のバージョンを同時
に削除できます。この方法を使用することによって、日付または保持するバージョンの数を指定して過去のバージョ

ンを保持しておくことができます。詳しくは、74ページの「Version Cueサーバ管理でのプロジェクトの作成と管理」を
参照してください。

オフラインになっているファイルの編集と同期

オフラインファイルについて
Version Cueサーバを利用できないときに Version Cueプロジェクト内のファイルで作業する必要がある場合は、自分の
コンピュータ上のローカルプロジェクトファイルを編集することができます。Version Cueサーバが再び利用可能になっ
たら、ファイルを Version Cueサーバと同期して、最新バージョンを Version Cueサーバに保存します。プロジェクト
全体を同期することも、プロジェクト内の 1つのフォルダまたは 1つのファイルだけを同期することもできます。

オフラインでファイル操作の準備をするために最適なのは、Version Cueサーバがまだオンラインであるときにローカル
プロジェクトファイルを持っていることを確認して、Version Cueプロジェクト全体を最初に同期することです。次に、
ファイルをオフラインで編集して、サーバがオンラインに戻ったときにファイルを同期します。

オフラインファイルの編集
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

利用できない Version Cueサーバのファイルは、オフラインコピーを開くことでオフラインで編集できます。オフライン
ファイルに対して操作を行うことを認識している場合、まず、オフラインになる前にファイルをチェックアウトしてくだ
さい（詳しくは、後述の「ファイルの手動チェックアウト」を参照してください）。

関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

53ページの「プロジェクトの表示」
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オフラインプロジェクトのローカルプロジェクトファイルの編集
1 Acrobat、Flash、InCopy、Illustrator、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスのお気に入
りパネルで「Version Cue」をクリックし、編集するファイルを含むプロジェクトを開きます。Version Cueサーバが利
用可能かどうかの確認に数秒かかる場合があります。

2 ファイルをダブルクリックして開きます（オフラインステータスのファイルも開くことができます）。

3 ファイルの編集が終了したら、ファイル／保存を選択して、ローカルプロジェクトファイルに変更内容を保存します。
Version Cueサーバが再び使用可能になったら、ファイルを同期します。アドビアプリケーションでオフラインファイル
を編集中に Version Cueサーバが利用可能になった場合、ファイルは自動的にチェックアウト中または使用中
（Acrobat）とマークされます。

ファイルの手動チェックアウト
オフラインになっている Version Cueサーバのファイルに対して操作する場合、サーバがオフラインになる前に最初に
ファイルを手動でチェックアウト中とマークします。ファイルをチェックアウト中とマークすると、Version Cueによっ
てユーザのためにローカルプロジェクトファイルが作成されて、ファイルは他のユーザから編集されなくなります。

❖ 次のいずれかの操作を実行します。

• Bridgeでは、お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックし、ファイルに移動して、「チェックアウト」ボタンを
クリックします。

• Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスのお気に入
りパネルで「Version Cue」をクリックし、ファイルを含むプロジェクトを開きます。ファイルを右クリック
（Windows）または Controlキーを押しながらクリック（Macintosh）し、「チェックアウト」または「使用中として
マーク」（Acrobat）を選択します。「キャンセル」をクリックして、Adobeダイアログボックスを閉じます。

ファイルの同期
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

オフラインファイルの操作を行った場合、Version Cueサーバに最新のバージョンを保存するために、Version Cueサー
バとファイルを同期する必要があります。また、同期は、別のユーザがファイルの新しいバージョンを Version Cueサー
バに保存している場合も行うことがあります。

関連項目

43ページの「Adobeダイアログボックスの使用」

53ページの「プロジェクトの表示」

ファイルの同期
1 Acrobat、Flash、Illustrator、InCopy、InDesignまたは Photoshopでは、Adobeダイアログボックスのお気に入
りパネルで「Version Cue」をクリックし、同期するプロジェクト、フォルダまたはファイルを選択します。次のいずれ
かの操作を実行します。

• 対応するローカルプロジェクトファイルが存在しない Version Cueサーバからアセットをダウンロードするには、ツー
ルメニューまたはプロジェクトツール（Acrobat）メニュー から「ダウンロード」を選択します（「ダウンロード」
が利用できない場合は、アセットが既に同期されていることを示します）。

• Version Cueサーバとの間でアセットのアップロードとダウンロードの両方を行うには、ツールメニューまたはプロ
ジェクトツール（Acrobat）メニュー から「同期」を選択します。

2 ファイルの競合の解決を求められた場合には、ファイルの競合ダイアログボックスでオプションを選択します。

Bridgeでのファイルの同期
1 Bridgeで、お気に入りパネルの「Version Cue」をクリックします。
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2 プロジェクト、フォルダまたはファイルを選択して、次のいずれかを実行します。

• 対応するローカルプロジェクトファイルが存在しない Version Cueサーバからアセットをダウンロードするには、ツー
ル／Version Cue／ダウンロードを選択します（「ダウンロード」が利用できない場合は、アセットが既に同期されて
いることを示します）。

• Version Cueサーバとの間でアセットのアップロードとダウンロードの両方を行うには、ツール／Version Cue／同期
を選択します（またはツールバーの「同期」ボタンをクリックします）。

3 ファイルの競合の解決を求められた場合には、ファイルの競合ダイアログボックスでオプションを選択します。

ファイル競合のオプション
Version Cueサーバ上のマスターファイルがローカルプロジェクトファイルよりも新しく、ローカルプロジェクトファイ
ルに変更を行っている場合、ファイルの競合ダイアログボックスが次のオプションと共に表示されます。

以下のアクションを今後のすべての競合に適用する ファイルの競合が発生するたびに、選択済みのオプションを自動的に適
用します。

チェックイン ローカルプロジェクトファイルを新しいバージョンとして Version Cueサーバに保存します。

このファイルをスキップ Version Cueサーバにある最新バージョンがダウンロードされないようにします（また、このオ
プションを選択した場合、ローカルプロジェクトファイルのバージョンはサーバに保存されません）。このオプションを
選択するのは、自分が行った編集を保持して、マスターファイルに対して行われた他の変更を無視する場合だけにしてく
ださい。

Version Cueサーバ管理

Version Cueサーバ管理について
Version Cueサーバ管理は、プロジェクトの作成、編集、削除、ユーザとグループアクセスの管理、ログとレポートの表
示、Webベースの PDFレビューの開始と管理およびファイルバージョンの削除、ファイルロックの削除、プラグインの
設定、Version Cueサーバのバックアップなどの詳細なサーバ管理作業の実行に使用します。

Version Cueサーバ管理 Webページは 4つのタブに分けられています。それぞれのタブには Version Cueの設定を可能
にする管理が含まれています。Version Cueサーバ管理には、Version Cueアイコン、Webブラウザ、Version Cue対応
の任意の Creative Suiteコンポーネントからアクセスできます。

Version Cueサーバ管理の「ユーザ /グループ」タブと「プロジェクト」タブ
A.タブ B.コントロール

Version Cueサーバ管理ソフトウェア要件
Windowsの Version Cueサーバ管理には、フォルダからプロジェクトを読み込むために Java Runtime Environment

（JRE）1.5以降が必要です。Java Runtime Environmentは、Sun Microsystemsの Java Webサイト
（www.java.com/en/download/manual.jsp）からダウンロードできます。

A

B
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Windowsおよび Macintosh両方に対する Version Cueサーバ管理には、ユーザとグループの管理のために Adobe

Flash Player 9を必要とします。初めてユーザとグループを作成するときに、Version Cueから Flash Playerをインス
トールするよう求められます。

Version Cueサーバ管理へのログイン
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

Version Cueサーバを最初に起動したときに、初期設定のログイン名（system）が管理者権限と共に自動的に作成され、
パスワードを指定するように求められます。このログイン名とパスワードによって、Version Cueサーバ管理にログイン
できます。

管理者権限を持つ他のユーザも、Version Cueサーバ管理にログインできます。

関連項目

46ページの「Version Cueサーバの起動と設定」

Version Cueアイコンからのログイン
1 次のいずれかの操作を実行します。

• Windowsでは、システムトレイの Version Cueアイコン を右クリックし、「サーバ管理」を選択します。

• Macintoshでは、画面の上部にある Version Cueアイコンをクリックし、「サーバ管理」を選択します。

2 テキストボックスに Version Cueログイン名とパスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。

Version Cue対応の Creative Suiteコンポーネントからのログイン
Acrobat、Flash、InCopy、InDesign、Illustratorおよび Photoshopからも Version Cueサーバ管理にログインできま
す。

1 ファイル／開くを選択して、「Adobeダイアログを使用」ボタンをクリックします。

2 ツールメニューから「サーバに接続」を選択するかプロジェクトツールメニュー（Acrobat）から「接続先」を選択
し、管理する Version Cueサーバの IPアドレスまたは DNSアドレスおよびポートを入力して、「OK」をクリックしま
す。初期設定のポート番号は 3703です（Version Cue CS2ワークスペースと同一のシステムにインストールされている
Version Cue CS3サーバに接続している場合は 50900）。

3 ツールメニューまたはプロジェクトツール（Acrobat）メニュー から「プロパティの編集」を選択します。

4 プロパティの編集ダイアログボックスの「サーバ管理」をクリックします。

5 テキストボックスに Version Cueログイン名とパスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。

Webブラウザからのログイン
1 Version Cueサーバがインストールされているコンピュータの IPアドレスまたはDNSアドレスをWebブラウザに入
力します。アドレスの前には http://を付け、アドレスの後にはコロン（:）と初期設定ポート番号を付けます。例えば、
http://153.32.235.230:3703（IPアドレスの場合）または http://myserver.mycompany.com:3703（DNSアドレスの
場合）のようにします。初期設定のポート番号は 3703です（Version Cue CS2ワークスペースと同一のシステムにイン
ストールされている Version Cue CS3サーバに接続している場合は 50900）。

注意：サーバがローカルにインストールされている場合、http://localhost:3703と入力します。

2 ブラウザウィンドウに Adobe Version Cueサーバ管理ログインページが表示されます。テキストボックスに Version

Cueログイン名とパスワードを入力し、「ログイン」をクリックします。

ユーザの作成と管理
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。
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システム管理者権限を許可されているユーザのみが Version Cueユーザの作成、読み込み、書き出しおよび編集ができま
す。

Version Cueサーバを起動したときにユーザアカウント自動作成を有効にしていなかった場合、Version Cueサーバのプ
ロジェクトに他のユーザがアクセスできるように Version Cueユーザ名を作成する必要があります。ユーザがアクセスで
きる Version Cueプロジェクトを制限するには、プロジェクトへのログインを要求して、そのプロジェクトにユーザ名と
権限を割り当てることができます。

Adobe Flash Player 9は、Version Cueサーバ管理でユーザを作成して管理することを必要とします。初めてユーザを作
成するときに、Version Cueから Adobe Flash Player 9をインストールするよう求められます。

関連項目

74ページの「Version Cueサーバ管理でのプロジェクトの作成と管理」

ユーザの作成、編集、削除
ユーザを作成すると、作成されたユーザは Version Cueサーバ上のプロジェクトにアクセスできます。

1  Version Cueサーバ管理の「ユーザ /グループ」タブをクリックし、次にユーザ領域で「新規」をクリックします。

2 新規ユーザダイアログボックスで、ユーザ名、ログイン、パスワードを入力して、管理アクセスレベルメニューから
ユーザに提供するアクセスのレベルを選択します。

• アクセスレベルをなしに設定されたユーザは Version Cueサーバ管理に対するアクセスを制限されます。

• ユーザは Version Cueサーバ管理に対して標準アクセスを許可されます。標準アクセスのあるユーザは、新しいプロ
ジェクトを作成でき（プロジェクト作成権限も許可されている場合）、作成したプロジェクトを変更できます。

• システム管理者は、Version Cueサーバ管理のすべてのタスクに完全なアクセスを許可されます。

3「プロジェクトの作成」を選択すると、ユーザは新しい Version Cueプロジェクトを作成できます。

4（省略可能）残りのテキストボックスに電話番号、電子メールアドレス、コメントを入力します。ユーザが Version

Cue PDFレビューに参加する場合は、電子メールアドレスを必ず入力します。

5「保存」をクリックします。

ユーザを編集するには、ユーザを選択し、「編集」をクリックして、ユーザ [ユーザ名 ]を編集ダイアログボックスで設定
を変更して「保存」をクリックします。ユーザを削除するには、ユーザを選択して「削除」をクリックします。

ユーザグループの作成、編集、削除
ユーザグループを作成すると、類似の権限を持つユーザをグループ化できます。例えば、「Designers」というユーザグ
ループを、設計プロジェクトの作品に貢献しているすべてのユーザをグループ化するために作成します。初期設定グルー
プ「すべて」にはシステム内のすべてのユーザが含まれています。

1 Version Cueサーバ管理で「ユーザ /グループ」タブをクリックします。

2 グループ領域の「新規」をクリックします。

3 新規グループダイアログボックスで、グループの名前を入力します。オプションでコメントを入力して、「保存」をク
リックします。

4 ユーザをユーザ領域から新しいグループにドラッグすることでユーザを追加します。

グループ名を変更するには、グループを選択し、「編集」をクリックして、「グループ名」テキストボックスに新しい名前
を入力します。グループを削除するには、対象のグループを選択して「削除」をクリックします。



BRIDGE/VERSION CUE
ユーザガイド

73

ユーザとグループへの権限の割り当て
権限は、個別のユーザまたはユーザのグループに割り当てることができます。権限はアクセスレベルとは異なります。ア
クセスレベルは Version Cueサーバ管理へのアクセスを制御し、権限は Version Cueサーバ、プロジェクト、Version

Cue PDFレビューへのアクセスを制御します。ユーザまたはグループに割り当てる権限は、特定のプロジェクトに対し
てユーザに割り当てる権限によって上書きされることがあります。

1 次のいずれかの操作を実行します。

• ユーザに権限を割り当てるには、Version Cueサーバ管理の「ユーザ /グループ」タブでユーザを選択します。

• グループ内のすべてのユーザに権限を割り当てるには、Version Cueサーバ管理の「ユーザ /グループ」タブでそのグ
ループを選択します。

2 「グローバル権限」セクションの各権限カテゴリーに対して「許可」または「拒否」を選択します。

すべての権限の許可または拒否を行うには、プリセットメニューから「すべて許可」または「すべて拒否」を選択し
ます。ユーザまたはグループに割り当てられた初期設定の権限を表示するには、ユーザまたはグループを選択して、

「有効な権限」をクリックします。

•「読み取り」では、プロジェクトと、プロジェクト内のファイル、バージョンおよびファイル情報の表示ができます。

•「書き込み」では、プロジェクトへのファイルの追加と、バージョンおよびファイル情報の保存ができます。

•「削除」では、プロジェクトの削除またはプロジェクト内のファイルの削除ができます。

•「レビュー依頼」では、Version Cueサーバ管理の PDFレビューを開始できます（詳しくは、81ページの「Version

Cue PDFレビューの開始」を参照してください）。

•「プロジェクト管理」ではプロジェクトの管理ができます（プロジェクトの複製、バックアップ、書き出し、削除な
ど）。

3「権限を保存」をクリックします。

LDAPディレクトリからのユーザの読み込み
LDAP（Lightweight Directory Access Protocol）は、ユーザ名やパスワードなど、ユーザに関する情報を含むディレク
トリシステムを照会する方法です。LDAPサーバからユーザを読み込んで、そのユーザ属性（ユーザ名やパスワードな
ど）を Version Cueユーザ属性にマップすることができます。LDAPサーバから読み込んだユーザにはユーザアイコン
が表示されますが、これは通常のユーザアイコン とは異なります。

注意：Version Cueサーバを設定したときに「ユーザアカウントの自動作成」を有効にして、その後で LDAPサポートを
有効にすると、LDAPユーザは、自分の LDAPアカウント名でサーバにアクセスすると自動的に読み込まれます。この
ように読み込まれたユーザは、「なし」の管理アクセスレベルが指定された「すべて」グループに追加され、Version Cue

サーバ管理にはログインできません。このテクニックを使用すると、明示的にユーザを読み込むことなく、LDAPユーザ
に Version Cueサーバ上のプロジェクトに対する初期設定のアクセス権限が自動的に割り当てられます。

1 Version Cueサーバ管理で「高度な作業」タブをクリックします。

2「LDAP環境設定」をクリックします。

3「LDAPのサポートを有効にする」をクリックしてから、LDAPサーバについての情報を次のように入力します。

•「LDAPサーバ」テキストボックスにサーバ名を入力します。

•「サーバポート」テキストボックスにサーバポートを入力します。

•「検索ベース」テキストボックスには LDAPサーバにあるディレクトリ用の LDAP階層での開始点を入力します。

• LDAPサーバで認証が必要な場合は、「ユーザ名」テキストボックスと「パスワード」テキストボックスにユーザ名と
パスワードを入力します。

• SSLから SSL対応の LDAPサーバ経由で接続する場合は、「SSL対応の LDAPを使用」を選択します。

•「ユーザ名」、「ログイン」、「電子メール」および「電話番号」の各テキストボックスに LDAP属性を入力します。これ
らが対応する Version Cueサーバ属性にマップされます。
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• Version Cueサーバが定期的に LDAPサーバと同期するように指定するには、「自動同期を有効にする」を選択して同
期の周期を指定します。

4「保存」をクリックします。

5 Version Cueサーバ管理の「ユーザ /グループ」タブで、ユーザ領域の「クリックして最大化する」をクリックしま
す。

6「外部ユーザを読み込み」をクリックします。

7 外部ユーザを読み込みダイアログボックスでは、読み込み対象の LDAPユーザ名の最初の数文字を入力します（入力
は自動補完されます）。

8 名前（複数可）を選択して、「追加」をクリックします。

9 必要なすべての LDAPユーザを追加するまで手順 7および 8を繰り返し、「ユーザを読み込み」をクリックします。

ユーザリストの書き出し
別の Version Cueサーバにユーザ群を追加するには、ユーザのリストを書き出してから、書き出したリストを Version

Cueサーバのある他のコンピュータの Version Cueアプリケーションフォルダの usersExportフォルダにコピーします。
すると、書き出したリストを使用してユーザを読み込むことができます。

1 Version Cueサーバ管理で「ユーザ /グループ」タブをクリックします。

2 ユーザ領域で「クリックして最大化する」をクリックします。

3「ユーザを書き出し」をクリックします。

4 書き出すユーザを選択します（Shiftキーを押しながらクリックすると隣接したユーザを選択でき、Ctrlキーを押しな
がらクリックすると、隣接していないユーザを選択できます）。

5 ファイル名のテキストボックスにリストの名前を入力します。オプションで、「コメント」テキストボックスに補足情
報を入力します。

6「書き出し」をクリックします。

ユーザリストが書き出された場所は、「ユーザを書き出し」ヘッダの下に表示されます。このリストを別の Version Cue

サーバで読み込むには、読み込む側のサーバがインストールされているコンピュータの Version Cueアプリケーション
フォルダの data¥usersExportフォルダにこのファイルをコピーします。

リストからのユーザの読み込み
1 Version Cueサーバ管理の「ユーザ /グループ」タブをクリックしてから、「ユーザを読み込み」をクリックします。

2 読み込むユーザリストをクリックします。

3 読み込む各ユーザ名の横にあるチェックボックスをオンにするか、ユーザ名の列タイトルの横にあるチェックボックス
をオンにして、すべてのユーザ名を選択します。

4「次へ」をクリックします。

Version Cueサーバ管理でのプロジェクトの作成と管理
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

ブランクの Version Cueプロジェクトを新規作成できます。また、Version Cueサーバがインストールされているコン
ピュータ上のフォルダ内のファイルからプロジェクトを作成したり、WebDAVサーバまたは FTPサーバからプロジェク
トを作成することも可能です。プロジェクトを作成した後、いつでも「プロジェクト」タブでプロパティを編集できま
す。

Version Cueプロジェクトの新規作成
1 Version Cueサーバ管理の「プロジェクト」タブをクリックして、「新規」をクリックします。

•「ブランクプロジェクト」をクリックして、ブランクの Version Cueプロジェクトを作成します。
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•「フォルダから読み込み」をクリックして、ハードディスク上のファイルフォルダにあるファイルを含むプロジェクト
を作成します。

• Webサイトから読み込むか、FTPサーバまたは WebDAVサーバのフォルダからファイルを読み込むために、「FTP

サーバから読み込み」または「WebDAVサーバから読み込み」をクリックします。

2「新規プロジェクト名」テキストボックスにプロジェクト名を入力します。

3 Version Cueプロジェクトプロパティを選択します（詳しくは、後述の「Version Cueプロジェクトのプロパティ」を
参照してください）。

4「作成」（新しいブランクプロジェクトを作成している場合）または「次へ」（ハードディスク上に FTPサーバまたは
WebDAVサーバのファイルのフォルダからプロジェクトを作成している場合）をクリックします。

5 フォルダからプロジェクトを読み込むことを選択した場合、次のことを行ってから「読み込み」をクリックします。

• 読み込んでいる内容が Webサイトである場合、「フォルダを Webサイトとして読み込み」を選択します。

• 読み込むフォルダを指定するには、「参照」をクリックしてフォルダを選択します。

注意：「読み込み」をクリックした後に Version Cueサーバ管理から別の場所に移動しないでください。すべてのファイ
ルがプロジェクトに読み込まれる前に別の場所に移動してしまうと、新しいプロジェクトは作成されますが、プロジェク
トにはすべてのファイルは含まれなくなります。

6 FTPサーバまたは WebDAVサーバからプロジェクトを読み込むことを選択した場合、次のことを行ってから「読み
込み」をクリックします。

• 読み込んでいる内容が Webサイトである場合、「FTPディレクトリを Webサイトとして読み込み」または
「WebDAVディレクトリを Webサイトとして読み込み」を選択します。

•「FTPサーバ」テキストボックスまたは「WebDAVサーバ」テキストボックスに読み込み元のサーバを指定し、「ポー
ト」テキストボックスにポート番号を入力します。

• フォルダを指定するには、「参照」をクリックしてフォルダを選択します。

• サーバへのアクセスにユーザ名とパスワードが必要な場合は、それらを「ユーザ名」テキストボックスおよび「パス
ワード」テキストボックスに入力します。

• サーバへの接続にプロキシサーバを使用する場合は、「プロキシを使用」を選択します。

• パッシブモードを使用してサーバに接続するには、「パッシブモードを使用」を選択します。

7 プロジェクトに対してログインを要求することを選択した場合、「権限を割り当て」をクリックしてユーザに権限を割
り当てます（詳しくは、後述の「ユーザ権限の割り当て」を参照してください）。

Version Cueプロジェクトのプロパティ
Version Cueサーバ管理で Version Cueプロジェクトを作成または編集するときは、次のオプションを指定します。

このプロジェクトを他のユーザと共有 このプロジェクトにアクセスできるユーザは、サブネット上のユーザと、Version

Cueサーバにアクセスするための IPアドレスまたは DNSアドレスとポート番号を与えられるユーザです。

ログインが必要なプロジェクトにする Version Cueログイン IDおよびパスワードを持つユーザだけがプロジェクトにアク
セスできるようにします。

注意：他のユーザが認証なしでプロジェクトにアクセスしているときにこのオプションを選択した場合、既にプロジェク
トにアクセスしているユーザは、プロジェクトにログインすることなく、引き続きアクセスすることができます。必要に
応じて、プロジェクトに割り当てられているユーザのリストでユーザの権限を変更してください。

このプロジェクトのロック保護を有効にする 同じファイルの異なるバージョンを同時に編集できないようにして、バージョ
ンの順次性を保ちます。ロック保護されているプロジェクト内の使用可能なファイルを編集する最初のユーザだけが、そ
のファイルのバージョンを Version Cueプロジェクトにチェックインできます。他のユーザは、最初のユーザがバージョ
ンを保存し、そのファイルを閉じるか、ファイルのプロジェクトバージョンに復帰して閉じるまで、バージョンをチェッ
クインできません。他のユーザは、自分のバージョンスレッドのまったく新しいファイルとして変更内容を保存する必要
があります。
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CS2アプリケーションおよび Acrobat 8との互換性を最大化します Adobe Creative Suite 2または Acrobat 8のユーザが
Version Cue CS3プロジェクトの操作ができるように、Version Cue CS2プロジェクト構造を使用するプロジェクトを作
成します。

コメント プロジェクトに関する補足情報を保存します。

ユーザ権限の割り当て
プロジェクト作成時にログインを必要とすることを選択した場合、ユーザに権限を割り当ててユーザのプロジェクトへの
アクセスを定義する必要があります。

1 Version Cueサーバ管理の権限を割り当て領域で、権限を割り当てるユーザまたはそのユーザを含むグループを選択し
ます。

2 権限 -対象 [ユーザ名 ]セクションの各権限カテゴリーに対して「許可」または「拒否」を選択します。

すべての権限の許可または拒否を行うには、プリセットメニューから「すべて許可」または「すべて拒否」を選択し
ます。ユーザまたはグループに割り当てられた有効なグローバル権限およびプロジェクト権限を表示するには、ユー

ザまたはグループを選択して「有効な権限」をクリックします。

•「読み取り」では、ユーザは、プロジェクト内のファイル、バージョン、ファイル情報を表示できます。

•「書き込み」では、ユーザは、プロジェクト内にファイル、バージョン、ファイル情報を作成できます。

•「削除」では、ユーザは、プロジェクトからファイルを削除できます。

•「レビュー依頼」では、ユーザは、Version Cueサーバ管理の PDFレビューを開始できます（詳しくは、81ページの
「Version Cue PDFレビューの開始」を参照してください）。

•「プロジェクト管理」では、ユーザは、プロジェクトの管理ができます（プロジェクトの複製、バックアップ、書き出
し、削除など）。

3「権限を保存」をクリックします。

Version Cueプロジェクトの複製
同じユーザと権限を使用して新規プロジェクトを開始するには、プロジェクトを複製します。Version Cueによって、プ
ロジェクト構造内でフォルダ階層が複製されます。

1 Version Cueサーバ管理で「プロジェクト」タブをクリックします。

2 複製するプロジェクトの横にあるチェックボックスをオンにして、「複製」をクリックします。

3 プロジェクトを複製ページで、プロジェクトの固有な名前を入力します。

4 プロジェクトプロパティを編集して、「複製」をクリックします。

Version Cueプロジェクトの削除
1 Version Cueサーバ管理の「プロジェクト」タブをクリックして、次のいずれかを実行します。

• プロジェクトを削除するには、削除する各プロジェクトの横にあるチェックボックスをオンにします。

• 表示されているすべてのプロジェクトを削除するには、プロジェクト名の列タイトルの横にあるチェックボックスをオ
ンにします。

2「削除」をクリックします。プロジェクトを削除ページが表示されます。

3 ユーザがファイルをチェックアウトしているとしても、プロジェクトを削除する場合は、「ユーザロックを無視」を選
択します。

4「削除」をクリックします。
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自分のコンピュータか、FTPまたは WebDAVサーバへの Version Cueプロジェクトの書き出し
Version Cueサーバからすべてのプロジェクトファイルの最新バージョンを書き出すことができます。ホストコンピュー
タ（またはサーバ）から別のコンピュータにファイルを移動する場合は書き出しを行い、出力用に最新ファイルのパッ
ケージを作成し、最終バージョンのアーカイブを作成します。コンピュータ間で移動した後も、プロジェクトは引き続き
Version Cueによって管理されます。

注意：プロジェクトを移動する場合は、まず、プロジェクトをバックアップする（過去のすべてのバージョンも移動す
る）のか、またはプロジェクトを書き出す（プロジェクトファイルの最新バージョンのみ移動する）のかを選択する必要
があります。

1 Version Cueサーバ管理で「プロジェクト」タブをクリックします。書き出すプロジェクトの横にあるチェックボック
スをオンにして、「書き出し」をクリックします。

2 プロジェクトを書き出しページで、プロジェクトを書き出す方法を選択します。

3 次のいずれかの操作を実行します。

• 手順 2で「プロジェクトをフォルダに書き出し」を選択した場合、プロジェクトを書き出すフォルダを指定します。

• 手順 2で「プロジェクトを FTPサーバに書き出し」または「プロジェクトを WebDAVサーバに書き出し」を選択し
た場合、「サーバアドレス」テキストボックスでサーバアドレスを、「フォルダ」テキストボックスにフォルダを指定
し、必要に応じてユーザ名とパスワードを入力します。接続にプロキシサーバを使用する場合は、「プロキシを使用」
を選択します。ファイアウォール経由でサーバに接続する場合、または 21以外のポート番号を指定した場合は、「パッ
シブモードを使用」を選択します（このオプションは、プロトコルメニューで「FTP」を選択した場合だけ選択でき
ます）。

4「書き出し」をクリックします。

プロジェクトのバックアップと復元
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

Version Cueプロジェクトをバックアップすると、Version Cueサーバ管理によって、プロジェクト内のすべてのファイ
ルのすべてのバージョンを含む Version Cueプロジェクト内のすべての情報のバックアップが作成されます。プロジェク
トのバックアップを使用して、プロジェクトのすべてのバージョンを保持したまま、Version Cueサーバから別の
Version Cueサーバにプロジェクトを移動できます。特定の日付の Version Cueプロジェクトのバックアップコピーを復
元できます。復元したプロジェクトバックアップは、元の Version Cueプロジェクトを置き換えません。

Version Cueプロジェクトの環境設定でプロジェクトのバックアップ構成をカスタマイズできます。プロジェクトのバッ
クアップには、新しい構成を使用することも、既存の構成を使用することもできます。バックアップ構成には、プロジェ
クトの反復的なバックアップをスケジュールする機能も含まれています。

初期設定では、プロジェクトバックアップは Program Files¥Common Files¥Adobe¥Adobe Version Cue

CS3¥Server¥backupsフォルダ（Windows）またはライブラリ /Application Support/Adobe/Adobe Version Cue

CS3/Server/backupsフォルダ（Macintosh）に保存されます。

Version Cueプロジェクトのバックアップ
1 Version Cueサーバ管理で「プロジェクト」タブをクリックします。

2 プロジェクト名の横にあるチェックボックスをオンにして、「バックアップ」をクリックします。

3「バックアップ名」テキストボックスに表示されているバックアップ名をそのまま使用するか、新しい名前を入力しま
す。

4 バックアップするプロジェクトコンポーネントを選択します。ファイルをバックアップするには、「プロジェクトコン
テンツ」を選択しますが、これは常に選択されています。すべてのバージョンのファイルをバックアップするには、「プ
ロジェクトファイルバージョン」を選択します。Adobe Creative Suiteコンポーネントで入力して埋め込んだ情報をバッ
クアップするには、「プロジェクトメタデータ」を選択します。ユーザとユーザのプロジェクト権限に関する情報をバッ
クアップするには、「ユーザ /ユーザ割り当て」を選択します。

5「バックアップ」をクリックします。
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Version Cueプロジェクトのバックアップコピーの復元
1 Version Cueサーバ管理で「プロジェクト」タブをクリックします。

2「プロジェクトバックアップ」をクリックします。

3 復元するバックアップを選択します。

4「新規プロジェクト名」テキストボックスに、Version Cueサーバ内の既存のプロジェクト名と重複しない名前を入力
します。

5 次のいずれかの操作を行って、「復元」をクリックします。

• プロジェクトに割り当てられているユーザのリストを維持するには、「ユーザを復元」を選択します。

• 割り当てられている各ユーザの権限を維持するには、「ユーザ割り当てを復元」を選択します。

• 補足情報を追加するには、「コメント」テキストボックスに補足情報を入力します。

新しいバックアップ構成の作成
新しい構成を作成すると、それがプロジェクトの初期設定になります。

1 Version Cueサーバ管理で「プロジェクト」タブをクリックします。

2 新しいバックアップ構成を作成するプロジェクトをクリックします。

3「バックアップ構成」をクリックしてから「新規」をクリックします。

4「バックアップ名」テキストボックスにバックアップ構成の名前を入力します。

5「対象」リストのオプションにバックアップするものを選択します。ファイルをバックアップするには、「プロジェクト
コンテンツ」を選択しますが、これは常に選択されています。プロジェクトのすべてのバージョンをバックアップするに
は、「プロジェクトファイルバージョン」を選択します。Adobe Creative Suiteコンポーネントで入力して埋め込んだ情
報をバックアップするには、「プロジェクトメタデータ」を選択します。ユーザとユーザのプロジェクト権限に関する情
報をバックアップするには、「ユーザ /ユーザ割り当て」を選択します。

6（省略可能）「コメント」テキストボックスにバックアップファイルの補足情報を入力します。

7「スケジュール」をクリックし、自動的にバックアップするには、繰り返しメニューからオプションを選択します（プ
ロジェクトを手動でバックアップするには、「繰り返さない」を選択します）。

8「保存」をクリックします。

詳細な Version Cueサーバ管理タスク
注意：このタスクは、Version Cueのすべての機能セットにアクセスできる場合にのみ実行できます。詳しくは、42ペー
ジの「Version Cue機能へのアクセス」を参照してください。

Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブで、サーバのバックアップ、プロキシの指定、SSLの有効化など、高度な
Version Cueサーバ管理タスクを実行します。

関連項目

49ページの「データフォルダの場所の変更」

Version Cueサーバとプラグイン情報とログファイルの表示
Version Cueサーバ管理では、Version Cueサーババージョン、名前、Javaバージョン、データベースバージョン、
Version Cue URL（IPまたは DNSアドレス）および WebDAV URLを表示できます。

また、Version Cueサーバログファイルも表示できます。このファイルで、指定する詳細のレベルに従ってすべてのサー
バ操作を追跡できます。ログファイルは、Version Cueアプリケーションフォルダ内の logsフォルダに保存されます。

❖ Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブをクリックして、次のいずれかを実行します。

• Version Cueサーバ情報を表示するには、「サーバ情報」をクリックします。

• Version Cueサーバログファイルを表示するには、「サーバログ」をクリックします。



BRIDGE/VERSION CUE
ユーザガイド

79

• ログレベル（エラー、警告または情報）の指定、最大ログサイズの指定、圧縮形式のファイルを保存することでログサ
イズの軽減を行うには、「環境設定」をクリックしてこれらのオプションを設定します。

Version Cueの読み込みまたは書き出しレポートの表示
1 Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブをクリックして、「レポート」をクリックします。

2 表示するレポートの種類をレポートメニューから選択します。

3 1つのプロジェクトの表示可能なレポートを表示するには、フィルタメニューからプロジェクト名を選択します。
Version Cueサーバのすべてのプロジェクトの表示可能なレポートを表示するには、「すべて」を選択します。

4 レポートを表示するには、「プロジェクト名」列でプロジェクト名をクリックします。

5 レポートのコピーを印刷するには、「プリント表示」をクリックします。

6 レポートリストに戻るには、「ファイルリスト」をクリックします。

レポートを削除するには、レポートリストで削除するレポートを選択して、「削除」をクリックします。

Version Cueサーバのバックアップ
Version Cueサーバ全体をバックアップして、あるコンピュータから別のコンピュータにサーバ全体を移動することがで
きます。

重要：Version Cueサーバのバックアップコピーを復元すると、Version Cueプロジェクト、ファイル、バージョンを含
むすべてのデータがバックアップによって置き換えられます。

サーバのバックアップファイルは、Version Cueアプリケーションフォルダ内の初期設定のバックアップフォルダに保存
されます。

1 Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブをクリックして、「Version Cueデータのバックアップ」をクリックし
ます。

2 サーバのバックアップに関する補足情報を追加するには、「コメント」テキストボックスに補足情報を入力します。

3「保存」をクリックします。バックアップが完了した後に「OK」をクリックすると、サーバのバックアップのリスト
が表示されます。

プロジェクトを以前のバックアップで置き換え
Version Cueサーバにある現在のプロジェクトを以前のバージョンで置き換えるには、まずバックアップを復元します。
これを行うときには、Version Cueサーバ管理をシャットダウンします。

1 Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブをクリックして、「バックアップを管理」をクリックします。

2 復元するバックアップをクリックして、「復元」をクリックします。Version Cueサーバがシャットダウンされます。
ブラウザを閉じます（サーバがオフになったことは、システムトレイの Version Cueアイコン で確認できます）。

3 Version Cueサーバを起動します。

4 Version Cueサーバ管理にログインします。

Version Cueサーバ名の変更
1 Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブをクリックして、「環境設定」をクリックします。

2「サーバ名」テキストボックスに名前を入力します。

HTTPと FTPプロキシの指定
1 Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブをクリックして、「環境設定」をクリックします。

2 FTPサーバからプロジェクトを読み込み、FTPサーバにプロジェクトを書き出すユーザの初期設定の FTPプロキシ
サーバを指定します。
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3 WebDAVサーバからプロジェクトを読み込み、WebDAVサーバにプロジェクトを書き出すユーザの初期設定の
HTTPプロキシサーバを指定します。

Version Cueプロジェクトからのファイルのロック解除
チェックアウト中または使用中（Acrobat）と指定されているファイルのチェックアウト中または使用中ステータスを削
除して、ファイルのロックを削除します。システム管理者アクセスまたはプロジェクト固有のプロジェクト管理権限を持
つユーザは、ファイルのロックを解除できます。

1 Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブをクリックして、「メンテナンス」の下の「ロックをリセット」をク
リックします。

• プロジェクト名メニューからプロジェクトを選択します。

• ユーザ名メニューからユーザを選択します。

2「ロックをリセット」をクリックして、指定したファイルのロックを解除します。

プロジェクト内のファイルバージョンの削除
ファイルバージョンを削除するとパフォーマンスが向上します。バージョンは、チェックインするたびに、Version Cue

サーバデータベースに保存されます。このデータベースによりファイルバージョン履歴が作成され、ファイルを以前の状
態にすばやく戻すことができます。大規模なヒストリーでディスク容量が占められ、Version Cueサーバのパフォーマン
スが劣化することがあります。

1 Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブをクリックして、「旧バージョンを削除」をクリックします。

2 プロジェクト名メニューからプロジェクトを選択します。

3 バージョンを削除するには、「次の年月日より古いバージョンをすべて削除」を選択して、日付を選択します。

4「削除」をクリックしたときに結果として残される最大バージョン数を指定するには、「保持するバージョン数」を選択
して、テキストボックスに値を入力します。

5「削除」をクリックします。

既存のユーザアカウントなしでのサーバへのアクセス許可
このオプションを選択した場合、新しいユーザが Version Cueサーバにアクセスすると Version Cueによってパスワー
ドのない新しいユーザアカウントが作成されます。

1 Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブをクリックして、「環境設定」をクリックします。

2 ユーザが既存のユーザアカウントなしでサーバにアクセスできるようにするには、「ユーザアカウントの自動作成」を
選択します。

SSLの有効化
Version Cueサーバ用の Secure Sockets Layer（SSL）を有効にすることによって、サーバと Bridgeまたは Version

Cue対応の Creative Suiteコンポーネントの間の安全な通信が可能になります。SSLを有効にすると、Version Cueサー
バは暗号化された接続経由でデータを送信します。

注意：Acrobat 8と Creative Suite 2コンポーネントは SSLを使用している Version Cue CS3サーバには接続できませ
ん。

1 Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブをクリックして、「セキュリティ環境設定」をクリックします。

• SSLを有効にするには、「SSLを使用」を選択します。

• 既存の SSL証明書を表示するには、「現在インストールされている SSL証明書を表示」をクリックします。

• カスタム SSL証明書を読み込むには、「カスタム SSL証明書を読み込み」をクリックし、使用する証明書を選択して、
「読み込み」をクリックします。

2「保存」をクリックします。
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Version Cueサーバの再起動
1 Version Cueサーバ管理の「高度な作業」タブで「サーバを再起動」をクリックします。

2「再起動」をクリックします。

また、Version Cue CS3環境設定からの Version Cueサーバを再起動することもできます。

Version Cue PDFレビュー

Version Cue PDFレビューについて
Version Cueサーバ管理を使用して、Version Cueサーバにある PDFドキュメントの Webベースのレビューを設定およ
び実行できます。

最初に PDFに変換せずに「PDF互換ファイルを作成」オプションで保存された Adobe Illustrator（AI）ファイルに
対して Version Cue PDFレビューを実行できます。Version Cue PDFレビューを開始すると、ドキュメントリスト

に PDFファイルと共に AIファイルが表示されます。

レビューの進行中にレビュー担当者はコメントを Version Cueサーバにアップロードします。レビューが完了したら、元
のドキュメントのコンテキストおよび Version Cueサーバ管理のリストのいずれでも、すべてのコメントを表示できま
す。

• Version Cue PDFレビューを使用するには、レビューがホストされる Version Cueサーバにログインできる Version

Cueログイン名と権限を持っている必要があります。

• PDFを表示してコメントを追加するには、Acrobat 7.0 Professional以降が必要です。Acrobatで注釈を追加する方法
について詳しくは、Acrobatヘルプを参照してください。

Version Cue PDFレビューの開始
Version Cueサーバ管理にアクセスするための適切な権限がある場合は、Version Cueサーバにあるすべての PDFド
キュメントのどのバージョンについてでも Version Cue PDFレビューを開始できます。レビュー中のどの時点において
も、レビューの対象になる PDFドキュメントのバージョンは 1つだけです。

1 Version Cueサーバ管理にログインします（手順について詳しくは、71ページの「Version Cueサーバ管理へのログ
イン」を参照してください）。

2 ページ上部にある「Version Cue CS3 PDFレビュー」リンクをクリックします。

• メインの Version Cue CS3 PDFレビューページで、「レビューを開始」をクリックします。

•「ドキュメント」タブをクリックし、レビューステータスメニューから「開始されていません」を選択します。

3 ドキュメントリストで、レビューする PDFドキュメントの名前をクリックします。

4 レビューするバージョンを選択し、「レビューを開始」をクリックします。

5 レビューを開始ページで、レビュー情報を入力します。

• レビューの終了日を設定するには、「期限」を選択し、年、月、日のメニューから日付を選択します。

• レビュー担当者が互いのコメントを表示できるようにするには、「レビューモード」の「公開」を選択します。レ
ビュー担当者が自分の注釈だけを表示できるようにする場合は、「非公開」を選択します。

•「説明」テキストボックスにレビューの説明を入力します。

• レビュー担当者を追加するには、レビュー担当者の名前を「レビュー担当者」セクションで選択します（レビュー担当
者列ラベルの隣のチェックボックスをオンにして、すべてのレビュー担当者を選択または選択解除します）。

注意：レビュー担当者がワークグループのメンバーではなく、Version Cueログインを持っていない場合は、ログインを
あらかじめ設定しておく必要があります。また外部のレビュー担当者には、通常、ファイアウォール経由でネットワーク
アクセスを提供する必要があります。
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6「次へ」をクリックします。

7 レビュー担当者に電子メールによる依頼を送信するには、「電子メールによる依頼を送信」を選択し、必要に応じて
メールの件名とメッセージを編集します。「電子メール受信者」セクションで、電子メールで依頼するレビュー担当者を
選択します。

8「レビューを開始」をクリックします。

9 レビュー担当者に電子メールでレビューを依頼することを選択すると、電子メールプログラムが起動し、レビュー担当
者宛ての電子メールメッセージが表示されます。この電子メールには、レビューするドキュメントへのリンクが含まれて
います。レビュー依頼の電子メールの内容を確認し、送信します。

PDFレビューの管理
PDFレビューを検索することにより、ドキュメントを開く、レビューのコメントを表示または削除、レビュー設定を編
集、レビューを停止または再開、Version Cueサーバからレビューを削除することなどができます。

PDFレビューの検索
1 Version Cueサーバ管理にログインします（手順について詳しくは、71ページの「Version Cueサーバ管理へのログ
イン」を参照してください）。

2 ページ上部にある「Version Cue CS3 PDFレビュー」リンクをクリックします。

3 次のいずれかの操作を実行します。

• レビュー対象の PDFドキュメントの名前がわからない場合や、レビュー中のすべてのレビューを表示する場合は、
「ホーム」タブの「レビュー中」をクリックします。

• レビューが完了した PDFドキュメントの名前がわからない場合や、完了したすべてのレビューを表示する場合は、
「ホーム」タブの「完了したレビュー」をクリックします。

• レビュー中またはレビューが完了した PDFドキュメントを検索する場合、「ホーム」タブの「ドキュメントを検索」を
クリックし、プロジェクト名、レビューステータス、またはリストの表示メニューから検索条件を選択します。PDF

ドキュメントを名前で検索するには、「ドキュメント名」フィールドに名前または名前の一部を入力します。「検索」ボ
タンをクリックします。

アクティブな PDFレビューまたは完了した PDFレビューを開く
1 レビューを検索します。

2 ドキュメントリストで PDFドキュメント名をクリックし、ドキュメントヒストリーリスト内のいずれかのバージョン
を選択します。

PDFレビューの停止
1 レビューを検索します。

2 ドキュメントリストで PDFドキュメント名をクリックします。

3 ドキュメントヒストリーリストで、アクティブなレビューを選択し、「レビューを停止」をクリックします。

完了したレビューを再開するには、ドキュメントヒストリーリストの「レビューを開始」をクリックします。

注意：「レビューを開始」をクリックすると、レビューの再開ではなく開始を示す一連の画面が表示されますが、この手
順により、実際に既存のドキュメントのレビューが再開されます。

PDFレビューの削除
レビューを削除すると、レビューコメントは完全に削除されます。また、PDFファイルのレビューコメントは、Version

Cueサーバからファイル自体を完全に削除した場合にも削除されます。サーバから PDFファイルの 1つのバージョンだ
けを削除した場合は、そのバージョンのレビューコメントが削除されます。

1 レビューを検索します。

2 ドキュメントリストで PDFドキュメント名をクリックします。
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3 ドキュメントヒストリーリストで、バージョンを選択し、「レビューを削除」をクリックします。

4 レビューの削除を確認するメッセージが表示されたら、「削除」をクリックします。

レビュー設定の編集
1 レビューを検索します。

2 ドキュメントリストで PDFドキュメント名をクリックします。

3 ドキュメントヒストリーリスト内のいずれかのバージョンを選択し、「レビュー設定を編集」をクリックします。

• レビューの終了日を設定または変更するには、「期限」を選択し、年、月、日のメニューから日付を選択します。

• レビュー担当者が互いのコメントを表示できるようにするには、「レビューモード」の「公開」を選択します。レ
ビュー担当者が自分の注釈だけを表示できるようにする場合は、「非公開」を選択します。

• レビューについての説明を追加または編集するには、「説明」テキストボックスに情報を入力します。

• レビュー担当者を追加または削除するには、「レビュー担当者」セクションでレビュー担当者の名前を選択または選択
解除します（すべてのレビュー担当者を選択または選択解除するには、「レビュー担当者」列の見出しの横にある
チェックボックスをオンまたはオフにします）。

4「次へ」をクリックします。

5 レビュー担当者に電子メールによる依頼を送信するには、「電子メールによる依頼を送信」を選択し、必要に応じて
メールの件名とメッセージを編集します。「電子メール受信者」セクションで、電子メールで依頼するレビュー担当者を
選択します。

6「レビューを保存」をクリックします。レビュー担当者に電子メールでレビューを依頼することを選択すると、電子
メールプログラムが起動し、レビュー担当者宛ての電子メールメッセージが表示されます。この電子メールには、レ
ビューするドキュメントへのリンクが含まれています。レビュー依頼の電子メールの内容を確認し、送信します。

ドキュメントリストの表示オプションの設定
• 特定のプロジェクトの PDFドキュメントだけを表示するには、プロジェクトメニューからプロジェクトを選択します。

• 表示するドキュメント数を制限するには、リストの表示数メニューからオプションを選択します（リストの表示数メ
ニューの右側にある矢印を使用して追加のファイルを表示します）。

• ドキュメント名でリストを制限するには、「ドキュメント名」フィールドにドキュメント名の一部を入力し、Enter

キーまたは Returnキーを押します（再びすべてのファイルを表示するには、「ドキュメント名」フィールド内のテキ
ストを削除して、Enterキーまたは Returnキーを押します）。

• 列のエントリを使用してリストを並べ替えるには、列の見出しをクリックします（もう一度見出しをクリックすると、
並べ替えの順序が逆になります）。

PDFレビューコメントの表示または削除
レビュー注釈には、注釈自体のテキストに加えて、注釈の作成者および作成日時、作成された注釈の種類、およびドキュ
メント内で注釈が表示されるページも含まれています。Version Cue PDFレビューでは、Acrobatのすべてのコメント
ツールを使用できます。

レビューコメントは Version Cueサーバに保存されます。コメントは、Version Cueサーバ管理で表示することも、PDF

ドキュメントで直接表示することもできます。すべてのレビューコメントをドキュメントに直接表示するには、レビュー
の依頼に含まれているリンクを使用するか、Version Cueサーバ管理からレビュードキュメントを開くことによって、ド
キュメントにアクセスする必要があります（Acrobatの開くダイアログボックスまたは Bridgeからレビュードキュメン
トを開いても、レビュー注釈は表示されません）。

Acrobatの注釈ツールについて詳しくは、Acrobat 7.0ヘルプで「注釈」を検索してください。

1 レビューを検索します。

2 ドキュメントリストで PDFドキュメントをクリックします。
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3 次のいずれかの操作を実行します。

• すべてのレビュー注釈を直接 PDFドキュメントで表示するには、バージョン名をクリックします。

• Version Cueサーバ管理でレビューコメントを表示するには、ドキュメントヒストリーリストでバージョンを選択し、
「コメントを表示」をクリックします。

PDFドキュメントのコンテキストでいずれかの注釈を表示するには、注釈を選択し、「Acrobatで開く」をクリック
します。

• Version Cueサーバ管理でレビューコメントを削除するには、コメントを選択し、「コメントを削除」をクリックしま
す（すべての注釈を選択するには、「ページ」列の見出しの横にあるチェックボックスをオンにします）。

関連項目

82ページの「PDFレビューの管理」

トラブルシューティング

複数のローカルプロジェクトファイルフォルダ
2つの異なる Version Cueサーバ上に存在する同じ名前のプロジェクトにアクセスした場合、プロジェクトのローカルプ
ロジェクトファイルフォルダに表示されるように複数のコピーが作成されますが、実際のものは、2つの異なるサーバか
らアクセスされた 2つの異なるプロジェクトのローカルプロジェクトファイルフォルダです。これらのフォルダにはプロ
ジェクト名と番号（project_001、project_002など）が付けられます。これらのフォルダは、Version Cueサーバに対
するローカルプロジェクトファイルのバージョンを保存した後には削除できます（または、複数のローカルプロジェクト
ファイルフォルダのことを無視してしまってもかまいません）。

ローカルプロジェクトファイルフォルダを削除するには、Adobe Bridgeを使用して各プロジェクトから切断します（詳
しくは、57ページの「プロジェクトからの切断」を参照してください）。

オフラインプロジェクト
Version Cueプロジェクトで作業を行っているときにネットワークアクセスが利用できなくなった場合（例えば、ラップ
トップコンピュータで移動している場合）、プロジェクトは次回接続したときにはオフライン状態になっていることがあ
ります。Version Cueサーバとの接続を再確立するには、Adobeダイアログボックスまたは Adobe Bridgeのお気に入り
パネルで Version Cueアイコンを選択します（これによって、Version Cueが利用可能なサーバにネットワーク接続をリ
セットすることが強制されます）。次に、対象のファイルを含む Version Cueプロジェクトを検索します。

不完全なアクション
ときには、あまり使用されていないコマンドが Adobe Bridgeまたは Adobeダイアログボックスに表示される Version

Cue情報を自動的に更新しないことがあります。完了したアクションの結果が表示されない場合、次のいずれかを行って
表示を更新します。

• 別の項目を選択して、Bridgeウィンドウまたは Adobeダイアログボックスでの対象を変更します。

• 一時的に別のフォルダに変更します。

• Bridgeウィンドウまたは Adobeダイアログボックスのサイズを変更するか、Bridgeウィンドウを前面に移動します
（Bridgeウィンドウが後ろにあると更新が表示されないことがあります）。

• Adobeダイアログボックスのツールメニューまたはプロジェクトツール（Acrobat）メニューまたは Adobe Bridgeの
表示メニューを使用して、「更新」コマンドを選択します。
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プロジェクトの回復
ほとんど起こらないことですが、Version Cueプロジェクトへのアクセスがまったくできない場合、プロジェクトにアク
セスしたワークグループのメンバーのコンピュータにあるローカルプロジェクトファイルにあるファイルの最新バージョ
ンを回復することができます。ローカルプロジェクトファイルは、マイドキュメント（Windows）または書類
（Macintosh）フォルダの Version Cueフォルダにあります。

ファイアウォールの後ろにあって表示されないプロジェクトのファイル
Version Cueは、HTTP（Hypertext Transfer Protocol）と SOAP（Simple Object Access Protocol）を使用して
Version Cueサーバと Adobe Creative Suiteコンポーネントとの通信を行っています。まれに、古いファイアウォールソ
フトウェアが SOAPのやり取りを適切に処理しないことがあります。フォルダは表示できても Version Cueプロジェク
ト内のファイルを表示できない場合、プロキシサーバを無効にしてみてください。プロキシサーバを無効にすることで問
題が解決される場合、ファイアウォールの更新が必要になる可能性があります。

ファイルをチェックアウトした状態でのプロジェクトからの切断
ユーザ自身がチェックアウト中ステータスのローカルプロジェクトファイルを持っている場合、それらのファイルのバー
ジョンをチェックインするまでプロジェクトからは切断できません。Version Cueサーバが利用できないためにファイル
のバージョンをチェックインできない場合、続行するには 2つの方法があります。サーバが利用可能になるまで待ち、
ファイルを同期した後でプロジェクトから切断します。または、ハードディスクからローカルプロジェクトファイルフォ
ルダを削除した後で、サーバが利用可能になったときにプロジェクトから切断することもできます（プロジェクトにアク
セスする他のユーザからは、ファイルはチェックアウト中のマークがされたままです。ユーザは自分自身のバージョンを
保存するか、管理者権限のあるユーザがプロジェクトのロックをリセットすることができます。これによって、ファイル
のステータスは同期済みに変更されます）。

Adobeダイアログボックスまたは Bridgeで InDesignファイルのサムネールが表示されない
Adobeダイアログボックスまたは Bridgeで InDesignファイルのサムネールが表示されない場合、InDesignのファイル
管理の環境設定または別名で保存ダイアログボックスで「ドキュメントのプレビュー画像を常に保存」を選択します。

Version Cue CS2から IntelベースのMacintoshコンピュータのVersion Cue CS3に移行できない
Version Cue CS2から Intelベースの Macintoshコンピュータの Version Cue CS3にプロジェクトを移行するには、ま
ず、PowerPCベースの Macintoshコンピュータで Version Cue CS2のワークスペース管理ユーティリティでプロジェ
クトをバックアップします（例について詳しくは、Version Cue CS2のヘルプを参照してください）。次に、PowerPC

ベースの Macintoshから Intelベースの Macintoshコンピュータのプロジェクトバックアップディレクトリにプロジェ
クトを転送し、サーバを再起動して、Version Cue CS3にプロジェクトを復元します（詳しくは、77ページの「プロ
ジェクトのバックアップと復元」を参照してください）。

注意：Version Cue CS2サーバのバックアップを Version Cue CS3サーバに移行することはできません。ただし、
Version Cue CS2プロジェクトは Version Cue CS3サーバに移行できます。50ページの「Version Cue 3.0サーバへの
プロジェクトの移行」を参照してください。

Version Cue CS3サーバに接続できない
以下のいずれかの操作を行います。

• ネットワーク接続が正しく機能していることを確認します。

• Acrobat 8または Version Cue対応の Adobe Creative Suite 2コンポーネントからサーバに接続しようとしている場
合、サーバに対して SSLを有効にしていないことを確認します。また、Acrobat 8および Adobe Creative Suite 2コン
ポーネントは同一のコンピュータにインストールされた Version Cue CS3サーバ（ローカルの Version Cue CS3サー
バ）には接続できません。

• 別の Version Cue対応 Creative Suiteコンポーネントからそのサーバに接続できるか試します。

• ファイアウォールやプロキシを一時的に無効にします。
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• サーバを再起動します（詳しくは、51ページの「Version Cueサーバのシャットダウンまたは再起動」を参照してく
ださい）。

• 問題の原因を指摘している可能性のあるサーバのログファイルで詳細を確認します。ログファイルには Version Cue

サーバ管理の「高度な作業」タブからアクセスできます（詳しくは、78ページの「詳細な Version Cueサーバ管理タ
スク」を参照してください）。

Version Cueシステム管理者パスワードを忘れた
システム管理者パスワードを忘れた場合、Version Cueを削除し、再インストールの手順の中で新しいシステム管理者の
ユーザ名とパスワードを作成する必要があります。Version Cueを削除すると、Version Cueのプロジェクトファイルと
データはすべて失われてしまいます。

Version Cueサーバの動作が遅いか、応答が停止する
以下のいずれかの操作を行います。

• Version Cueに割り当てられる RAMを増やします（詳しくは、47ページの「Version Cueサーバの環境設定」を参
照してください）。

• プロジェクトファイルのバックアップ中に Version Cueが応答しなくなった場合、バックアップ先のディスクにファイ
ルを格納するのに十分なハードディスク空き領域があることを確認してください。

Version Cue CS3サーバ上の Version Cueプロジェクトを表示できない
以下のいずれかの操作を行います。

• 接続対象のプロジェクトが共有状態であることを確認します。プロジェクト作成者がプロジェクトを非公開にし続ける
ことを選択した場合、そのプロジェクトにはアクセスできません。

• プロジェクトをホストしているVersion Cueサーバが他のユーザから表示可能として構成されていることを確認します
（詳しくは、47ページの「Version Cueサーバの環境設定」を参照してください）。

• Acrobat 8または Version Cue対応の Adobe Creative Suite 2コンポーネントを使用してプロジェクトにアクセスし
ている場合、プロジェクトの作成者に対して、そのプロジェクトが CS2と互換であると指定しているかどうかを確認
します。互換と指定されていない場合は、Version Cue CS3サーバ上のプロジェクトを表示することはできません。
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第 4章：Adobe Bridgeのショートカットキー

ショートカットキー

Adobe Bridgeのショートカットキーについて
ショートカットキーを使用すると、ツールを簡単に選択したり、メニューを使用しなくてもコマンドを実行できます。
ショートカットキーを利用できる場合は、メニューのコマンド名の右側にショートカットキーが表示されます。

ショートカットキーを使用できるほか、コンテキストメニューを使用して多数のコマンドを実行することもできます。
コンテキストメニューには、使用中のツール、選択範囲、パネルに関連するコマンドが表示されます。コンテキスト

メニューを表示するには、領域内で右クリック（Windows）するか、Controlキーを押しながらクリック（Macintosh）
します。

Adobe Bridgeで使用できるショートカットキー
これは、すべてのショートカットキーの一覧ではありません。メニューコマンドやツールヒントに表示されないショート
カットのみを示します。

結果 Windows Macintosh

サムネール表示と詳細表示を切り替える Ctrl+¥ Command+¥

パネルを表示 /非表示 Tab Tab

ユーザ定義のワークスペースに切り替える Ctrl+F7～ Ctrl+F12 Command+F7～ Command+F12

星 1つのレーティングを割り当てる Ctrl+‘ Command+‘

サムネールサイズを拡大 Ctrl+プラス記号（+） Command+プラス記号（+）

サムネールサイズを縮小 Ctrl+マイナス記号（-） Command+マイナス記号（-）

サムネールサイズを 1段階拡大 Ctrl+Shift+プラス記号（+） Command+Shift+プラス記号（+）

サムネールサイズを 1段階縮小 Ctrl+Shift+マイナス記号（-） Command+Shift+マイナス記号（-）

1つ上のフォルダ（フォルダ表示）または行に
移動

上矢印 上矢印

1つ下のフォルダ（フォルダ表示）または行に
移動

下矢印 下矢印

1つ上のレベル（フォルダ表示）に移動 Ctrl+上矢印 Command+上矢印

1つ下のレベル（フォルダ表示）に移動 Ctrl+下矢印 Command+上矢印

1つ左のアイテムに移動 左矢印 左矢印

1つ右のアイテムに移動 右矢印 右矢印

最初のアイテムに移動 Home Home

最後のアイテムに移動 End End

連続していないアイテムを選択範囲に追加 Ctrlキーを押しながらクリック Commandキーを押しながらクリック

ツリーパネルおよびサムネールパネルを更新 F5 F5

アイテムを選択範囲に追加 Shift+右矢印、Shift+左矢印、Shift+上矢印、
Shift+下矢印

Shift+右矢印、Shift+左矢印、Shift+上矢印、
Shift+下矢印

アプリケーションヘルプを表示 F1 F1

次のファイル名を変更 Tab Tab

前のファイル名を変更 Shift+Tab Shift+Tab
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フィルタパネルで選択範囲を反転 Altキーを押しながらクリック Optionキーを押しながらクリック

フィルタアイテムを消去 Ctrl+Alt+A Command+Option+A

プレビューパネルでルーペツールを表示 クリック クリック

プレビューパネルの追加ルーペ（複数アイテ
ム）

Ctrlキーを押しながらクリック Commandキーを押しながらクリック

ルーペツールを同時に移動 Ctrlキーを押しながらクリックしてドラッグ Commandキーを押しながらクリックしてド
ラッグ

ルーペツールを使用してズームイン + +

ルーペツールを使用してズームアウト - -

ルーペツールを使用してズームイン（複数ア
イテム）

アイテムを選択してプラス記号（+） アイテムを選択してプラス記号（+）

ルーペツールを使用してズームアウト（複数
アイテム）

アイテムを選択してマイナス記号（-） アイテムを選択してマイナス記号（-）

スタック内のすべてのアイテムを選択 Altキーを押しながらクリック Optionキーを押しながらクリック

選択した Version Cueファイルをチェックアウ
ト中としてマーク

Shift+Ctrl+M Shift+Command+M

選択した Version Cueファイルのローカルおよ
びサーバでの表示を同期

Shift+Ctrl+B Shift+Command+B

選択した Version Cueファイルの保存された
バージョンを作成

Shift+Ctrl+V Shift+Command+V

Version Cueのバージョンダイアログボックス
を開く

Shift+Alt+Ctrl+V Shift+Option+Command+V

結果 Windows Macintosh
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第 5章：Adobe Version Cueのショートカット
キー

ショートカットキー

Adobe Version Cueシのョートカットキーについて
ショートカットキーを使用すると、ツールを簡単に選択したり、メニューを使用しなくてもコマンドを実行できます。
ショートカットキーを利用できる場合は、メニューのコマンド名の右側にショートカットキーが表示されます。

ショートカットキーを使用できるほか、コンテキストメニューを使用して多数のコマンドを実行することもできます。
コンテキストメニューには、使用中のツール、選択範囲、パネルに関連するコマンドが表示されます。コンテキスト

メニューを表示するには、ドキュメントウィンドウまたはパネル内で右クリック（Windows）するか、Controlキーを
押しながらクリック（Macintosh）します。

Adobeダイアログで選択に使用できるショートカットキー
これは、すべてのショートカットキーの一覧ではありません。次の表は、メニューコマンドやツールヒントに表示されな
いショートカットのみを示します。

Adobeダイアログで移動に使用できるショートカットキー
これは、すべてのショートカットキーの一覧ではありません。次の表は、メニューコマンドやツールヒントに表示されな
いショートカットのみを示します。

結果 Windows Macintosh

すべてを選択 Ctrl+A Command+A

連続していないエントリを選択 Ctrlを押しながらクリック Commandキーを押しながらクリック

連続しているエントリを選択 Shiftキーを押しながらクリック Shiftキーを押しながらクリック

次のエントリを選択 下矢印 下矢印

前のエントリを選択 上矢印 上矢印

次のエントリを追加選択 Shift+下矢印 Shift+下矢印

前のエントリを追加選択 Shift+上矢印 Shift+上矢印

最初のエントリを選択 Page Upまたは Home Page Upまたは Home

最後のエントリを選択 Page Downまたは End Page Downまたは End

結果 Windows Macintosh

フォルダを開く Ctrl+O Command+O

新規フォルダを作成 Ctrl+N Command+N

1つ上のレベルに移動 Backspace Command+上矢印

選択したファイルを開く Enter Return

選択したファイルを削除 Delete Command+Delete

ダイアログボックスを閉じる Esc Esc

次へ進む Ctrl+右矢印 Command+右矢印

前へ戻る Ctrl+左矢印 Command+左矢印
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Adobeダイアログで表示の切り替えに使用できるショートカットキー
これは、すべてのショートカットキーの一覧ではありません。次の表は、メニューコマンドやツールヒントに表示されな
いショートカットのみを示します。

マイコンピュータへ移動 Ctrl+Shift+C Command+Shift+C

デスクトップへ移動 Ctrl+Shift+D  Command+Shift+D

ネットワークへ移動 Ctrl+Shift+K Command+Shift+K

Version Cueへ移動 Ctrl+Shift+V Command+Shift+V

結果 Windows Macintosh

詳細 Ctrl+1 Command+1

アイコン Ctrl+2 Command+2

サムネール Ctrl+3 Command+3

タイル Ctrl+4 Command+4

結果 Windows Macintosh
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